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国際科学広報に関するワークショップ 2015
International Science Communication Workshop 2015

Increasing the Visibility of Japanese Science in the International Media

報告書

主　催：沖縄科学技術大学院大学（OIST）・科学技術広報研究会（JACST）
協　力：大学研究力強化ネットワーク（RUN）
会　期：2015 年３月 19 ～ 20 日
場　所：沖縄科学技術大学院大学（沖縄県国頭郡恩納村谷茶 1919-1）センター棟 B250

　日本の大学・研究機関において、国際化は重要な課題となっている。今後、国際化を一
層推進するためには、研究力向上をはかるばかりでなく、広報情報発信力強化と連動した
総合的な対策が必要となる。
　日本の大学や研究機関における研究成果が海外で正当に評価されるためには、世界的に
認知された学術誌に論文が掲載されるだけではなく、プレスリリース等を介した科学コミュ
ニティーや社会への訴求力が重要である。具体的には、論文の公開にタイミングを合わせ
たプレスリリースが大学の公式情報としてタイムリーに配信され、さらにそのプレスリリース
に基づいて国内外の科学ジャーナリストによって速報記事や解説記事などが書かれ、社会
に伝播していくための体制を構築することが不可欠となっている。
　こうした国際的な広報の情報発信力強化を目的として、国内のいくつかの大学や研究機
関等の広報担当部署においては、サイエンスライターなどの経験をもつ科学広報の専門家
やインターンを採用し、最新の研究成果をわかりやすく魅力的な文章で即座に情報発信す
るための体制を整えつつある。しかし、研究成果を海外の科学ジャーナリストに幅広く取り
上げてもらうためにはさまざまなノウハウが必要となり、これまではそれぞれの広報担当者
が経験と勘に頼って情報発信の手法を確立してきた。
　2015 年 3 月19 ～ 20 日にかけて沖縄科学技術大学院大学（OIST）で開催された「国際
科学広報に関するワークショップ」には、全国の大学や研究機関から広報担当者やリサーチ・
アドミニストレーター（URA）などが 100 名近く集まり、海外から招聘した科学ジャーナリ
ストやサイエンスライターを養成する高等教育機関の講師から、国外ではどのように科学記
事が作られて伝播されるか、また、欧米ではどのようなサイエンスライティングのトレーニン
グが行われているかを学んだ。さらに、国内の各大学・研究機関が経験してきた国際情報
発信のノウハウとコストを共有し、費用対効果や効率的な人材育成と配置などについても模
索することで、大学や研究機関における国際情報発信の在り方について議論した。本報告
書は、2 日間にわたる同ワークショップの口頭発表やポスター発表、議論の内容、総括 ・
提言をまとめたものである。関係府省と地方公共団体、ひいては一般国民に対しても、ワー
クショップ参加者の取り組みを広く伝え、科学広報への理解を深める一助となれば幸甚で
ある。

ワークショップ組織委員一同　
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組織委員：
OIST	 副 学 長（広報担当）　ニール・コルダー

OIST	 准副学長（広報担当）　森田洋平

OIST	 メディアセクションリーダー 兼 JACST 国際担当副会長　名取　薫

JACST	 会　　　長　高エネルギー加速器研究機構 広報室　室長　岡田小枝子

JACST	 事 務 局 長　自 然 科 学 研 究 機 構   特 任 教 授　小泉　周

JACST	 事務局次長　基礎生物学研究所  広報室  特任助教

　　　　　　　　　  広報・科学コミュニケーション担当　倉田智子

登壇者・パネリスト（プログラム記載順）:　
OIST 副学長（広報担当）  ニール・コルダー

ニューサイエンティスト エディトリアルコンテンツディレクター  ヴァレリー・ジェイミーソン

米カリフォルニア大学サンタクルーズ校 サイエンスコミュニケーションプログラム講師  ロブ・イリオン

東京大学  本部広報室  ユアン・マッカイ
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国立天文台天文情報センター  広報室長  平松正顕  

理化学研究所 外務・研究調整部 研究協力課  課長  大須賀　壮  

理化学研究所 外務・研究調整部  研究協力課  ライター ジェンズ・ウィルキンソン

OIST メディアセクション  名取　薫

サイエンス誌  日本・アジア特派員  デニス・ノーマイル

OIST 准副学長  （広報担当）森田洋平

司会：
OIST 准副学長（広報担当）  森田洋平

OIST メディアセクションリーダー 兼  JACST 国際担当副会長  名取　薫
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スピーカー一覧
（プログラム登壇順）

ニール・コルダー  Neil Calder
沖縄科学技術大学院大学副学長（広報担当）
Vice President for Communications and Public Relations, OIST

ヴァレリー・ジェイミーソン  Valerie Jamieson
ニューサイエンティスト　エディトリアル・コンテンツ・ディレクター
Editorial Content Director, New Scientist

ロブ・イリオン  Robert Irion
米国カリフォルニア州立大学サンタクルーズ校 サイエンスコミュニケーションプログラム 講師
Science Communication Program Director, University of California, Santa Cruz

小泉　周  Amane Koizumi
自然科学研究機構　研究力強化推進本部　特任教授 （統括URA）
自然科学研究機構　生理学研究所　細胞器官研究系　特任教授（併任）
Project Professor/Associate Professor, National Institutes of Natural Sciences 

ユアン・マッカイ  Euan McKay
東京大学本部広報室　特任研究員
Project Researcher, Public Relations Office, The University of Tokyo

東京大学本部広報室で東京大学の研究成果の国内外の発信を担当。2010 年より高祖歩美特任
研究員と共に同大研究紹介ウェブサイト「UTokyo Research」や、研究室を紹介するイベント
「UTokyo Research, on site」の企画運営に従事。これらの活動を通して、研究者と海外メディアや
駐日大使館科学アタシェとの関係構築・強化に努めるほか、英語プレスリリースを担当。

スイス・ジュネーブの欧州原子核研究機構（CERN）で1989～2001年にかけて広報室長を務め、そ
の後スタンフォード線形加速器センター（SLAC）に移り、2001～2008年まで広報ディレクターを務
める。2008～2010年にかけてフランスのカダラッシュにある国際熱核融合実験炉（ITER）のコミュ
ニケーション部長を2年間務める。2010年OIST着任、現在に至る。スコットランド・アイラ島出身。

高エネルギー物理学の研究者を経て、1999年に英国の科学誌 Physics Worldのフィーチャーズエ
ディターに就任。2002年より英国の週刊科学誌ニューサイエンティストで物理、天文、数学といった
分野の記事の編集者を務める。2015年、同誌初のエディトリアルコンテンツディレクターに着任、現
在に至る。スコットランド・グラスゴー出身。

マサチューセッツ工科大学（MIT）にて学士号（地球惑星科学）取得後、米国カリフォルニア州立大
学サンタクルーズ校サイエンスコミュニケーションプログラムを修了。1998～2006年にかけて科学
誌サイエンスの天文学や天体物理学担当記者として活躍。その後、全米屈指の科学記者輩出機関と
も言える同校サイエンスコミュニケーションプログラムのディレクターに着任、現在に至る。

慶応大学医学部卒業後、2002年、同大学で博士号を取得。内外で研究者として活躍後、2007年に
生理学研究所に着任。広報アウトリーチ活動といった科学コミュニケーション活動にも積極的に関
わる。専門は視覚科学、神経生理学。科学技術広報研究会（JACST）事務局長。

三代川  典史  Norifumi Miyokawa
広島大学  学術・社会産学連携室研究企画室シニアURA
Senior URA,  Research Planning Office, Hiroshima University

倉田  智子  Tomoko Kurata 
自然科学研究機構  基礎生物学研究所広報室
Specially Appointed Assistant Professor (URA), Office of Public Relations,
National Institute for Basic Biology, National Institutes of Natural Science

岡田  小枝子  Saeko Okada
高エネルギー加速器研究機構  広報室広報室長
Senior Press Officer, Public Relations Office, KEK

今羽右左  デイヴィッド  甫  David Hajime Kornhauser
京都大学  学術研究支援室（KURA）シニアURA
Senior URA, Kyoto University Research Administration Office(KURA)

平松  正顕  Masaaki Hiramatsu
国立天文台天文情報センター  広報室長
Chief Public Information Officer, National Astronomical Observatory of Japan

東京大学で天文学を専攻し、博士課程修了後、台湾でポスドクとして活躍。帰国後、国立天文台の
ALMA推進室に着任。2012年からは国立天文台チリ観測所の広報も担当。2014年12月から国立天
文台天文情報センターの広報室長として、全ての広報業務を所管。

在日オーストラリア大使館勤務後、英国とシンガポールで修士号を取得。その後米国ペンシルベニア
州立大学で博士号（高等教育学）を取得する。同大での勤務を経て広島大学に着任、現在に至る。
現在は研究活動の国際情報発信強化に従事。

2006年より現職。記事の執筆、写真撮影、映像制作、イベント企画、プレス対応から科学教育まで、
幅広く活躍。毎夏、総合研究大学院大学で開催される合宿形式の科学コミュニケーション講座・実
習の講師も務めている。科学技術広報研究会（JACST）事務局次長。

1985年に筑波大学農林学類を卒業後、日立製作所基礎研究所に入社。1995年より東京大学理学部で
教授秘書を務めながら医療ライターとして執筆活動に従事。2003年より東京大学理学部広報室、2004
年より理化学研究所にて広報業務に従事、国際広報業務を確立するとともに、科学に興味はあるが親
しみのない若年文系層や女性層を対象とした広報業務を推進。2012年より高エネルギー加速器研究
機構広報室勤務、現広報室長。2007年に科学技術広報研究会（JACST）を立ち上げ、現会長。

米国国務省、東京電力本社広報、日本テレビワシントンDC支局を歴任した後、2008年に京都大学
に着任。京都大学全体の国際広報、ブランディングなど、幅広くコンサル的に支援活動に従事。米
国・ハワイ州出身。
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大須賀  壮  Soh Osuka
理化学研究所  外務・研究調整部研究協力課課長
Manager, Strategies and Communications Section, Global Relations and Research 
Coordination Office, RIKEN

ジェンズ・ウィルキンソン  Jens Wilkinson
理化学研究所  外務・研究調整部研究協力課 ライター
Writer, Global Communications Officer, RIKEN

名取  薫  Kaoru Natori
沖縄科学技術大学院大学  広報メディアセクションリーダー
Manager / Media Section Leader, OIST 

デニス・ノーマイル  Dennis Normile
サイエンス誌  日本・アジア特派員
Japan/Asia correspondent, Science

森田洋平  Youhei Morita 
沖縄科学技術大学院大学  准副学長（広報担当）
Associate Vice President for Communications and Public Relations, OIST

筑波大学大学院在学中に行った米国フェルミ国立加速器研究所（Fermilab）での実験で高エネル
ギー物理学の博士号を取得。高エネルギー加速器研究機構（KEK）に就職、CERNでのATLAS実験
などにも参加。1992年に日本初のホームページを構築したことがきっかけで広報業務に携わるよう
になる。2003～2012年KEK広報室長を経て、2012年OIST着任。現在は国際会議やワークショップ
の開催誘致やサポートを担当するとともに、OISTの認知度向上のための広報活動の企画に従事。

1996年に理研脳科学総合研究センター（通称理研BSI）に技師として着任後、理研の事務部門に移
り、研究プライオリティ会議を経て、2011年より現職。

長らく翻訳者として活躍後、2011年に理研に着任。プレスリリースの執筆や英語ウェブサイトのコン
テンツ、広報出版物やアニュアルリポート、ニュースレターなど、幅広い業務に従事。

早稲田大学商学部卒業、米国ミズーリ州立大学ジャーナリズム修士課程修了後、在日米国大使
館報道室にて5年間勤務。OISTには独法時代の2007年に入構。現在は、主にウェブ記事やメディ
アとのやりとり、パンフレットなどの広報出版物の発行を担当。科学技術広報研究会（JACST）
副会長（国際担当）。

1995年からサイエンス誌日本・アジア特派員として日本およびアジア地域をカバー。SARSや鳥イン
フルエンザ、デング熱、大型台風、そして福島第一原発事故など数々の大きなニュース報道に従事。
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OIST学長　ジョナサン・ドーファン

　このワークショップは、国際メディアにおける日本の科学の認知度を高
める目的で開催されている。新しい知能創造が古来より大学及び研究機関
の役割であり、21世紀も同様である。しかし、これらの高等教育機関が発
展し続けるためには、その使命もグローバルであり且つ相互につながった
社会のニーズに合ったものでなければならない。地球を脅かす諸問題の解
決方法が早急に求められている。気候変動の問題、化石燃料に頼った偏っ
たエネルギーの供給、汚染問題、不適切且つ過度に高額な疾病緩和策、貧
困問題、食糧や水不足など。これらの解決への牽引役を担っている研究機
関こそがその最強の武器であり、基礎研究や技術移転をとおして解決策を
提示していかなくてはならない。この研究機関のエンジンを動かす燃料
は、納税者が提供する公的資金である。そして最先端技術の研究コストを
十分かつ安定的に支えられるのは政府ベースの資金である。公的資金の恩
恵を受けているということを、大学や研究機関は忘れてはならない。その
感謝を表す重要な方法は、研究成果を広く一般に知らせることである。投
資をした納税者には知る権利がある。研究機関の長は研究成果の情報発信
が最優先事項だと示していくことが必要である。
　OISTではWebサイトにあるとおり、3つのコアバリュー、基本的価値観を
掲げている。
　その１つがオープンな研究環境である。それには2つの要素があり、１つ
は多様なグループによる研究への参加、研究資源へのアクセスを奨励して
いる点である。市民権や国籍、民族による制限はない。
　２つめの要素は、本学の教員や研究員の義務として、その研究成果を世
界中の科学コミュニティや一般市民と共有することである。本学において
は、広報部門もオープンな研究環境を重要視している。
　科学技術の成果を一般向けに翻訳し発信していく経験豊かなプロ集団で
あり、メディアとの良好な関係が最重要であると認識している。学内で
も、世界に向けてもこの点をアピールしてゆく証として、広報部門の長
は、副学長が務めている。研究成果の情報発信のためにメディアに精通し
た広報チームがある。他の研究機関の参考となれることを願っている。
　日本は世界レベルの研究をしているが、その成果が国内的にも世界的に
もあまり知られていない。この相互依存なグローバル社会においては、世
界に研究成果を届けることが重要である。これを機に日本の科学広報が変
化をし、新たな広報のアプローチへのきっかけになることを願っている。

ご 　 挨 　 拶
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 講演内容
　日本の科学の研究成果をもっと世界に知

らせることが重要であり、そのために我々

がすることは沢山ある。まず、進化につい

て話したい。科学の広報活動は生物の進化

に似ている。変化していく環境に適応して

いくものが生き残るという理論だ。1989 年、

私が欧州原子核研究機構（CERN）で初め

て広報に勤めたころはまだ恐竜時代であっ

た。原始的なコミュニケーションのレベル

であった。世界最大の衝突型加速器を、イ

ギリスの放送局 BBC が取材に来た。私は

一番著名な物理学者を選び取材にあたらせ

た。BBC の若い女性記者が、“ 納税者の大

金を使って出来たこの加速器とは？ ”と質問

した。その学者は専門用語で説明すると記

者に、もっとわかりやすくと促された。それ

でもわからないので、合計で 12 回の説明

になった。結局、その記者には加速器が

何だかわからないままだった。私はこの時、

科学広報の進化の必要性を感じた。

　その後、いくつかの機関で広報の仕事を

した後、OIST に至る。今私たちは、日本に

おける新しい大学院大学のモデルを OIST

で確立しようとしている。国際的な大学院

大学であり、60 カ国から 800 人が集まっ

ている。男女比も等しい。世界中の研究機

関とのコラボレーションも確立している。

　科学コミュニケーションの原始時代は郵

送、配達が主な手段であった。紙やスライド、

ビデオテープなどが媒体であった。情報の

伝達スピードもゆっくりしたものであった。

それが、私の友人がインターネットを発明

したことで大きく変わった。今のスピードは

速く、メディアは、毎日お腹を空かせたハン

グリーモンスターのように常に新しいニュー

スをほしがっている状態である。そのメディ

アの欲求を満たすために、私たちは写真や

ビデオなども使ってニュースを与え続けてい

かなければならない。メディアは面白い科

学のニュースを欲しがっている。OISTのホー

ムページに掲載した科学ニュースが、海外

の様々なメディアでとりあげられている。

　ニュースが面白ければ、どんどん広がっ

ていく。科学関係メディアにとどまらず、デ

ザイン関係や科学専門以外のメディアにま

で広がっていく。

　今のメディアとはいったい何か？　もち

ろん、新聞や雑誌など様々なメディア形

態 があるが、 例えば BBC の Web サイト

は 1日約 650 万件の閲覧数がある。一方、

Facebook は約 8 億 9 千万である。なので、

情報を発信していきたい、広げていきたい、

シェアしてもらいたい場合、封筒に入れて送

るプレスリリースはもはや役に立たない。ま

た、今日ではプレスリリースを元に記事が

掲載されることは、ネガティブなニュース以

外ほとんどない。今や Facebook の時代で

ある。この方向を目指していく必要がある。

メディアの取材を沢山受けるには何が必要

か？　もちろん、汚職や盗用などのスキャ

ンダル以外で。

　しかし、過度に恐れずに、研究成果は世

間に知らせていくべきである。

Evolution
OIST 副学長（広報担当）　ニール・コルダー

海 外 事 情
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　1989 年頃の広報グループは 4 ～ 5 名で

十分であった。インターネットの登場以来、

大きく進化した。

　ここ 10 ～ 20 年で、今の広報部門は、

多人数でプロのコミュニケーション集団に

なっている。広報部門に力をいれ、専門の

いい人材を雇わなければ競争社会で負けて

しまうという認識が広まった。OIST の広報

部門の構成をみても分かるであろう。欧米

の大きな研究機関は、概ねプロの広報部門

を持っている。

　海外の広報のプロは、サイエンスライ

ター、科学広報官の訓練を養成機関で受

けている。日本のいくつかの大学でも養成

コースができている。

　国際メディアにアピールするのに、一番

重要なことは、個々の人脈である。ジャー

ナリストに合い、その人物を知ること、そ

のジャーナリストに同行して友好関係を築く

こと。ヨーロッパは科学広報官の数が日本

より圧倒的に多い。例えば、世界のトップ

100 のサイエンスライターを知っていれば、

仕事がスムーズになる。そのためにアメリカ

科学振興協会（AAAS）やユーロサイエンス・

オープンフォーラム（ESOF）の年次会合な

ど海外のサイエンスライターや科学ジャー

ナリストが集まる様々な国際会議に参加し

てほしい。メールだけではなく、会うこと、

話すことが重要である。

　Web サイトに載せる写真は考えて選ぶこ

と。AlphaGalileo や EurekAlert! を活用し

てほしい。また、国際メディアでは英語が

共通言語であり不可欠である。日本でも訓

練が必要だ。海外のメディア対応が英語で

できる人材を大学、研究期間は確保してお

くべきである。また広報室は、しっかりとし

たビジョンの構築のために自分の大学や機

関の上層部との綿密な連携が必要となる。

例えば TOYOTA は、予算の 40％を広報に

割り当てている。

　広報の進化を考える上で協力体制の構築

がゴールである。私たちはコミュニケーター

として、競合するのではなく、連携して活動

していく。支援し合い、経験を共有し、そ

して友人として知り合うことが大事である。

例えば、以前は、ヨーロッパでも素粒子物

理学を研究する個々の機関はライバル視し

ている関係であった。今では、世界中のこ

の分野の関連機関は半年に 1 回は会合を

開き、共通のストーリーを書き、プレスリリー

スを出している。世界規模のコラボレーショ

ンが出来ている。

私たちの共通のミッションは日本の科学技

術をもっと世界に認知してもらうことであ

り、その目的のために連携していくことが

重要である。

 質疑応答
今羽右左 デイヴィッド 甫より質問
　CERN の物理学者は（BBC の取材のリ

テイクで）泣いた後どうなりましたか？

ニール・コルダーより回答
　取材は全く時間の無駄になり、研究者も

わかりやすく説明できることの必要性を学

んだようです。

参加者より質問 

　広報の在り方がインターネットの登場以

降変わり、追いついていけないのですが。

ニール・コルダーより回答 

　英語対応できる人材の確保と機関の上層

部との連携が必要だ。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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 講演内容
１）ニューサイエンティストについて：

・520 万の読者を持つ世界で最も人気の

ある週刊の科学雑誌。Web にも掲載

されており、英国、米国、オーストラ

リアで発行、ロンドン、ボストン、シド

ニーにオフィスがある。また、フラン

ス語、オランダ語、ロシア語にも訳し

て発行している。読者は「科学に興味

があり、その産業、商業、社会的影

響に興味がある人すべて」というポリ

シーは 1956 年の創業以来変わらない

が、雑誌は進化している。

２）ニューサイエンティストの特徴について：

・読者は必ずしも現役の科学者でなく、

かつて研究に従事していた人たちが多

い。よって読者はニューサイエンティス

トを必ずしも読む必要はなく、余暇に

読んでいる。そのため、読みたいと思

わせる必要があり、それが私たちのや

り方を変えている。情報をどんどん発

信し、しかも面白くないといけない。

・ 多 くの 人 が Web で 記 事 を 読 み、

Twitter をフォローする人も 154 万人

で Twitter でも情報を発信しており、

Facebook で「いいね」ボタンを押す人

が 240 万人。多くの人が記事を共有

することで、雑誌も多く売れる。従っ

て新しいメディアが重要になっている。

・現在、サイエンスジャーナリストにとっ

て読者がどんな人か追跡するチャンス

があるため、読者に人気のあるトピッ

クを扱っている。

・読者はどんどん新しいニュースをほし

がり、そのスピードも加速しており、全

てはコンテンツにかかっているため、

インパクトのある写真を掲載したりし

ている。

・記事は科学が好きな人が作成している

が、科学関連の仕事をしていない人に

もどうしてそんなに科学が面白いか説

明している。科学雑誌や科学ブログは

皆が読むので、ニューサイエンティス

トの特色を出すため、自分たちで記事

のネタを作ったオリジナルストーリー

の例を紹介する。同僚の結婚式の際、

式の前後と最中の参列者のオキシトシ

ンというホルモンの濃度変化ついて、

その研究者の協力で調査を行い記事

にしたが、これはその科学者との個人

的なコネがあったから実現できた。

３）メディアが求めているものについて：

・メディアはスクープを狙っており、ニュー

ス価値のある新しい、タイムリーな話

が欲しい。記事を読むのは科学者だ

けではなく、一般の人であるため人々

が関心を寄せる話あるいは物の見方を

変えるような話、突拍子もないような

ちょっと奇妙な話、常識を覆すような

話、何かとてつもない大きなアイディア、

What do journalists really want?
ニューサイエンティスト  エディトリアルコンテンツディレクター  ヴァレリー・ジェイミーソン

海 外 事 情
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万人に共通する話題（例えば食べるこ

と、寝ること、死ぬこと等）、エキサイ

ティングな話を提供して欲しい。

・私たちが望む新しい話とは、プレスリ

リースで先月このような会議があった

というような内容ではなく、明日こうい

う会議があるから来て欲しいという内

容を会議前に頂きたい。

・私たちジャーナリストは、科学者と話

をしたいと思っているので、電話にも

対応して欲しい。ジャーナリストを個

人的に知り、そのジャーナリストがど

んな記事を書いているか、出版物を良

く知ることが大事であり、それによっ

て皆さんがどのような情報を提供すべ

きか分かってくる。

・プレスリリースはたくさんあるため、私

たちジャーナリストはどうしてもコネの

ある人から目を通すので、ジャーナリ

ストとコネを作って欲しい。

・また、会議や討議の内容を英語にして

頂く必要がある。

・取材者は専門知識が無いことを念頭

に、情報の中では専門用語を避けて

欲しい。

・ジャーナリスト、ジャーナリズムは近

年大きく変化を遂げている。チャンス

もたくさんある。サイエンスに対する

需要も増えている。

・これまでの活字メディアだけではだめ。

動画、写真が非常に大きなツールとし

てあることを認識して欲しい。

・最後に、そして是非認識して欲しいの

は、皆さんの意図とは違った報道がさ

れることがあるということだ。またサイ

エンスは非常に素晴らしいものである

ということを伝えるという気持ちを持っ

ていただきたい。

 質疑応答
ネイチャー・パブリッシング・グループ
トミー・イムより質問
　IFLScience、ScienceAlert、BuzzFeed

について紹介されたが、これらのサービス

は利用できるのか。

ヴァレリー・ジェイミーソンより回答
　（会場に向かって）IFLScience、ScienceAlert、

BuzzFeed を知っている人はいるか。余りい

ないようだが、まだまだたくさんあるが、こ

の三つは非常に認知度が高いサイトである。

ジェンズ・ウィルキンソンより質問
　科学ブログで 180 万の「いいね」ボタン

を押した人があり、科学ブログについては

例えばロスアラモス研究所は 5000、カロ

リンスカク研究所は6000くらいの「いいね」

だと思うが、このブログでそれだけの反応

があるのはどうしてだと思うか。記事のバラ

エティーなのか、プロモーションにお金を

かけた広報活動によるものなのか。

ヴァレリー・ジェイミーソンより回答
　ニューサイエンティストでは様々な記事を

掲載する。Facebook で多くの人に情報を

配信できない時もあるが、どういうものが

理解されているのかについて非常に良いア

ルゴリズムがあると思う。これがうまくヒッ

トすれば Facebook のフィードのトップに上

がることができるが、理解されないと見て

もらえない。トップに上がるのも大事だが、

Facebook はシェアすることが特徴の一つ

で、猫の写真やインパクトのあるビデオとか、

インパクトがあるほどシェアしてもらえるし、
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様々なリンクを張ってもらえる。Facebook

はとても変なもので、一夜にして「いいね」

の数がすごく増えることがあり、理由が分

からないことも多い。

今羽右左 デイヴィッド 甫より質問
　面白かったのは女性の方が男性よりも感

情をシェアする能力が高いと言われている

が、女性の読者のことを考えて記事を出し

ているのか。

ヴァレリー・ジェイミーソンより回答
　確かにソーシャルメディアに関して、女性

の方が男性より共有するというのが多い。

私たちは読者にどんな記事に興味があるか

聞くのだが、男性は物理学、女性は健康と

かに興味があるのが分かっている。片頭痛

の話をしたが、このようなトピックは女性の

方が患者が多く読者も多い。男女による傾

向は、本当にあると思う。

日本学術振興会（JSPS）黒木 登志夫より
質問
　ジャーナリストだけではなく普通の人も科

学の不正というものに非常に興味を持って

いると思うが、それについてはどう思うか。

ヴァレリー・ジェイミーソンより回答
　ニューサイエンティストでは科学の不正に

は、あまり興味が無い。最近 STAP 細胞の

残念な例があったが、最初素晴らしいこと

だとかなり報道した。私たちは科学そのも

のに一番関心があり、この事件後の（関係

スタッフの）自殺などについては報道してい

ない。ネイチャーなどはそのような不正に

ついてもどんどん追求していく傾向がある

と思うが、彼らの活動は私たちとは異なっ

ている。ニューサイエンティストでは不正を

追及する傾向はなく、このようなことは次週

には忘れ去られるようなことである。これ

はニューサイエンティストとしての意見であ

り、ロブ・イリオンとは違う意見をもってい

るかもしれない。

岡田 小枝子より質問
　EurekAlert! などはどのように活用してい

るか。非常に量の多いプレスリリースをどの

ように処理しているのか。

ヴァレリー・ジェイミーソンより回答
　EurekAlert!、AlphaGalileo など非常に多

くのプレスリリースがあるが、タイトルだけ

ざっと見ている。従って、E メールの題名も

含めタイトルというのは非常に重要だ。後

で見ようと思わせるようなものではなく、目

立つようなタイトルにすべきである。ニール

が BBC について触れていたが、以前はレ

ポーター、カメラ、照明係とか多くの人が

取材に来ていたが、今では一人でできるよ

うになった。たった一人の人が全てをこなす

ため、時間がないので情報のタイトルだけ

ざっと見るのである。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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 講演内容
　1999 年 2 月ニューサイエンティストに記

事を掲載し、その後フリーの記者活動をし、

ニューサイエンティストの記者となる。アメ

リカでどのようにサイエンスジャーナリスト

を育成しているかについて話したいと思う。

サイエンスライターの役割が、アメリカの大

学や研究機関でどのように機能しているか、

それによって一般市民がサイエンスをどのよ

うに理解するようになるのか、その私たち

の役割の重要性について、事例も含めなが

ら話したい。そしてアメリカにおいてどのよ

うにサイエンスライティングのトレーニング

が行われてきたかを紹介したい。

　サイエンスアウトリーチプログラムにおい

てアメリカの大学は中心的な役割を担って

いる。公立私立問わずサイエンスライター

のチームがある。科学者とそのストーリー

を書くチームがある。さまざまなメディアで

広範囲な分野から素材を集めてきてニュー

スにする。最近 10 年間の特徴は、一般市

民が大学や研究機関から直接ニュースを得

るようになっている点である。それは個々

の機関が専用の Web サイトや Facebook、

YouTube、雑誌、広報誌を使って情報を発

信しているからである。それらを集めたも

のが Science Daily に掲載されている。最

近は、アメリカでもヨーロッパでもライター

自身が以前は科学者であった場合が多い。

科学を研究する側から、解釈して発信する

側になった者たちである。私もその一人であ

る。私の育成プログラムでは、元科学者に

対してメディアというものがどう機能してい

るのか、広報とは何かを教えている。正確

に詳しく、しかも格好よく記事を書くにはど

うすればよいかを教えている。国際的に活

躍してほしいので、そのための教育も行っ

ている。

　マサチューセッツ工科大学（MIT）に在

学中、科学の研究以外にジャーナリズムの

勉強もしており、キャンパス内の広報誌の

記者をした。どちらも興味があり、組み合

わせてみたらどうなるかと考え、27 年前、

育成プログラムに参加した。

　その後、カリフォルニア州立大サンタク

ルーズ校で初めてのサイエンスライターとし

て雇われた。主にサイエンスで 9 年間天文

学のライターをしたのち、2006 年にサンタ

クルーズ校のサイエンスコミュニケーション

プログラムのディレクターに就任した。

　私が共著で 2000 年に米国科学アカデ

ミーに書いた物理の法則についての記事、

数年前のナショナルジオグラフィック誌に

太陽系の歴史についてのカバーストーリー、

NASA のニューホライズン計画に合わせて

冥王星を取り上げ、Slate.com というニュー

スのサイトに掲載したエッセイを紹介する。

最後のエッセイは一般の人も楽しめる、皆

が興味を持っているものにした。

　米国でのサイエンスライティングの変遷

Training Science Writers: The Professional Pipeline 
in America
米カリフォルニア大学サンタクルーズ校 サイエンスコミュニケーションプログラム 講師  ロブ・イリオン

海 外 事 情
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について。1950 ～ 1970 年は、科学や医

療分野のニュースを扱った記者は専門知識

のない普通の記者であった。ジャーナリズ

ムや文学は専攻していたが、科学のトレー

ニングは受けていなかった。1970 ～ 1980

年代になり、扱う記事の内容が複雑で専

門的になり普通の記者では困難になってき

た。精度の高い、正確な記事を書く記者の

ニーズが高まり、メディアの中でもサイエン

スがよく取り上げられ、科学雑誌も多数創

刊された。この時代はサイエンスマガジン

の黄金時代と呼ばれ、新聞の中でも科学

記事は人気があった。ピーク時では、1 週

間の記事のうち100 の記事が科学関連で

あった。

　科学専門の記者の需要も高まり、キャリ

アとしても成立するようになった。編集社は、

科学の知識がある記者を求めるようになっ

た。今日のアメリカでは、米国科学著述協

会（NASW）があり、加盟者数は 2500 人

である。その数はまだ多くはない。それ以

外の専門分野に環境ジャーナリスト協会、

医療ジャーナリスト協会もある。この傾向

の中、現在は科学の学位だけでなく、修士

号や博士号を持つ記者を採用したがってい

る。

　ブログやオンラインニュースの出現で過

去にはなかった職業が生まれ、と同時に人

気がなくなってきている職業もある。以前

は新聞社で働いていた記者が、オンライン

ニュースのメディアに採用されるようになっ

てきている。大学や医学部、連邦政府の

研究所や機関などでも内部のライターを持

つようになってきている。このように、サイ

エンスライターの 40％～ 50％は教育機関

などで仕事をしている。

　必ずしもメディアではない。博物館、水

族館なども広報を重要視し、科学広報担当

者を採用している。一般向けの出版社もサ

イエンスライターを求めている。勿論、フリー

ランスのライターも存在している。

　アメリカの大学でのサイエンスライター育

成プログラムについて。毎年約 100 名が生

まれている。

　サンタクルーズ校では、1 年のプログラム

でブートキャンプのようにハードである。科

学あるいは技術の学位を持っていること、

そしてリサーチ経験があることが条件であ

る。平均年齢は約 30 歳で毎年約 10 名が

学ぶ。そのうち 75％が女性である。教授

陣はプロのジャーナリストたちであり、生徒

達は実際の経験者から学ぶことができる。

インターンシップ制度があり、地元や出張

先で、編集者たちと実際の記事を書いても

らう。

　今年で 34 年目であり、現在プロのうち

の約 300 名のコミュニケーターがサンタク

ルーズ校の卒業生である。

　サイエンスの知識があることは有利であ

る。科学の仕組みを理解しているので、読

者がどのような記事を欲しているのかがわ

かり、正確な記事を書いて読者に伝えるこ

とができる。また、原文も読め、理解し分

析して記事を探すことができる。そして重

要なことは、元科学者は品格を持って記事

を書くことができる点である。

　サイエンスライターは、科学の発見をア

ピールすることができ、一般人の科学への

理解を深めることができる素晴らしい仕事

である。ライターになった後、科学者に戻

るのは 5％以下である。
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 質疑応答
参加者より質問
　科学の知識を持っていることが重要とい

うことであるが、その背景がない人は？　

また異なった専攻出身の人の活用方法は？

ロブ・イリオンより回答
　科学を全く勉強したことがない人に教え

るのは難しい。育成プログラムの中で、何

でもよいので科学に関する記事を書かせる

授業があるので難しい。また、研究者の専

門知識を解釈して、一般に理解できるよう

に記事を書くにはどうしても科学的な知識

が必要である。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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 講演内容：
１）各パネリストの紹介。

　　大学が今直面している問題は国際化

であり、それがなぜ必要か考えないと

大学も資金が段々減っているため資金

を出してもらえない。

２）国際科学広報の目的は、国際的な

大学に対する評価を高めランキングの

位置を上げる（国際広報の主な目的）、

国際協力の促進、海外の研究者や学

生のリクル ート、Altmetrics である。

Altmetrics とは、論文引用指数だけで

はない研究評価の指標。ソーシャルメ

ディアにどれくらい記事が出たかという

ことであり、即時性がありメディアと連

動している。ソーシャルメディアにおけ

る露出の量と後々の文献引用の量には

相関性があり、メディアに出れば出るほ

ど引用されやすいので、Altmetrics も

重要である。

３）JACST と科 学 技 術振 興 機 構（JST）

による大学関係者へのアンケートの結

果、研究機関の半数の人が国際プレス

リリース、英語による情報発信が問題

と認識しているが、科学コミュニケー

ション促進のためには、組織的なサポー

ト体制の強化が重要である。

４）私たち自然科学研究機構は大学研

究力強化ネットワークに携わってお

り、25 の大学が参加している。例え

ば EurekAlert! のジャパニーズポータ

ルを AAAS とともに作りプレスリリース

を出しており、プレスリリース配信の

マシーナリーを共同で使用している。

ニールさんも話された AlphaGalileo や

ResearchSEA なども一緒に使用してい

けるとよいと考えている。これは Web

ベースであり、日本には排他的で閉鎖

的である伝統的な記者クラブというも

のがあり、特定の記者クラブだけにプ

レスリリースを出すのでよろしくというよ

うなことがある。そうではなく、このよ

うな Web ベースのプレスリリースサイト

は、これらを使うとサイエンスライター

と直接コミュニケーションをとることが

できるので重要である。

・マルチメディアを使うのも重要であり、

今回のように JACST で広報のノウハウ

を共有するのも大事であるため、岡田

会長の下で皆で頑張っているところだ。

■パネリスト────────────

東京大学における研究成果の
国際広報

東京大学  本部広報室  ユアン・マッカイ

 講演内容：
１）大きい大学の立場から、東京大学

の国際広報活動を紹介するため、本

部 広 報 室 の プ ロ ジェクト「UTokyo 

Research」の Web 上の活動について

主に Research News のコンテンツ作成

なぜ国際科学広報をするのか
モデレーター 自然科学研究機構（NINS）特任教授　小泉  周

国 内 事 情
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方法を話したい。

２）東京大学は「世界を担う知の拠点」と「グ

ローバルキャンパスの形成」を目標と

して掲げているため、海外での知名度

を上げる必要があり、これが UTokyo 

Research のミッションである。

・限られた予算の中で、各大学院・研究

所と本部において Win-Win の仕組み、

人事異動にも強い仕組みを作る必要が

あった。2010 年当時は、東京大学とし

ては英語で研究成果を発信しておらず、

RIKEN リサーチなどに使用されていた

システムは経済的に導入が難しい状態

だった。そこで学内の広報担当の人材

育成やノウハウの蓄積という観点から内

製で研究成果を日英で発信することに

なった。

３）UTokyo Research の Web サイトのコ

ンテンツは、海外大学の研究紹介サイ

トを調べ、駐日外国人記者のヒアリン

グをして決定した。編集部が企画立案

する「トップダウン」のコンテンツは、

Feature Stories が月一回（今二ヶ月に一

回、18 本）、Editor’s Choice が週一回

（今は二ヶ月に一回、45 掲載）の二つと、

研究者から頂く「ボトムアップ」のコン

テンツである Research News（353 掲

載）という計三種類である。

・画面はリキッドレイアウトで最先端であ

ることをアピールし、携帯用のサイトも

用意して、記事内にメディアが必要と

する論文情報等を掲載している。全学

サイトのトップページ（日 / 英）にも　

UTokyo Research のコンテンツは紹介

されている。

４）Research News のコンテンツ作成方

法は、既にプレスリリース用に学内に構

築されていた本部と各大学院等の広報

担当者とのネットワークが重要な基盤

になった。これに Research News 用の

テンプレート提出を乗せることで各大

学院等から本部へコンテンツを届ける

ルートが確保された。またそのテンプ

レートと和文リリースのテンプレートが

整合するよう調整し、和文プレスリリー

スの発表概要に相当するセクションを

Research News の和文本文として使用

できるようにした。その結果、研究者

の負担をなるべく減らすことができた。

・そして Research News は英語原稿提出

を任意としたが、二年前に英語原稿の

作成を必須にした。

・UTokyo Research 編集部では全てのコ

ンテンツについて研究者自身あるいは

外部のライターや翻訳者に協力して頂

き、編集は私を含め二名が担当してい

るが、この二名の日本語ができる英語

ネイティブと英語ができる日本語ネイ

ティブのペアの活動が重要である。ネタ

探しには学内ネットワークがとても重要

であり、いくつかの大学のメンバーと連

携を取っている。

５）主な課題は、予算が非常に限られた

た二名体制で限界も感じているため、

予算・人材をどうして増やしてもらうかと

いうことだ。

６）成果としては、4 年間の活動を通し

て毎月の英語一万、日本語二万ページ

ビューのサイトになり、ニューサイエン

ティスト、ジャパンタイムズ、ニューヨー

クタイムズ、BBC 等に記事が掲載され

るようになった。また NHK ワールド、

AFP 通 信やシンガポールの Channel 

News Asia のテレビ報道、デンマーク
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のラジオ番組等への露出にも繋がって

いる。またブログや Web のニュースサ

イトなら、数多くの掲載記事がある。

今年から試験的に英語プレスリリース

を本部広報室で書き、先生が確認後に

完成させて EurekAlert! から配信して

おり、現在平均して月一度、英語のプ

レスリリースを配信しているが、これは

UTokyo Research の活動で得た専門知

識があったから実現できたことである。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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■パネリスト────────────
Hirosh ima Un iversit y― 
Enhancing its reputation in 
the world
広島大学  学術・社会産学連携室
研究企画室  シニア URA　三代川 典史

 講演内容：
１）広島大学が国際科学広報を始めたの

は昨年 11 月からであり、初心者として

どの様に試行錯誤しているか他の大学

の参考のためにご説明したい。また国

際科学広報は重要であり、動き始める

ことが大事ということを伝えたい。

２）最近文科省からの研究大学強化促進

事業 2013 とスーパーグローバル（タイ

プ A）の二つの助成金を頂いたが、両

方とも世界トップ 100 の大学を目指し

ているため、国際的に大学の評価を高

める必要がある。そのために最も大事

なのは国際科学広報である。

・広島大学の広報活動の目的は、社会へ

の説明責任を果たす、本学の知名度の

向上、本学のブランドイメージの確立、

コンプライアンスイメージの確立であ

る。また広報戦略は、本学が取り組ん

でいる教育、研究、医療及び社会貢献

等の活動状況を広く学内外に積極的か

つ的確、着実に伝達することである。

国際科学広報を行うことで国際的評価

を高め、外国人研究生や留学生も呼

びこみ研究力や教育力アップを図って、

世界トップ 100 を目指している。

３）本学は東京から離れておりアクセス

上不利ではあるが、Web ベースで広

報することには問題が無いため日本の

地方大学としては極力 EurekAlert! や

AlphaGalileo などを活用したい。

・本学は総合大学であるため、国際広報

において人文社会系の研究成果をどう

するのかが問題である。学術的バック

グラウンドのある URA が広報を担当し

ており、国際研究活動を活発にするの

が URA の一つの活動であり、これが

国際科学広報に結びついている。

・本学の URA のシステムは、戦略やマ

ネージメント、研究拠点の形成の支

援、国際研究活動の推進、の三つから

構成されており、国際研究活動の推進

への取り組みの一つが国際科学コミュ

ニケーションである。そのため広報グ

ループと私たち研究企画室が協働して

いる。URA システムにおける二つの大

きなターゲットは、可能性のある研究

拠点を育てその拠点をいくつかに絞っ

て支援する、また DP、DR という制度

を設けて支援するということだ。また

EurekAlert、AlphaGalileo を 通 じ て、

研究成果を発表している。まだ発展途

上にあるインキュベーションステージの

拠点を EurekAlert! や AlphaGalileo を

使って世界へ発信していき知名度を上

げていきたい。

４）最後に、今の課題は、コンテンツ、

つまりどういったニュースリリースの内

容を書くか、英語で魅力的な国際広

報の記事を書くかということである。

URA だけで行うのはかなり負担がかか

るため、例えば OIST のインターンシッ

プのようなものを取り入れる必要があ

る。発信した記事に対する問合せにつ

いても、URA、あまり英語ができない

研究者や事務方では対応できないた

め、もう少し人材が必要であり、ニュー

19

2015年
３

月
19日

  14：
30～

17：
15



スリリースのためのストーリーの選択に

ついては、人文社会系のものをどうやっ

て取り入れていくかという課題がある。

また、広報グループと研究企画室 URA

がもう少しうまくタッグを組んでやって

いけば、良いプレスリリースがより多く

できるのではないかと考える。我々はま

だ勉強中であるため、OIST や他の国際

科学広報が進んでいる組織に、勉強会

等を通していろいろと教えて頂きたい。

■パネリスト────────────

基礎生物学研究所における研
究成果の海外発信
基礎生物学研究所　広報室特任助教
広報・科学コミュニケーション担当　倉田 智子
 講演内容：

１）他のパネリストの皆さんは研究成果

の海外発信のご経験が豊かであるが、

私たちの機関が国際広報に真面目に取

り組み始めたのは昨年の９月からで、ま

だまだ初心者である。しかし、すでに

いきなり、日本における国際広報担当

者間のネットワーク形成が重要ではない

かと感じさせられた事例にぶつかったの

で、今回はそれを紹介したい。

２）昨年９月、私共の組織と国内の他機

関との共同研究による論文成果が論文

になることが決まり、日本語のプレスリ

リースはその機関と共同で作成を行っ

た。報道解禁日時の直前になって、共

同研究機関より「こちらは、独自の英語

リリースを出しますと」連絡があり、論

文画像をリリースに借用させて欲しいと

いう依頼が届いた。そのリリースは、そ

の機関の研究者のみのコメントが掲載

されたものであった。そしてそれを見て、

私達も自機関の研究者コメントを含ん

だ独自のリリースを用意することにした。

というのも、この論文の筆頭著者と責

任著者が私達の機関の研究者であるこ

とから、国際的なリリースに関しても私

達には責任があると感じたためである。

３番目の著者のために国際リリースを作

成できる広報パワーを持つ研究機関が

あるというのに、自分達が筆頭著者や

責任著者のために国際リリースが用意

できないとしたら、これは広報担当とし

て大変恥ずかしい事だと強く感じたため

である。

　国際プレスリリース発信は、「いつかや

ろう」と思うとつい先延ばしになってし

まうもの。しかし、国際的に研究機関

の名前を発信するということ以前に、自

分の研究機関の研究者に対して、私た

ち広報が英語のリリースを出す能力が

無いと言い訳するとしたら、それはとて

も恥ずかしいこと。重要な成果は、国

際発信もしっかりやっていこうと、今は

感じている。

３）論文の WEB サイトで公開されている

metrics のデータを見ていただきたい。

このように、この論文をソースとした二

つのリリースの存在が示されている。こ

こで、冷静になってこの事態を見つめ

直してみると、機関がそれぞれの研究

者をアピールする特色あるリリースを出

すことよりも、二つの機関が合同でもっ

と良い一つのリリースを出すことの方が

実は重要なのではと感じている。但し、

日本では共同で英語のリリースを作成

する体制が殆どできていない。今後、

協働できる体制を構築していくことが重
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要である。また、一つの論文を元にし

た様々なリリースが存在するのと、一つ

のリリースにまとめるのとでは、どちら

が良いのか私には今は判断できないた

め、国際的に見てどうなのか教えて頂け

ると有難い。

・論文のサイトに metrics データとしてリ

リースや、どんなふうにニュースになっ

たかまとめて表示されるという最近の傾

向は面白いと感じている。広報活動の

成果が、論文と共に可視化されるという

ことは私たち広報担当者にとって嬉しい

ことである。

・英語リリースを出すというのは、ハード

ルが高いことかもしれない。（実際私達

もやり始めるまでのハードルは大きかっ

た。）しかし、やってみれば、作成の過

程も、その手応えも、やって良かったと

思えることが多かった。もし英語による

国際リリースが、「本当に効果があるの

か」と迷って躊躇している方がおられた

ら、一回やってみると楽しいということ

をお伝えしたい。

４）英語と日本語でプレスリリースのスタ

イルは異なっており、研究内容ばかり

の日本語のプレスリリースに比べて、英

語リリースは自由度が高く、見栄えの良

い写真を用意したり、研究者の楽しげ

な写真を載せたり、研究者の面白いコ

メントを引き出して入れたり、作ってい

て楽しく、日本語版には入れる余地の

無い遊び心を入れることができるのが

広報担当として楽しいと感じている。先

ほど UTokyo Researchでめだかの研究

成果の紹介があったが、例えばこれは

私達の組織との共同研究成果であるた

め、この機会に広報担当者間の繋がり

を作り、その成果を一緒に国際広報す

るという形ができたら良いと思う。

■パネリスト────────────

理研における2004年からの
拡充期について
高エネルギー加速器研究機構（KEK）  広報室長
岡田 小枝子

 講演内容：
１）最初に JACST について紹介すると、

2007 年に何人かの仲間と立ち上げ、昨

年私が会長、事務局長を小泉先生とい

う体制になった。現在文科省下の大学

や研究機関だけではなく、農水省や経

済産業省下の研究機関の人や企業の人

もいるので、興味があったら参加して欲

しい。メーリングリストによる議論と年

に 4、5 回会ってこのようなワークショッ

プを行っている。

２）今日は、前に理研で 8 年間広報を担

当していた時の話をしたい。その時の

広報のお客様は二種類で、海外の研究

者と国内の納税者（科学に興味はある

がニュートンとか新聞の科学記事は読

めない人）であった。理研とは理化学

研究所のことであり2017 年に創立 100

周年を迎える老舗の研究機関であり、

日本で唯一の自然科学の総合研究機関

で日本の代表的な研究機関である。

３）野依理事長は経営方針の中で、見え

る理研ということで広報に力を入れるこ

とを真っ先に掲げられ、理事長目標とし

て「PI の 30％を海外からの研究者に」

を掲げて国際広報に力を入れることに

決め、2004 年に私が広報担当に就い

た。
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・2004 年時点で決まっていたのは「英文

広報コンテンツを拡充する」ということ

であり、決まっていなかったことは英文

広報コンテンツ拡充以外の戦略だった。

対象範囲は全地域だったため、英語コ

ンテンツで届く範囲を対象とした。

・目標として「優れた研究成果の紹介を通

じて知名度をマックス・プランク研究所

並みに上げ、世界でもトップクラスの研

究機関であると認識してもらうこと」と

決定した。戦術としては、目標は、直

接的には研究者であり、間接的にはマ

スメディアであった。いくつかの調査結

果を見ると、マスメディアへの記事掲載

が研究活動に及ぼす効果が分かるが、

マスメディアでの報道が増えると論文の

引用率が増えるとのことであり、国際広

報においてマスメディアへの対応をきち

んとやっていこうと考えた。

・戦術は、Web サイトコンテンツの拡充、

出版物の発行、プレスリリースの作成と

配信、メディア対応や科学イベント等の

利用である。

・Web サイトコンテンツについては、英文

のプレスリリースは和文のプレスリリース

を翻訳し後追いで解禁後に掲載してい

たが、RIKEN RESEARCH の作成が私

のトッププライオリティーの仕事になっ

た。この特色というと、2006 年に立ち

上げ、海外出版社（ネイチャー）に制

作を外注し、Web サイトへの記事掲載

が先行、一カ月に一回、Web サイトの

記事を集めて編集し冊子体を作成する

ということである。

・宣伝としては、メールアラートや科学イ

ベント等で登録を募ったりしたが、刊行

物としてアニュアルレポートやミニパン

フレットも作り始めた。英文プレスリリー

スを作る体制も整え、2007 年より和文

プレス英訳ではなく、海外のプレスの好

みに合わせ論文からネイティブライター

による書き起こしを始めた。2009 年か

ら ResearchSEA に依 頼して Web サイ

トに掲載してもらったが、日本には英文

プレスを作る体力のある組織が無いた

めそのサービスの開始を勧めたところ、

ResearchSEA がサービスを開始した。

・制作体制としては、東京在住の所外の

英語ネイティブフリーランスエディター

をコアに、三人の外人ライターを加えた

執筆チームを組織し、論文から書き起

こしてもらった。2009 年度からのこと

は、明日理研の私の後継者からお話し

するが、所内にライターを抱える体制に

なった。

・メディア対応については、英文プレスリ

リースを作成後は Web サイトに貼るだ

けではなく、ジャーナリストに積極的に

接触して記事を書いてもらった。科学イ

ベントへの参加については、明日お話し

したい。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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小泉 周よりコメントと質問
　パネリストの話をまとめると、何のため

に国際広報をやらなければいけないのかに

ついて、国際的評価、ブランディングという

話もあった。また日本の大学が受ける評価

はその実力よりも低いのではないだろうかと

いうことがあったが、それはやはり露出度

が少ないからというのもあると思う。また、

Altmetrics への対応も含めて研究者がきち

んとサービスを受けるための広報をやらな

ければいけない。理研という世界的なブラ

ンドを作るという話もあったが、ここで、何

のためにという観点から言い忘れたことは

無いか。

岡田 小枝子より回答
　私がいた理研の本部の広報はセンターと

性格が異なっており、センターには例えば

去年 STAP 細胞で有名になってしまった理

研 CDB というのがあり、そこはもっと発生

学のコミュニティに直結する国際広報を目

的としていた。しかし本部の広報は違う立

ち位置でニューヨークタイムズとかガーディ

アンとかエコノミストを狙うということで、

棲み分けをしてきた。

小泉 周より質問
　その辺は、UTokyoResearch での本部と

学部・研究科との関係に近いと思う。他に

大学として、考えられる目的は無いか。

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　凄く大ざっぱだが、学内の職員と教員に

もっと視野を広げて欲しい。いつもの記者

クラブへ行き、いつもの話をするだけでは

なく、もっといろいろな交流が海を渡って

できるということを理解して欲しい（つまり

意識改革）。

小泉 周より質問
　具体的な目標を持っている大学があれ

ば、話して欲しい。

三代川 典史より回答
　先ほど述べたように、広島大学では広報

のバックグラウンドを持っていない URA が

書いたものを先生に見てもらい相談しなが

ら作成している状況だ。英語の広報のノウ

ハウを分かっている URA がいないため先

生の方が強く、先生からこれはこうして欲し

いと言われると、これは英語ではこうは言

わないと思っても説得するだけの知識と説

得力が無く、そこが問題だ。国際広報とし

ての URA を採用すれば非常に大きな戦力

となる。一方、そうではない URA がリリー

ス記事を書くために先生に会いに行くこと

は、コミュニケーションを通して、その先

生の研究をより理解する良い機会にもなっ

ているかと思う。ただ英語での広報を URA

がもっと学ぶ必要があり、国際広報を知っ

ている人がサポートするかそのチームに入っ

てくれたらもっと良いものができるのではな

司　　　　会：OIST 森田 洋平
モデレーター：NINS 小泉　 周
記　 録　 係：OIST 名取　 薫

ディスカッション（前半）
国 内 事 情
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いだろうか。

小泉 周より質問
　やはり組織的にどのように国際科学広報

をやっていくかという点で、単にオフィサー

ではなくURA が入ることで強化できるので

はないかということだと思う。東大も、マッ

カイさんなどが加わることで Win-Win に

なってきたと言えるか。

ユアン・マッカイより回答
　高い質の研究紹介記事等を準備するに

当たって、私たち二人の内、一人が日本語

ネイティヴで英語が流暢、もう一人が英語

ネイティヴで日本語が流暢と、チームとして

働いていることが、非常に重要であり、そ

れにならって別の発信の時に同じような体

制を作るという例が本部内にもある。何の

ためにこのような活動をしているかについて

は広島大学も同じだと思うが、東大は「世

界を担う知の拠点」と言っており、日本の

大学というより世界の大学の一つという意

識を持って日本だけでなく世界に還元し研

究成果を届ける義務があるという見方もで

きる。

小泉 周よりコメント
　何のためにという点で、日本の納税者だ

けに還元するのではなく世界中の人へ知の

拠点として研究結果をきちんとシェアしてい

く意味での社会還元をしていかなければと

いうことだと思う。

ジェンズ・ウィルキンソンより質問
　Altmetrics についてお聞きしたい。広報

担当者として、私たちがやっていることが文

献引用を増やすならとても良いことでそう

信じたいが、関連性はあっても因果関係は

ないというようなこともあるのではないだろ

うか。すでに取り上げられているものが引

用されそうだったというケースもあるのでは

ないか。

小泉 周より回答
　確かに相関関係はあっても因果関係では

ないという可能性は、勿論十分あると思う。

Facebook に掲載されたから引用が増えた

のではなく、実は関連性があるというだけ

というのは気を付けなければならない。

ネイチャー・パブリッシング・グループ
トミー・イムより質問
　UTokyo Research と RIKEN RESEARCH

という違うプラットフォームが先ほど示され

たが、各研究機関でプレスリリースを出すと

きは、もともとプレスリリースを作成するのか。

ユアン・マッカイより回答
　私のところでは、もともとプレスリリース

を出すということではなく、コンテンツはど

ういうリリースを出すか選択できるというこ

とが大事だ。その結果、大学内で技術が

蓄積できるということだ。昨年は、英語の

リリースができるというスキルが向上した。

今後は、両方のフォーマットが活用できる

のではないかと思っている。

岡田 小枝子より回答
　理研でプレスリリースを出していたのだ

が、どういうプレスリリースを出すかについ

ては、慎重になるべきだと思う。理研の研

究に関する記事は短めで大体 800 文字くら

いであり、プレスリリースは例えば 400 文

字に集約して出していた。まずプレスリリー
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スを出していた。

大須賀 壮の回答
　理研は最近プレスリリースを再度重点化

し始めた。きちんとプレスリリースすると非

常に大きな反響があるという成功例がいく

つか出てきた。私たちが今求めているのは、

人材獲得と共同研究の推進だが、日本に

来るのを反対されていた学生に、親が新聞

記事を見てオーケーを出したという事例が

あった。きちんとプレスリリースすることで

理研のブランディングや評価を上げていくこ

とが、若手研究者と学生の獲得に繋がるこ

とが判明した。また今理研で進めているの

が、海外の研究機関との共同研究または

現地での連携研究の推進であり、これは現

地の政府の後押しを受けなければなかなか

実現しないフレームで、現地での一般紙や

新聞の取り上げ方が非常に有意義に働いて

くる。そのためプレスリリースをもう一度しっ

かりやってみようというのが我々の傾向だ。

岡田 小枝子よりコメント
　私の時代もプレスリリースをちゃんとやっ

ていたのだが、どのように改善されたか明

日詳しくお聞きしたい。

ジェンズ・ウィルキンソンよりコメント
　基本的に皆さん正しいことを言っている

と思う。私たちの RIKEN RESEARCH は非

常に見栄えの良い雑誌であり、プレスリリー

スも大事だが見栄えの良いものをこれが私

たちの研究だと気軽に渡せるものがあるの

も良いことだと思う。

Research SEA
マギー・ポーカーよりコメントと質問

　マトリックスについてコメントすると、私

たちはプレスリリースを書いて配信するのだ

が、プレスリリースが出た後には反響があ

り、4 か月ほどすると少なくなってきてまた

出すと反響が増えてくるものだ。メディアの

場合、最初に英語で出すとわっと飛びつく

傾向があると思う。出したプレスリリースが

どこでアップされているのかモニターする必

要があると思うが、モニターはしているか。

どこで誰がそのプレスリリースを見ているの

かということだ。いろいろな対象があるが、

例えばヤフーニュースで掲載されたなら何

百万人がそれを見たのとかいうことを研究

者にフィードバックすることができると思う。

小泉 周よりコメントと質問
　モニタリング、プレスリリースの効果

の評価のことだと思うが、それは明日話

し合う予定だ。 例えば、マッカイさん、

UTokyoResearchでは評価はしているか。

ユアン・マッカイより回答
　どのUTokyo Research 記事があったかな

ど、詳細ではないが少し評価はやっており、

毎月レポートを出している。英語のプレスリ

リースの場合、どんなメディアに取り上げら

れたかフォローアップをして、研究者へフィー

ドバックしている。しかしこれをちゃんとや

るのはタフな仕事であるため、まだ満足で

きているわけではない。またメディアに取り

上げられなかったこともあるため、それを

フィードバックするのは気が引けるものだ。

とにかくこの分野を、もっと改善したい。

ヴァレリー・ジェイミーソンよりコメントと
質問
　モニタリングとして、非常にシンプルな方
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法があるということを付け加えたい。プレス

リリースを増やすために、例えばイーサー

グラフなどを使うのはどうだろうか。

ユアン・マッカイより回答
　確かに、グーグルアラートなどもプレスリ

リースに活用している。

小泉 周よりコメントと質問
　国際科学広報の目的に話を戻すと、先ほ

ど理研の方が触れていて面白いと思ったの

だが、海外の人をリクルートする時に海外

の新聞に理研が取り上げられ、その親に理

研が怪しい組織ではないと知ってもらうと

いうことではないだろうか。現地のメディア

に出るのが、重要ということだ。平松さん、

アルマの広報のため、チリで国立天文台や

自然科学研究機構の名前が現地で出て知

られることが、国立天文台のアルマの広報

として重要なのか。

平松 正顕より回答
　明日お話をするが、国立天文台はアルマ

望遠鏡（ALMA）というプロジェクトを世界

21 か国と一緒にやっており、この広報がど

れくらい役に立ったかは分からないが、研

究者やポスドクの公募を出すときに応募の

半分が海外からになった。これは研究者の

中で、ALMA というプロジェクトがあって、

それに日本が係っており、そこで研究する

ことがキャリアパスにとってプラスであると

認識してもらえるようになったということは

あると思う。ただこれがプレスリリースなど

国立天文台初の広報の効果か、広報とは

関係なく凄い性能の望遠鏡があるというこ

と自体が効いているのかは分からない。

森田 洋平よりコメントと質問
　今回多くの人に集まって頂き非常に嬉しく

思う。いろいろな方に意見を伺いところだ

が、日本学術振興会のWPIのプログラムディ

レクターである黒木先生に、WPI の観点か

ら国際的な認知度の向上とか、何が大事か

についてご意見を伺いたい。

日本学術振興会（JSPS）黒木 登志夫より
回答
　WPI は各拠点にアウトリーチの担当者を

置き、今回もその殆どがこちらへ来ていろ

いろ勉強し非常に一生懸命やっており認知

度も非常に高くなっている。例えば外国人

が 50％以上になっており、若い人について

もポスドクの 80％以上を外国人が占めてい

るが、これは各拠点が行っている広報活動

によると思っている。それから若い研究者

のブログの発信が非常に重要であると、聞

いている。例えば研究者が日本に来る時に、

日本での生活がよく分からないという場合、

皆のブログに日本での生活の悪い所も良い

所も正直に出ているため、そこで情報を得

て安心して来日するということがある。多

分 OIST でもそのようなブログが随分出てい

ると思うが、そういう情報の発信がもの凄

く大事だと思っている。

小泉 周よりコメントと質問
　今の時代ソーシャルメディアを通じてパー

ソナルな情報発信はいろいろ広がるため、

そこでの評判も重要ということかと思う。パ

ネリストの中で、何のためということについ

て付け加えたいことは無いか。三代川先生、

倉田さんはどうか。

倉田 智子より回答
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　研究者が各広報機関の差に影響を受け

るのは、本当に申し訳ないと実感しており、

日本のレベルを皆で上げていきたい。

三代川 典史より回答
　さきほど UTokyo など Web に関する話

題が出たが、広島大学でも広報グループ

と協力し Web 上の発信もしたいが、それ

は全学的な動きのためすぐには実施でき

ない。そのような状況で国際広報をやっ

ていかねばならない時に、EurekAlert!、

AlphaGalileo などは非常にハンディーであ

る。例えばそれらに一本出すと数時間で数

千件の閲覧があり、今まで研究成果につ

いての全学的な国際広報の発信は実質上

ゼロだったのが、１になり、２になり、３

になったとか目に見えるものがあるため、

EurekAlert!、AlphaGalileo はとっつきやす

く目に見え非常に良いと思う。

小泉 周よりコメント
　例えば各大学が RIKEN RESEARCH み

たいな物を作るのは、お金の問題などあ

り難しく現実的ではない。手前味噌だが

EurekAlert! の日本語ポータルサイトができ

ているため、皆で一個のサイトを使用して

盛り上げていくのも一つの手だと思う。プレ

スリリースを送ってくれれば、そこに載ると

いうように。EurekAlert! の日本語ポータル

サイトはそういう目的で、AAASのホルスター

さんと作ったという経緯がある。何か他に

は無いか。

大阪大学　伊藤雄一よりコメントと質問
　皆さんの話は非常に面白いが、プレスリ

リースの観点ではなく、Web を作るときの

ターゲットをどうするかという問題だと思う。

本学ではターゲットを海外からの学部の留

学生、大学院の留学生、ポスドク、海外の

研究者、記者と五つに分けているのだが、

使い分けが非常に難しい。今リサーチ系の

研究のサイトを作っているが、ある先生か

らレベルが低すぎる、もっと論文をガンガ

ン出すべきだという意見もあれば、ある先

生からはそんなことをやると海外の学部希

望者である高校生には響かないという意見

もありいろいろな意見がある。その点につ

いて、各機関の皆さんに伺いたい。

小泉 周より質問
　何のためにということについて、それでは

ターゲットはどこなのかという議論が必ず必

要ということだと思う。ターゲットのことで、

まず岡田さんから理研について伺いたい。

岡田 小枝子より回答と質問
　プレスリリースはメディア向けであり、

RIKEN RESEARCH はメディアも若手を含

む研究クラスも見る。しかし先ほどお見せし

た RIKEN の Web サイトの下方に、（今はあ

るか分からないが）Life at RIKEN というサ

イトがあって、それには理研での生活につ

いて書いてあった。そのようなサイトを別に

作り、埼玉の和光での生活について情報が

載っていた。また研究担当理事の希望でリ

ポジトリーのようなものを作成し、論文を

全部さらって入れておくサイトも作った。し

かし残念ながら自前でさらうことができず、

トムソンロイターのデータをそのまま引っ

張ってくるということをしていた。その様に

やはり階層に分けた構成にしていた。基生

研はどうか。

倉田 智子より回答
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　うちは生物学であり比較的狭い分野の研

究所であるため大学院生は専門家扱いであ

り、本体を見てもらえば十分という意識が

強い。そのためプレスリリース等は、もっと

一般の方や記者の方に向けて発信するとい

う位置づけになっている。しかしこれは本

研究所が狭い分野をサポートしているとい

う特徴により、広く学生に向けてと言う視点

が無いためそれでも良いと思っている。

小泉 周より質問
　これは重要な議論であるため、広島大学

と東京大学のご意見を聞いてから休憩時間

を取りたい。

三代川 典史より回答
　広島大学はまだEurekAlert!やAlphaGalileo

を中心に使ってプレスリリースをやっている

ので、私自身は一般やマスメディアなどをあ

いまいに想定しており、ターゲットをよく考

えて戦略的に書くというところまで考えるこ

とができていない。その場合記事自体が漠

然としてうまく伝わらないと思うので、今後

考えて行かなければならないと思っている。

ユアン・マッカイより回答
　東京大学では、プレスリリースは勿論

メディアをターゲットにして出している。

UTokyo Research はもともとスタートした

時に、外国人研究者と留学生を意識して考

えていたのだが、事実上は今のターゲット

は海外メディアが中心である。しかし留学生

を考慮しての情報発信も重要であるため、

留学生を意識して全学の Web サイトを二、

三週間前に改良して構築した。

岡田 小枝子よりコメント

　プレスリリースは、解禁までに出さなけ

ればと凄く気がせいて書くのが大半だと思

うが、RIKEN RESEARCH のように解禁後

にゆっくり書くストーリーでも EurekAlert!

とかは受け付けてくれるし、非常に効果が

ある。私は海外の研究所の所長から直接

ファンレターをもらい、RIKEN RESEARCH

は非常に面白いとのことだった。また KEK

でも研究者の机の上に RIKEN RESEARCH

が置いてあり、楽しみに読んでいるとのこ

とだった。そのため、解禁前のプレスリリー

スに拘らずにハイライト記事などに絞って出

していくのも良いのではないか。

ユアン・マッカイより回答
　先ほど倉田さんが言われたように、協力

して一緒に情報を出さなければならないこ

とがあり、AAAS の年会に参加した時に、

いくつかの海外の大学と相談をして、例え

ば共同プレスリリースがある時に私たちは

日本で作成し海外の大学は英語で作成する

という連携を図れば私たちにとっても楽に

英語のリリースが増えるという話をした。二

つの機関から英語のリリースがあるのをメ

ディアはあまり好まないため、だぶらないよ

うにするということだ。国内でもそのような

協力体制を作ることができたら、凄く良い

と思う。

小泉 周よりコメント
　とても良くまとめて頂いたと思う。伊藤先

生のご質問は非常に重要なポイントである

ため、この後の議論でも話し合いたい。

参考：資料 1. パネルディスカッション「なぜ国
際科学広報をするのか」要約文

参考：資料 2. 主なサイエンスイベント比較表

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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　国際科学広報に関するワークショップ

2015 の第１回ということで、今後も第２回、

第３回と続いていくことを望む。そこでこの

ワークショップの成果物をまとめたい。A4

サイズ１枚に、皆さんの合意のもとで国際

科学広報の提言を作成する。まず目標を設

定し皆で共通の戦略を持つ。その戦略を実

現するためのリコメンデーションを最後に

記入する。このゴール、ストラテジー、リコ

メンデーションの３つが書かれた成果物を

明日作成する。今日はその準備段階として、

ディスカッションする。まずは、今日を振り

返って副学長のニール・コルダーより。

ニール・コルダーよりコメント
　まず、日本の広報担当の方々が一堂に会

したことはすばらしい。明日の終了までに

成果を出したい。

　第２回目以降に続く進捗が見られること

を期待する。何を文章に盛り込むか、現状

を改善するためには何が必要かを書き出し、

それを大学や、研究機関の長に提案してい

きたい。今朝のロブさんの話の中にあった、

大学発の情報が Web サイトに載り、そして

メディアに伝わるというのは興味深い。日本

は教育を受けたサイエンスライターが少な

いので、この点はまず改善していくべきであ

る。これにより日本の大学は恩恵を受ける

はずである。また、実践的な育成プログラ

ムがあることを知った。また、ヴァレリーさ

んの偏頭痛の話で、Facebook などのツー

ルを使うことの有効性を認識した。皆もク

リエイティブに、広報に新しいメディアを活

用することを考えてもらいたい。それから私

個人の 20 年の経験から、インターンシッ

プ制度を勧めたい。将来を担う若い人達を、

長期的な投資と考えて、大学でインターンと

して受け入れられたらと思う。これも提言の

中に盛り込んでいけたらと思う。

　もう一つは科学広報担当者によるコミュ

ニティづくりを提案したい。日本だけに限っ

たことではないが、大学はそれぞれ別々に

機能していて、他の機関と情報や研究を共

有する機会が少ない。また大学の広報担当

はもっと外に出て、科学者と話をし、友人

になるべきである。E メールばかりはよくな

い。

　

ロブ・イリオンよりコメント
　大学にはこの５年以内にネットワークを

作ってほしい。それに加えて広報担当は、

国際会議に出て、研究者やレポーターと話

をし、大学の存在感を高めてほしい。パン

フレットを作り、学外に出て活動するべき

である。

　

ニール・コルダーよりコメント
　同意である。外に出てネットワーク作りを

してほしい。またプレスリリースを英語で書

くことについて、書くこともだが、研究者に

司　　　　会：OIST 森田 洋平
モデレーター：NINS 小泉　 周
記　 録　 係：OIST 名取　 薫

ディスカッション（後半）
国 内 事 情
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対してフィードバックをすることが大切。そ

うすれば、いずれ研究者のほうから記事の

依頼が来るようになる。日本では記事を載

せてもらうために、記者クラブに行ったりと

大変であるが、この現状を変える新システ

ムが必要である。

　

今羽右左 デイヴィッド 甫よりコメント
　京都でも、記者クラブがキャンパスにあ

り、その運営の仕方、私たちへの期待があ

る。サイエンスライティングはまず日本語で

楽しくわかりやすく書くことから始めるべき

であり、興味を持ってもらうことが大切であ

る。それが出来ないうちに、英語で書くこ

とは難しい。まずは、日本語で良いコンテ

ンツを作ることが重要ではないか。

森田 洋平より質問
　（国内対応も）非常に重要な議論だが、

今回はまず国際科学広報に関する議論でよ

ろしいでしょうか？

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　了解。

森田 洋平より質問
　小泉さんが言ったように、日本の大学の

状態はそんなに国際化から遠いのですか？

そして将来のビジョンは？

小泉 周より回答
　各大学でサイエンスライターを確保する

のは雇用の条件上、ほぼ不可能だと思う。

現実的には広報担当者であったり、URA

が担当する。考えられるビジョンは、共有

できるリソースは、皆で共有する。

　 サイエ ン スラ イタ ー の グ ル ープ や

EurekAlert! などは学外で共有するなど。ま

た学内の研究者に国際意識を持たせること

など。

森田 洋平よりコメント
　小泉さんのは、対照的なアプローチであ

るが、皆さんもリコメンデーションを明日ま

でに考えてほしい。

日本学術振興会（JSPS）黒木 登志夫より
質問
　URA の設立の選考に関わったが、かなり

の額のお金が 22 の有名大学に渡った。東

大、京大はおそらく30 ～ 40 名の URA を

かかえているはすで、それを広報にどう使

うかを大学に考えてほしい。その中からサ

イエンスライターが養成できればと思う。デ

イビッドさん、京都大学ではどうですか？

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　あいにくURA の人達や、組織の思いは

別のところにある。URA の主たる任務は研

究のための外部資金獲得で、広報はあくま

で研究支援の一部での扱いになる。広報

のための URA はあまり存在しない。

参加者よりコメント
　雇いたくないのではなく、雇えないのだ

と思う。お金の問題よりも人材が不足して

いる。私たちの会社も毎年ライターを雇い

たいが毎年 1 人いるかいないかである。そ

こでオフィスを東京からオーストラリアに移

した。そこでは人材を確保することができ

た。しかし今現在は英語も話せて Ph.D.も

あり、サイエンスライターの経験がある人は

ほとんどいないと思う。
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参加者より質問
　人材を組織の内部に確保するのかという

意見が出た時に、予算をどうするのかとい

う話があった。大学では難しいと思う。科

研費を利用するのはどうだろうか？　科研

費を得た研究者が、必ず英語で情報提供

をするという条件を付ける方法である。そ

してサイエンスライターへのアクセスルート

を確保するのが大学の予算でというのはど

うだろうか？

　

森田 洋平より回答
　私たちが作ろうとしている成果物には何

の権限も効力もないが、ここに集まってい

る皆さんは、現場の第一線で活躍されてい

る方ばかりです。ここでの熱意が日本の現

状を変えていくことを期待しています。まと

めるのは難しいが皆で共有でき、目標にな

るもの、そして政府に届くようなものを作り

たい。

大須賀 壮よりコメント
　日本の科学技術は明らかにレベルが高

い。海外からも共同研究のオファーがある。

文科省にも話したことがあるが、科学外交

と国際科学広報の接点が見えなかった。そ

の点は残念である。プラットフォームの形成

とコストダウンの問題をオールジャパンで取

り組んでほしい。

　

森田 洋平より質問
　午前にイギリスのニューサイエンティスト 

とアメリカのサイエンスライティングの状況

の説明をいただいた。そこでは日本語と英

語でのサイエンスライティングの違いの話が

あったが、それについて何か質問は？

参加者よりコメント
　フリーランスのライター三輪です。サイエ

ンスライティングもします。以前は企業内の

研究部門にいた、元研究者です。研究者

が成果を発信したい場合、各大学において

方法が異なり、ある大学では自己完結でき

ないとします。その場合、研究者が国際広

報をしたい時に相談できる窓口がない。こ

のような悩みを共有できる仕組みがあると、

国際広報は変わっていくと思います。

岡田 小枝子よりコメント
　JACST は、互助会機能があり、また、特

色のある科学広報官が何人かいて、TV 制

作会社に会員が所属する機関の売り込みを

可能にするような活動もしている。今日の

話を聞いて、会員以外にもサービスを広げ

られるような組織にしていかないといけな

いと感じた。明日のリコメンデーションに盛

り込めたらと思う。具体的に考えていきた

い。　

倉田 智子よりコメント
　日本語の例であるが、プレスリリースの

経験のない大学から共同研究でのプレスリ

リースをお願いされることがある。これは

研究者向けのサービスになると感じた。私

たちは、英語でのリリースではまだ力不足

ではあるが、得意とする他の機関が補って

いくかたちで協力していけばよいのではな

いかと思う。

　海外とだけでなく、日本の研究機関どう

しでの共同リリースもアピールしていく意味

があると思う。

森田 洋平よりコメント
　素粒子実験の分野では私とニールさん他

31

2015年
３

月
19日

  14：
30～

17：
15



で以前、共同プレスリリースのルールを作っ

て発表したことがある。もともと顔見知り

であることが、大いに助けになった。それ

ぞれの得意、不得意分野の役割分担も出

来た。

海洋研究開発機構（JAMSTEC）長谷部
喜八よりコメント
　私は、分野は違いますがレコード会社の

宣伝をしたり、広告代理店のメディア向けの

プロモーションをしていた経験から、メディ

ア側を知っている人間として、科学をコンテ

ンツとするメディアと研究機関の接点を作っ

てきた。研究者と親密な人間関係を築くこ

とが大切なのは日本でも海外でも同じだと

感じた。共同であっても、最終的には自分

たちをアピールしていかなくてはならない。

共同でできる部分とそうでない部分をクリ

アーにしていかなくてはならないと思う。

ニール・コルダーよりコメント
　日本は世界第 3 位の経済大国である。

私のハングリーモンスターの話を思い出して

ください。海外にもっと日本を知ってもらい

ましょう。国際科学広報のための共同セン

ターを作ってはじめるのです。

　大学が協力すれば、コストもそんなに掛

けずに変化を起こせます。

小泉 周よりコメント
　海外に頼っているだけではいけない。

Face to Face のコミュニケーションを。記者

クラブの存在も問題である。意識改革と新

しい仕組みを作らないといけない。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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　昨日はハイレベルな話だったが、今日は

初歩的な話をする。英文のプレスリリース

をどう書くか？自分の経験から話す。6 年

前から京都大学にいる。日本からの海外

へのプレスリリースが、フィードバックされ

てよいサイクルが生まれることが理想であ

る。どうすればよいのか？ 英語が必要では

あるが、単に日本語の文章を英語に訳すだ

けでは効果的ではない。書き方が違う。日

本向けのプレスリリースは、基本的に元の

学術的な論文が読めないメディアのための

論文の和訳である。ということは、文が長

く、情報が細かく、図が多く、専門用語が

多い。一方、欧米向けのプレスリリースは、

考え方から違い、プレスの人達に何かを知

らせるよりも、忙しいプレスの人たちが楽に

できるように作られている。それは、こち

らが書いた文章をそのまま記事にできる状

態である。そのまま、新聞や Web サイトに

載せることができるもので、記者側の立場

になって書かれている。また日本側にない

特徴としては、研究者の声が入る点である。

ではどのように作ればよいのか？　サンタク

ルーズなどの学校に通うのも一策ではある

が、もっと簡単な方法は、記事の書き方を

Web 検索することである。BBC などの大手

サイトなど、初心者用の解説サイトが沢山

ある。研究発表向きではないが、かなり参

考になる。

　京都大学の例を参考に、分析をする。

2012 年の研究成果発表でネイチャー・マ

テリアルに掲載された。もともとは日本語

の文章であったものを、私が英文にした。

見た目は同じようだが、情報の出し方を詳

しく見てみる。組織と関係者の情報は、日

本ではまず最初に出る。タイトルにも研究

者の名前を出すことが慣例である。英文で

はタイトルにも、最初の段落にもそのよう

な情報は入っていない。組織や研究者の名

前は、後に書かれている。それ以外に、研

究成果と応用についても違いが見える。日

本では、成果から書く。英文では応用から

書く。社会的に今後どういう意味があるか

を知らせることが重要である。応用の部分

に紙面を割く理由は、そのあとの研究者の

声に繋げていくためである。インタビュー

の記事が多いが、実際はインタビューをし

ていない。あらかじめ、こちらで考えて書

いた文章に事後承諾をもらっているに過ぎ

ない。インタビューを書くと広報側の出した

いイメージに先生の位置づけができる。何

がしたいか、どこに向かっているかを想像

して、広報としてストーリーを作っているの

である。これが見せ方である。先生の承諾

さえもらえれば、何でもできる。私からの

提案は、1. タイトル、2. 図、3. キャプショ

ンの順で力を入れて、読者の目、心をつか

む。EurekAlert! でも同じ優先順位がある。

人はまず、絵や写真に目が行くものである。

Hands On 海外広報 大学・研究機関開発
プレスリリースをどうつくるのか？

京都大学 学術研究支援室（KURA）今羽右左 デイヴィッド 甫
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 質疑応答
ロブ・イリオンよりコメント
　良い記事ではあるが専門的な情報で、複

雑で詳細が多い。研究者の声は重要であり、

考慮すべき。

ヴァレリー・ジェイミーソンよりコメント
　タイトルはいいです。どういう状況でエ

タノールでワインが水に戻るのか知りたい。

写真もよい。

ロブ・イリオンよりコメント
　ワインの話は、一般向けでよい。

小泉 周より質問
　タイトルは 6 words 以内では？ サブタイ

トルと逆にしたほうがよかったのでは？

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　確かに。専門用語はタイトルに入れない

というのが基本方針であるが、今回は京都

大学物質－細胞統合システム拠点（iCeMS）

の方針で入れることになった。

ロブ・イリオンより質問
　この記事は日米の記者に受けるかどうか

について、その後の反応を教えてほしい。

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　EurekAlert! がこの記事をリリースしたの

だが、配信サービスを利用すると文章がそ

のままニュースになることが多いので、タイ

トルの文字をそのまま検索にかけると多く

ヒットする。そしてどこに掲載されているか

がすぐ分かる。このケースでは、科学関係

の大きな Web サイトやウォールストリート

ジャーナルのブログにも取り上げられている

ことが分かったので満足である。確かに、

本来ならタイトルには専門用語の使用は避

けるべきである。

　続いて本文の話をしたいと思う。私のテ

ンプレートは、応用を先に書く、研究者の

声を入れるなどである。専門用語をインタ

ビューの “ 声 ” の中に入れるのは、読者へ

の配慮からである。“ ” の部分は読み飛ばし

てもよい部分である。また同時に広く内容

も伝えることができ、一般にも読みやすく

なる。内容によっては難しい場合もあるが、

そこは広報の力量を示す場でもある。

　次に MIT の記事を分析する。タイトルに

組織名が入っているが、MIT はブランド名

なので逆にインパクトがあってよい。この文

章では結果が先に書いてあり、応用が後に

続いている。

参加者より質問
　2012 年に掲載された記事ですが、日本

語の記事なのに英語も書いてあるのはなぜ

ですか？

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　iCeMS の方針でインパクトを狙ったもの

です。

参加者よりコメントと質問
　日本語でしっかりと論理的に書けていな

い文章は、英語にするともっとひどくなると

思う。私たちは段落の書き方から学ぶべき

である。質問は、自分の論文であっても以

前の文章を転写してプレスリリースしようと

すると、検査ソフトで無効とされるのには、

どう対処したらよいか？
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今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　日本語の文章ももっと上手に書けるよう

になるべきであるが、研究者や先生が書い

た文章を手直しするのは勇気がいる。がし

かし、よりよい広報の文章作成のほうが重

要であると思う。コピー＆ペーストに関して

は、私はせず、一から書くようにしている。

ResearchSEA
マギー・ポーカーよりコメント
　Facebook に見栄えの良いカラーの写真

を載せるのはいいと思う。多くのジャーナリ

ストも Facebook での見栄えを考慮してい

る。グラフや図が多いものはメディア的に

はあまり良くない。

森田 洋平よりコメントと質問
　先生の文章の手直しはやりづらいという

ことだが、それでは広報担当者として失格

だと思う。広報担当者の一番重要な仕事

は、広報のためにその点を先生とネゴシエー

ションすることである。先生だけでなく様々

な機関ともネゴシエーションが必要になって

くるので、広報の手腕が求められる。自分

の職を賭けてでも、対等に渡り合えるよう

になることが広報の仕事であると思う。質

問は、プレスリリースをするときの読者層の

イメージは、英文での場合どうなっていま

すか？

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　だいたいのイメージとしては、科学に興

味のある一般読者です。大卒者で、科学の

テーマに興味がある人達です。

北海道大学の参加者より質問
　倫理的な観点からの質問ですが、共同

でプレスリリースをした時に主に挙げられる

研究者の名前が違う場合、どうなのでしょ

うか？

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　事前交渉段階で、同じ名前でリリースす

ることに合意しておくべきである。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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情報発信側 1

国立天文台の対メディア広報と
AlphaGalileo の利用

国立天文台天文情報センター広報室長

平松 正顕
 講演内容：

１）広報室長になってまだ四ヶ月ほどの

ため、まだ完全に使いこなしているわ

けではないのだが、国立天文台では

AlphaGalileo を利用しており、それに

ついて話したい。

２）研究者のバックグラウンドのある者が

広報を担当することの重要性については

昨日も話があったのだが、「このプレスリ

リースはちょっと危険ではないか」とか

嗅覚を働かせるには科学研究のバック

グラウンドがあった方が良いと思う。私

は 2011 年頃から広報に携わってきた

が、これは日本を含む 21 か国が共同

でチリに作った巨大な電波望遠鏡のプ

ロジェクトがあり、国立天文台とヨーロッ

パ南天天文台、アメリカの国立電波天

文台が共同で運用しているため広報活

動は自然と国際広報になってくる。ジョ

イントプレスリリースもたくさんやってい

る。次のプレスリリースの日程、画像の

作り方等についてメーリングリストでや

り取りしたり、電話会議で議論したりし

ている。私はいきなり広報活動に飛び

込んだわけではなく、大学院生の頃か

らわりとこういう科学コミュニケ－ショ

ンに携わっており、国立天文台がやっ

ている星を見る会のお手伝いを学部生

の頃からやっており、学生のサークルも

作っていた。2006 年にはサイエンスの

デニス・ノーマイルさんから電話で取材

を受け記事を掲載して頂いたこともあ

る。

３）国立天文台は自然科学研究機構の一

員であり、「宇宙の謎に挑む国立天文台」

というビジョンを持っている。また大学

共同利用機関法人であるため、国立天

文台の研究者が天文学を研究するのも

勿論大事だが、世界中の大学の先生や

大学院生に望遠鏡を提供し研究で成

果を上げてもらうことが一番大事なミッ

ションである。そのため国立天文台の

外の研究者との共同リリースが非常に

多い。ミッションの 3 番目として「天文

に関する成果・情報提供を通じて、社

会に資する」というものがあり、科学コ

ミュニケーションや広報活動についても

トップマネージメントの理解も得て、昔

から非常に強力に推進している。

・国立天文台は日本の各地、またハワイ

とチリに望遠鏡を持っている。ALMA

望遠鏡は日本、台湾、韓国、カナダ、

欧州 14 か国とブラジルとチリという21

の国と地域が一緒にやっている。また

間接的な広報：メディアや広報誌を通して
プレスリリースの発信 EurekAlert!、AlphaGalileo、
ResearchSEA を使った発信と評価
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昨年からハワイに建設が始まった 30m

望遠鏡 TMT も日本、アメリカ、中国、

インド、カナダと国際プロジェクトであ

るため、自然と広報が国際化している。

特に ALMA の場合、アメリカもヨーロッ

パも入っているので、それぞれのプレス

リリースの書き方を学びながら私もプレ

スリリースを書いている。私は正式なプ

レスリリースの書き方などメディアトレー

ニングを受けていないので、ヨーロッパ、

アメリカのものを読みながら書き方を学

んで書いている。実は研究機関が主語

になるような日本の機関が出す典型的

なプレスリリースは書いておらず、少し

欧米の流儀に近いリリースを日本語でも

出している。

４）広報は非常に分厚い体制でやってい

る。Web サイト更新や講演会の企画の

他、国立天文台が各地に持つ大きい望

遠鏡の公開や星を見る会を開催してい

る、また、東京の本部にあるプラネタリ

ウムのようなドームシアターを毎月 3 回

公開している。また一般の方からの質

問電話も受けており、天文学のことな

ら取りあえずここに聞くという窓口として

多くの方に認識して頂いているため、毎

日専任の人が 2 名、午前 9 時から午後

6 時までずっと電話番をしている。ま

た国際天文学連合（IAU) の部門である

Office for Astronomy Outreach が国立

天文台に設置されおり、これは国立天

文台のというより世界に向けて IAU の

広報をする組織である。これらの活動

を企画運営する国立天文台天文情報セ

ンターには総勢 40 名弱おり、1994 年

頃からどんどん規模を拡大しプレスリ

リースも始め、いろいろなイベントも行っ

ている。加えて、国立天文台内のさま

ざまな観測所やプロジェクトにそれぞれ

広報担当者がいる。広報専任の准教授

がいるプロジェクトからパートタイムの

職員の広報担当のいる所まで大小様々

である。国立天文台の全職員約 550 人

の 1 割に当たる 50 人ほどが情報セン

ターを含めて広報に係っている。

５）プレスリリースの作り方については、

大学共同利用機関であるため、大学の

先生、大学院生から良い結果が出たの

でプレスリリースを出したいという連絡

がまずプロジェクト広報に入り、プロジェ

クト広報がプレスリリースを書いて研究

者とやり取りをしながら画像を作成し天

文情報センターに渡す。そして天文情

報センターからいろいろな所へ配信する

という形になっている。

・今回はメディアを使った間接的なリリー

スということでソーシャルネットワークの

話は触れないのだが、天文情報センター

に加え各プロジェクトで Twitter アカウ

ントを持っており、それぞれ情報を出し

ている。また天文情報センターとして

も Facebook のアカウントを持っている

ので、Facebook にも画像付きで投稿し

ている。メディアの投稿先としては、勿

論、文部科学記者会には投稿している

が、国立天文台には独自にニュース配

信を受けたい人が登録するメーリングリ

ストがあり、これは記者会に入っていな

いフリーランスの方でも入って頂いてい

る。ここまでは国内のメディアについて

である。

６）海外に対しては二つのパスを持って

いて、一つがアメリカの天文学会であ

り、これは無料の配信サービスをやっ
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ておりメールベースで画像が貼れな

いが非常に重宝している。二つ目は、

AlphaGalileoであり、そこに投稿してい

る。EurekAlert! には、小泉さんのいる

自然科学研究機構を通して投稿できる

と聞いているが、体制が整い次第利用

したいと考えている。

・Twitter については、たとえば ALMA

望遠鏡では日本語と英語のアカウント

があり、天文学の命である画像をつ

けると多くの人に見てもらうことができ

る。国立天文台から 2 月に出したプレ

スリリースを紹介する画像付き tweet が

300RT、インプレッションが 5 万であ

り、これだけでも非常に大きなメディア

になっている。

７）日本語のプレスリリースの書き方につ

いては、大体年間 10 ～ 15 件、論文著

者とプロジェクト広報で作成したものを

天文情報センター広報室で監修しメディ

アへ投げ込んでいる。大学の場合部局

の広報と本部広報があるが、それと同

じような形になっている。プレスリリー

スの書き方は、日本語版も記者以外で

も分かり、楽しめるものにするというの

が国立天文台の方針である。国立天文

台の Web サイトは科学に興味のある人

あるいは天文ファンが直接見に来てプ

レスリリースを読むことが非常に多いの

で、できるだけ専門用語は噛み砕いて

書くようにしている。但し欧米向けの非

常に噛み砕いたリリースを日本の記者へ

投げてしまうと、情報が足りなくてそこ

から記者が自分で記事を起こすことが

できない。そのため日本の記者が自分

で噛み砕いて面白いところを抽出し自分

の記事にしてもらえるよう、欧米向けに

比べるともう少し細かい事実を多く盛り

込むようにしている。また研究者のリア

ルなコメントは日本語版にも入れるよう

にしており、やはり驚きとかこんな予想

外のものが見つかったというようなこと

は一般の人が読んでも面白いのであっ

た方が良いと思う。それから先ほども述

べたが、画像が生命線である。幸いな

ことに望遠鏡できれいな観測画像が撮

れることが多いので、それは必ずカラー

で合成して出すことにしている。勿論、

観測画像が出てこないようなものもある

が、でもほぼ必ずカラーのイラスト（想

像図）、CG、動画を作成している。ま

た研究者の２～ 3 分のインタビューを

録って YouTube に投稿することもある。

オンラインメディアクリッピングとして

は、Meltwater1 を使っている。これは

日本や海外向けのプレスリリースで Web

などに載った記事やブログ、ソーシャル

メディアなどから関連する記事を拾って

くれるクリッピングサービスで、国内外

のメディアを扱っている。日本の新聞紙

面は、また別のクリッピングサービスを

使って収集している。

８）英語のプレスリリースについては、先

ほどお伝えしたポリシーで書いた日本語

を英訳することにしている。従って典型

的な日本語と英語のプレスリリースの真

ん中あたりのものができている。完全

に欧米向けにカスタマイズしたものを作

るのはマンパワー的にできないため、こ

のような形で併用している。ただ原則と

して日本語と英語で同時にプレスリリー

スを出すよう心掛けている。国立天文

台ハワイ観測所の場合、当初から日本

語と英語とは完全に別バージョンで対
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象を分けて準備しているが、それ以外

の観測所やプロジェクトからのリリース

は基本的に日本語から英語への翻訳と

なっている。天文情報センターには英

文エディターができるＵＲＡを雇用して

いるが、アメリカ出身で、東北大で天

文学の学位を取った人であり、サイエ

ンスライティングのプロではないが、天

文学のプロで英語のネイティブなので、

英語の翻訳とか校正をやってもらってい

る。投稿先は AlphaGalileo とアメリカ

天文学会であり、AlphaGalileo は画像

1 枚付けられるので天文学の成果として

は非常に重宝している。

９） 効 果 を 測 定してプレ ゼ ン するの

が今回のテーマだったが、これはな

かなか難しいと思っている。それは

AlphaGalileo とアメリカ天文学会に同

時に投げているので、AlphaGalileo の

効果が分からないとは言え今年 1 年間

のプレスリリースのオンラインメディア掲

載数（Meltwater での国内外での掲載

数 AlphaGalileo の記事のアクセス数、

AlphaGalileo から画像をダウンロードし

た数）のグラフを見ると、AlphaGalileo

へのアクセス数とメディア掲載数の相

関はよくない。Nature と Science に掲

載されたリリースは AlphaGalileo の閲

覧数は非常に多いが、必ずしもメディ

アにたくさん取り上げられたわけでは

ない。Science に 掲 載 され た 論 文 で

AlphaGalileo に投稿しなかったプレスリ

リースでも、メディアにとても多く取り上

げられた例は存在する。また国際共同

リリースになった ALMA の観測成果は、

日本からは AlphaGalileo やアメリカ天

文学会に投げていないが、アメリカと

ヨーロッパの機関からそれぞれ英語や

スペイン語でプレスリリースが出ている

ので記事の掲載数が多く、国内でも非

常に大きく掲載されていた。もう少し中

身を見てみると、Nature の掲載論文は

AlphaGalileo のアクセス数が非常に多

い。それでは何が受けているのかは正

直に言ってよく分からないが、二つの大

きなものがあった。一つは昨年 11 月に

プレスリリースして ALMA 望遠鏡が視

力 2000（ 人間の視 力 1.0 の 2000 倍

の解像度）で見た若い星の周りの画像

であり、これは国際共同リリースだった

ため、日本、アメリカ、ヨーロッパ、チ

リの全部の国で出たため当然載るメディ

アの数も多かった。またこれまで天文

学者でさえ想像図も描かなかったような

ものがバッチリ見えたというこの画像の

インパクトが非常に大きかったのだと思

う。それからもう一つは大発見では無

かったが、写真が撮れたので掲載した

ところ大ヒットしたという話題として、地

球 66 個分の大きさの太陽黒点がある。

太陽黒点は世界中で観測しているため

世界中の望遠鏡がこのような画像を出

せるはずなのだが、何故か日本の国立

天文台がこれを撮ったというのがもの凄

くメディアに出た。タイトルが「地球 66

個分の巨大黒点」で、こんな巨大な物

が身近な天体である太陽にあるというこ

とで、身近さと驚きが人気の理由だった

のかなと思う。またこれは中国圏で非常

に人気があった。こういうものはカオス

のようなもので、何かのニュースに 1 回

載るとそこから予想もしないくらいその

国のメディアで拡大することがある。イ

ンドで非常に多く取り上げられたニュー
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スというものもあり、そういったことは

理由も分からないし、コントロールもで

きないため、今後にどう生かすかは難

しい。AlphaGalileo や Meltwater で掲

載の統計をちゃんと見ていれば、何か

しらヒントが得られるのかもしれない。

10）国立天文台はプレスリリース以外に

もいろいろな広報活動をやっているの

で、実はあまり立ち止まって考える時間

が無いというのが悩みで、ひたすら走

り続けているところである。そのため

今回のような機会に少し考える時間が

持てたのは有難いことであり、我々は

日常的に国際共同プレスリリースをやっ

ているため、その点を皆さんと共有で

きたら良いと思いお話をさせて頂いた。

ALMA のリリースについてはポスター

セッションでまたお話をさせて頂きた

い。

 質疑応答
参加者よりコメント
　プレゼンのオンラインメディア掲載件数

のグラフについて、折れ線は AlphaGalileo

のプレスリリースしか無いのだが、サイエン

スとネイチャーもプレスリリースもやってい

ると思うし影響力があると思うのでできれ

ばその件数も書いた方が参考になるのでは

と思う。このグラフを見ると、やらなけれ

ば良かったかのように見えてしまい誤解を

招くと思う。

平松 正顕よりコメント
　了解した。ネイチャーやサイエンスのプ

レスリリースでは広報用の画像は勿論出な

いが、国立天文台で重視しているのは広

報用の画像を如何にきれいに作成するかと

いうことで、それはやはり機関からのプレス

リリースに載るのでそこは非常に重視してい

る。

情報発信側 2-1

RIKEN:
Japan’s Leading Comprehensive Research 
Institution for the Natural Sciences

理化学研究所 外務・研究調整部研究協力課

課長  大須賀 壮
 講演内容（戦略）：

１）私はもともとテクニカルスタッフであり

その後事務職に移ったのだが、課長と

して一番頭が痛いのが、こういった事業

をやる上でどうやって人や予算といった

リソースを確保するかということである。

昨日岡田さんが理研の立ち上げの時の

話をして下さったが、最近一般管理費抑

制とか人材に関しても総人件費抑制とか

でどんどん予算が削られてきており、岡

田さんの時代の 3 分の 2 くらいの予算

でやらなければならない状況である。私

の立場は、何とかして予算と人を確保す

るという観点で仕事をしているところで

ある。

２）戦略を先ほど話したのだが、ポイン

トは理研全体の経営の中で如何に国際

広報が大事だと言い切るかということで、

そうしないとマネージャーとしては予算で

お金が取れない。今第三期中期計画と

いうことで 5 年の計画の中に入り込んで

おり、国内外の協力に関する基本方針を

三つの柱として立てている。最近頭脳循

環というのがキーワードになっているが、

一つ目は如何に国内外でリーダーシップ

をとれる人材を獲得し育てるかというこ

とで、これは皆さんと同じだと思う。二
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番目は国際的なハブを意識した研究拠

点の運営、国内外、理研の内外でやろ

うというのが大きな目的である。三つ目

は理想ではあるが、持続可能な社会の

ための地球規模の問題への取り組みで、

科学による解決が求められ、この点は

私たちとしてはくいこんでいかねばなら

ないことである。できればこの三つの方

針の下に広報をしていきたい。

３）人の獲得というのが一番重要になって

くるのだが、これについては広報とは別

にいろいろな取り組みをしてきた。一つ

は若手の人材に対するサポート制度とし

て主に博士課程の学生に奨学金を与え

て理研に来て頂くという国際プログラム・

アソシエイト（IPA）と、ポスドクのため

の「国際特別研究員制度（FPR）という

システムがあり、現在は 180 名程度い

る。また若手の研究者に代表研究者（PI）

のポジションを出す「国際主幹研究ユ

ニット制度（IRU）というシステムがあり、

今 3 名ほどが活躍している。その結果、

現在 62 ヶ国から 665 名の外国人研究

者が活躍している。その割合もアジア

が最近は中心になってきたが、全世界

からまんべんなく来ている。比率で言う

と順調と信じたいところで、増えてきた

ところだ。FPR や IRUという制度を導入

したり、給料の問題（外国とはシステム

が異なるため）を少しずつ入れていって

比率としては増やしてきた。そして 3 年

後には数値目標として 20％と設定され

ているが、野依理事長は 2030 年まで

に 30％にするという目標を立てている。

しかしこの図のように、グラフが寝てき

ており、PI の数はなかなか伸びてこな

い状態で、悩みが深いところだ。制度

を作る以外にも外国から来た研究者や

その家族のサポートシステムとか、また

なるべく外国水準に合わせようと給料と

かもいじってきたが、やはり何らかの形

で限界があるのかなと思われ、このあ

たりは国際広報にかけられてくる視点か

と思う。外国人比率を伸ばすための一

つの取り組みとして、外国の研究機関と

ジョイントリサーチセンターというもの

を設立する方向で話を進めている。こ

れは理研と外国の共同研究先を想定し

ているが、両者が組んで日本と外国の

政府機関からサポートを受けることで日

本国内もしくは外国でジョイントリサー

チセンターを設立することを考えてい

る。

４）これはインドのケースで、インド政

府の二つの組織とは 1 年半ほど前に協

定を結んだが、ジョイントリサーチセ

ンターをサポートするということが協定

に書き込まれている。こういうことを後

押しするには、昨日からキーワードに上

がってきている「評判」というものが非

常に効くものである。インドでは、わり

と理研が研究者や政府機関に知られつ

つあるということを実感している。勿論

それは理研の研究者が出す研究成果が

一つの後押しになっているが、やはり広

報を強めることで評判が上がっているこ

とが後押しの一つの形になっていると

思う。ジョイントリサーチセンターは、

正直に言うと中身が無いバーチャルな

形のものも多いのだが、インド、中国、

ドイツとやっており、最近ではブラジル

やカナダからもお声がかかる状態になっ

てきて有難いと思っている。

５）次にジェンズさんが具体的にどうやっ

41

2015年
３

月
20日

  9：
00～

12：
40



ているかについて話をするが、バー

ジョンアップグレードということをマネー

ジャーとしては意識してやっている。理

研は 10 年くらい前は国際広報のこの字

も無かったと思うが、昨日岡田さんが話

したように非常に苦労されて作り上げた

と思う。システムやインフラを作ってい

き、翻訳ベースだったプレスリリースを

オリジナルに書き起こしていく作業をさ

れたのだと思う。RIKEN RESEARCH な

ど、とにかく英語コンテンツを作ってい

くのにもの凄く苦労をされ、それが結実

したのだと思っている。私が入ってから

チームでいろいろと議論した中では、コ

ンテンツをなるべく前面に押し出して世

界中と繋げていこうと話し合った。また

英文のコンテンツだけでなく理研全体

の Web 自体がコンテンツマネージメン

トシステムになったということで、かな

り簡略化していじれるようになった。そ

れを契機に全体の広報体制を Web と

SNS 中心に持っていこうという取り組み

をしている。それによって Facebook に

公式英語サイトを作ったが、これ以外

にもいろいろなものをやっていきたいと

思っている。

６）その後どうするのかが、実は我々の

課題であり、理研は 2017 年に 100 周

年を迎えられるかもしれないが、正直

言って今何とか世界水準に並んできたと

意識をすることが多い。先ほどの基本

方針の中にもあるが、現場を司るものと

してはパイオニアとしてやっていきたい

という思いがある。2005 年のトーマス・

フリードマンの著書にある“The World 

is Flat.” を意識すると、個人的考えでは、

研究者とパブリックを如何に有意義に

繋げていくかが今後の課題だ。じゃあ

そのためのツールは何かというと、SNS

や Facebook はあるのだが、全く想像

できない状態であるため、是非皆さん

からアイディアを頂きたいと思っている。

情報発信側 2-2

Getting the Word Out:
RIKEN’s Experience

理化学研究所 外務・研究調整部  研究協力課  

ジェンズ・ウィルキンソン

 講演内容（戦術）：
１）昨日ニールさんがメディアは（お腹を

すかせた）モンスターだと言っていたが、

今日は私たちがどういうふうにメディアへ

情報を提供しているかお話したい。

　いろいろなチャネルがあるが、まず

Web サイトがあり、こればメインのもの

であり、RIKEN RESEARCH という雑誌

もあってこれは活字版とインターネット

版があるが、これは最初にオンライン

に載せてから印刷をする。また、小さ

い手短に読める冊子、イベントも行い、

ソーシャルメディアも使う、そしてプレス

リリースもあるが、今日は主にプレスリ

リースについてお話ししたい。

２）昨年 40 のプレスリリースがあり、ど

のように行ったかについて述べるが、ま

ずは成功事例からお話しし、何故成功

したかという理由に焦点を当てたい。こ

れは「間違った記憶を植え付けられた

マウス」という内容のものだが非常に

良い反響があり、大手の BBC やニュー

ヨークタイムズ、CNN、サイエンスなど

50 件ほど取り上げられた。また他にも

大きく取り上げられたのが介護ロボット

のロボットベアであり、フランス、ロシ
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ア、台湾の雑誌、ディスカバリーニュー

ス、イギリスのタブロイド紙などに載っ

た。AFTというフランスのニュースサー

ビスが掲載し、世界にぱっと広がった。

ここで興味深いのが、新聞などこれま

での伝統的メディア、サイエンス、ネイ

チャーといった名だたる科学誌に掲載さ

れたものではなく、AlphaGalileo もそう

だが、会議とか論文で発表したもので

はないが凄く広がっていった。写真も良

いものを使ったので、それも大きな理由

かもしれない。

３）それではどのようにプレスリリースを

出しているのかについてだが、一つは

ジャーナリストのリストを持っているの

で直接彼らに送ることである。ロボッ

トベアの場合は Web サイト向けにやっ

た のだ が EurekAlert!、AlphaGalileo、

Web サイトで拡 散させていく、 また

ソーシャルメディアとしては Facebook 

Twitter も使った。まずはジャーナリ

ストに直接送るということで、コネを

作っておくことが重要だ。様々な会議

でジャーナリストの皆さんと名刺交換を

し、メーリングリストを作成して直接送

るのである。二つ目は EurekAlert! で、

これは使いやすく、Web サイトに行き

データをインプットして送るだけだ。デ

イビットさんもお話しされたが、私の方

からもお話ししたい。AlphaGalileo も

同様だが EurekAlert! の良い点はプレ

スリリースがどのように受け取られた

か、反響があったか分かるということ

だ。この画面に解禁日というところがあ

り、ジャーナリストが解禁日前にプレス

リリースを見たもの、また一般の人が見

たというものが分かる。ここではジャー

ナリストはたくさん見ているが、一般市

民はそんなに見ていない。またこの量

子力学に関するものはジャーナリストに

はあまり面白くないと思っていたが、普

通の人たちの方が見ていたことが分か

る。このように結果を見ることができ

るということで、何をどんな人が見てい

るのか 分 かる。 また AlphaGalileo は

EurekAlert! とよく似ているが、前者は

ヨーロッパで強く、後者はアメリカで強

い。また Web サイトにも解禁日以降に

載せ、CMS システムを使っている。こ

の画面が解禁日に見られるが、ここに「い

いね」ボタンがある。Facebook アカウ

ントも持っており、ここにロボットベア

の話が載っているが、YouTube にビデ

オも載せている。Facebook はまだ 2 か

月前に始めたばかりのため「いいね」の

数は増えていないのだが、数百万くらい

に「いいね」が増えるよう願っている。

他に Twitter があるが、Web サイトに

載れば Twitter を使ってどういうふうに

皆がレスポンスをしているかを見ること

ができる。

４）課題としては、皆さんも同じかと思

うが、私たちの機関の名前を覚えても

らうのはとても大変ということがある。

STAP 細胞の不正のスキャンダルがあっ

たため、私が理研と言うと、相手はすぐ

に分かると言う。しかしロボットベアの

話をすると、それが理研だとは分からな

かったりする。MIT の研究者なら MIT

と堂 と々載せるとデイヴィットさんが述

べたように、私も理研と堂 と々載せたい

のだが、なかなか名前を覚えてもらう

のは難しいことである。例えば超伝導

性などの大きなサイエンスのトピックが
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あり、ジャーナリストとコンタクトを取り

たい時に、どのようにプレスリリースを

利用してうまく話をするかということだ。

AlphaGalileo や EurekAlert! では 統 計

を見て Altmetrics、トピックが受け入れ

られているのか見られる。私は Yahoo

や Google で理研と検索をして、どのく

らいのものが出てくるか状況を見てい

る。しかしテレビで取り上げられている

かということについては、Webで検索し

ても統計を見ることができない。私たち

は 4 名で理研の本部で広報の仕事をし

ているが、国際広報室には国内向けの

広報活動をする広報室と、国際的な活

動をするグローバルコミュニケーション

チームがある。このようにたくさんの人

と共同で仕事をしている。

 質疑応答
ResearchSEA
マギー・ポーカーより質問
　解禁についてはどのようにしているのか。

ジェンズ・ウィルキンソンより回答
　これはジャーナリスト側の問題だ。海外

のメディアに解禁日を破られたことがあり、

破られたとの電話を受けたのだが、私たち

の問題ではないと思う。ただ他にコメント

があったら、是非伺いたい。

ニール・コルダ―より回答
　解禁日を破るのも一つの傾向と言える。

ところで、先程京都大学の名前が知られて

いないという謙遜があったが、京都大学で

あれば理研とか MIT のように非常に誇りを

持っていいと思う。

ジェンズ・ウィルキンソンより回答
　私が先ほど話した解禁日が破られたとい

う話だが、その中の一人と会議で会った時

に「すみません、あれは私です」と言って

おり、その件でそのジャーナルは職を辞さ

なければならなかったとも言っていた。

今羽右左 デイヴィッド 甫より質問
　理研のブランディングについては、どのよ

うにしているのか。また理研は日本ではよ

く知られているが、「リケン」と言っても海

外では「ライケン」と発音しなければ通じな

いことがある。

ジェンズ・ウィルキンソンより回答
　これは問題だと思う。私は、この理研と

いう名前が好きではなく、最近日本のニュー

スで理研という名前が出るとトヨタのように

会社の名前のように思われてしまう。本当

は理研研究所なら良いと思うのだが、私は

所長でもなく単なる広報スタッフのため、決

めることはできない。

情報発信側 3

沖縄科学技術大学院大学紹介 
～前例のない真に国際的な大学の広報戦略とは～

OISTメディアセクションリーダー 名取 薫

 講演内容：
１）私はここにおられる多くの方とは異な

り、サイエンスのバックグラウンドが無

くコミュニケーションやジャーナリスト

畑を歩いてきた。今日は「前例のない

真に国際的な大学の広報戦略」という

タイトルで話をしたい。

２）OIST は沖縄振興策の施策の一つとし

て、世界の科学技術の発展と、沖縄の

自立的発展に寄与することを目的として
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設立された。設立のコンセプトは、世

界最高水準、学際性、国際性（教員は

約 15 か国から集まっている）、世界的

連携、産学連携ということである。研

究は学際性を持っており様々な分野が

あるため、広報も様々な分野をカバーし

ている。

３）広報活動は、メディア、Web（公式

HP・内部サイト・ソーシャルメディア）、

ワークショップ・カンファランス、大学

院（学生）リクルート、地域連携のよ

うに大きく五つに分けられる。大学の

Web サイトは、例えば調達情報と政府

関連の情報は日本語でしか存在しない

が、その他は全て日英呼応して掲載し

ている。Web サイトの一つの特徴は、

ニュースセンターであり、ここに行けば

記事、ニュースリリース、写真、ビデオ

等が閲覧でき、検索もできるようになっ

ている。広報担当者にはよく、メディア

の方とか企業の方から大学の写真を使

わせてもらいたいという問い合わせが

来ると思うが、我々の場合は写真使用

許可依頼を出して頂くことは全く必要

無い。自由に写真をダウンロードでき

るよう、情報公開している。Web サイ

トに載せた記事、ビデオとかは月に一

度電子版ニュースレターとしてリアセン

ブルし登録している方々へパッケージと

して発信している。また国際的な機関

の非常に重要な Web を扱ったものとし

て、コミュニティ構築がある。外国か

ら研究員が家族同伴で来るのだが、本

人は研究生活が有意義でも家族にとっ

て沖縄や日本の生活が快適ではない場

合、帰ってしまうということがあるため、

広報チームの一つの大きな役目として

コミュニティ構築がある。これは内部サ

イトでありアカウントを持っている人は

誰でもアクセスできて、イベント情報や

引っ越しによる洗濯機などの販売情報、

ペットの情報等も共有している。

４）実際ここで、OIST の Web サイトをご

紹介したい。日英呼応しているというの

は、上方の言語切り替えができるという

ことで、例えばトップ記事をクリックす

るとここでビデオや写真を見ることがで

きる。写真はクリックすると拡大し、解

像度を開くとダウンロードできる。各

ページで言語切り替えできるのでわざわ

ざトップページに戻らなくても良い。こ

れが先ほどお伝えしたニュースセンター

であり、このように科学記事がメインと

してあり、過去に紹介した記事が見られ

るようになっている。例えば写真を使い

たい場合、Photo というところへ行くと、

このように本学の写真があり、キャプ

ションも付いているので殆どの方がその

まま使用することが多い。

５） こ の よ う な Web サ イト 記 事 を

AlphaGalileo や EurekAlert! に再 掲 載

している。たいがいは昼間のうちに外向

けサイトに公開した後、夕方帰宅する前

にこのようにのっけておくと、朝出勤し

た時には大体世界の国々が再掲載して

いるということが Meltwater を通じて分

かるようになっている。

６）これは本学でアリの研究をしている

人物の研究成果だが、先ほど小泉先生

の方からタイトルは６ワード以内の方が

良いとのことだったが、これは６ワード

以内になっている。このように大体１週

間のうちに１個、２個と増えていき、１

か月も前の記事がどこかで取り上げられ
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ることがある。これは TIDA（ティーダ）

という内部サイトに情報を集めているた

め、協力してくれた研究者も時々そこに

アクセスすれば、もうこんなに増えてい

ると状況を見ることができる。また学内

の人たちもこれを見て、自分も広報へ取

り上げてもらい世界のメディアに取り上

げてもらえるような研究を頑張ろうと思

えるインセンティブになっていると思う。

７）ここでは、いくつかの比較的大きな

注目されている研究成果についてご紹

介したい。これは台風が沖縄にやって来

る時に海の中でどんなことが起きている

かということを研究している海洋科学者

の研究成果であり、これを EurekAlert!

に載せると、右側が私の名前になってお

り、たいがい一人がここのログインアカ

ウントを持ってやっている。彼女の研究

はニューサイエンティストも含めてこのよ

うに取り上げられた。これは次世代型

太陽電池について研究しているグルー

プだが、これも１週間くらいの間に取り

上げる所が増え、オランダの媒体でも

取り上げてくれた。このワークショップ

でタイムキーパーを務めてくれているイ

ンターンのローラさんが書いたこの神経

科学に関する研究成果は、このように

メジャーなところにも取り上げられつつ、

OIST の Twitterアカウントを通じてリト

リートされるというような反響もあった

（以下の研究成果紹介事例は省略）。

８）（各インターンの紹介は省略）。イン

ターンシップの期間は６か月間である

が、インターンの方々はフレッシュなマ

インドを持って来るので、同じような研

究成果が同じグループから出ても違う人

がそこにアプローチすることで全く違っ

た視点、ライティングスタイルになって

いると思う。給与の面で言うと、英語

人材確保ということがどの大学や研究

機関でも課題だが、インターンの方々は

OIST の顔とも言える一番重要な外向き

サイトに、低い給与にも拘らず、インター

ンシップということで、一生懸命やって

くれている。また彼らにとってもこれだ

けの記事を書いたと分厚いポートフォリ

オを持参することで、誰もが知っている

ような機関、雑誌社とかのフルタイムポ

ジションが得られると思う。

 質疑応答
小泉 周より質問
　名取さんだけではなく、平松さん、ジェ

ンズさんにも質問だが、モニタリングはど

のように行って いるの か。EurekAlert!、

AlphaGalileo、ResearchSEA などを使った

後にどれだけ引用されたかモニタリングして

いるか。平松さんは Meltwater を使ってモ

ニタリングしていると思うのだが。

名取 薫より回答
　OIST も同じである。

ジェンズ・ウィルキンソンより回答
　１年間だけ使ったがやり方が不勉強で、余

り正確にはわからなかったため結局使うのを

止めた。

名取 薫より回答
　私のスライドの中でそれぞれのメディア機

関の名前をリストしていたが、Meltwater を

使うと朝夕にレポートが届き、それで追って

いる情報だ。今回メトリクスはお見せしな

かったが、EurekAlert! と AlphaGalileo を
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使い始めてから私たちの海外のカバレッジ

はほぼ倍になった。

小泉 周より質問
　Meltwater も ResearchSEA もモニタリン

グをやっていると思うが、中国の新華社通

信も Meltwaterとかが拾ってくれるのか。

それともジェンズさんは、Google でいちい

ち中国語とかスペイン語とか入れて調べた

りしているのか。

ジェンズ・ウィルキンソンより回答
　Google はスリムで 素 晴らしいと思う。

Google で RIKEN とか入れたら中国語とか

韓国語とか出てきたが、どういう仕組みか

は分からない。理研自体の問題もあるのだ

が、昔は理研ビタミンとかいろいろな会社

があり、Melwater を使っていたら理研では

ない RIKEN もヒットしていた。

参加者より質問
　ポートフォリオとしてOISTの目指している

ものを組み合わせているのは素晴らしいと

思う。どのように組み合わせるかという分析

はどのようにしているか。また誰をターゲッ

トにするかとかは誰が決めたのか。

名取 薫より回答
　海外メディアは、それこそ大きな所に取り

上げられる時は、個人的なコネクションが

大事だと感じている。ターゲットは、年度

初めにディビジョン全体でミーティングをし

てブレーンストーミングをし、ステークホル

ダーが誰であるか分析していくが、知的好

奇心の高い一般の方々向けに記事を書くこ

とになっている。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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　日本およびアジアに関するサイエンスの

報道について、どのように科学のストーリー

を見つけて取り上げていくのか、またいろ

いろな機関の広報室とどのようにつき合っ

ているかを話したい。サイエンスは、1880

年にはじまり、雑誌媒体は、現在活動中の

科学者をターゲットにしている。オンライン

ニュースでは科学者以外もターゲットにして

いる。アジアチームのメンバーは北京、上

海、インド、東京で構成されていて、特派

員たちは現地の言葉で仕事をしている。私

は日本語のプレスリリースや新聞も読むの

で、怪しいニュースがあって日本語だけで

書かれていたとしても発見するので、隠すこ

とは無理である。サイエンスオンラインは、

一部は有料だが、全体が見られる。Daily 

News のメニューには2つのタイプのニュー

スがあり、レポート形式とインサイドストー

リー形式である。レポートはその日のもの

をプレスリリースの 5 分後に掲載する。そ

の情報は私たちで記事を書くので解禁日前

にソースをもらっている。

　この例は、私の１年前の記事で、天体の

ガスの組成についてのものである。イラス

トもよく、チリにある ALMA のデータを活

用した。このトピックを選んだのは、東京

大学のリサーチチームが関連している。ま

ずネイチャーに掲載されているものを見つ

け、次に東大での解禁前の会見に参加でき

た。この件は以前にインタビューをしたこと

があったため、記事にすることができた。

次の例は、ポリネシア人の航海方法の記事

と、ウミガメの彫刻があるカヌーである。

　このあと米国科学アカデミー紀要（PNAS）

で２つの論文が掲載された。これも解禁日

の前に見つけていたし、オーストラリアにコ

ンタクトもあったので、調べた結果記事に

する価値があると判断した。７つの記事を

書き、そのうちの 6 つがプレスリリースやネ

イチャーや EurekAlert! に掲載された。あ

る時は、大学からコンタクトがあり、そこで

情報を得たこともあるが、これは稀なケー

スと言える。たいていの場合は、プレスリ

リースが情報源である。外部の専門家に頼

るケースが多いと思うが、広報室担当には

重要な役割がある。以前につながりのあっ

た人に尋ねたり、論文の最後の部分の引用

をみて、そこにコンタクトをとってみる。

　もうひとつのインサイドストーリーについ

ては、議論を呼ぶものが多い。ニュースの

トップとして出てくるものを科学的な面から

みることを心掛けたい。

　私が書いた記事のほとんどは、いつも私

が見ているニュースから、又はプレスリリー

スから探している。ほとんどの記事は私が

長年気にしているトピックからである。広報

室を通さず、学者と直接コンタクトをとって

記事を書いたこともある。

　特集記事では、ロボットの社交性をとり

あげた。良い反響があった。記事にするポ

情報受け手側

How Science Covers the News in Japan and Asia
サイエンス 日本・アジア特派員  デニス・ノーマイル

国 内 事 情
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イントは、どうやったら大手にとりあげても

らえるかを考えることである。

 質疑応答
ジェンズ・ウィルキンソンより質問
　短い記事を書くときにかかる時間は？

デニス・ノーマイルより回答
　ネイチャーや PNAS のプレスリリースに関

しては約 1 週間前に連絡が来る。研究者か

ら連絡を受ける場合、解禁日は守るが、事

前に連絡がほしいことを伝える。記事を書

くスペースを確保するため、エディターを説

得する時間が必要なためである。

小泉 周より
　 情 報 を 得 る た め に、EurekAlert!、

AlphaGalileo、ResearchSEA などは使って

いますか？

デニス・ノーマイルより回答
　ネイチャーや PNAS のプレスリリースに関

しては登録記者であるので、解禁日も守る。

EurekAlert!、AlphaGalileo にも登録がされ

ている。雑誌によってルールが違う。

参加者より質問
　解禁日の規制がある場合の仕事の手順

は？

デニス・ノーマイルより回答
　まず、プレスリリースがある。そして論文

へのリンクがある。ここにジャーナル紙と

記者との合意がある。選ばれた者が規制を

守るという条件のもと、情報を得る。

 ディスカッション
司会：OIST  森田 洋平

　本日の午前のセッションに関しての質問

等ありましたらどうぞ。

小泉 周よりコメント
　プレスリリースのスタイルは日本語・英語

で違うのは理解した。国際科学広報のため

に、日本式をやめて全て英語式に変えてし

まえばいいと思う。

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　同意である。しかし日本のメディアにとっ

ては物足りなさを感じるかもしれない。若

い記者たちは英米スタイルが好きであるし、

これからはこの形式で進めていく必要があ

る。

大阪大学 伊藤 雄一より質問
　プレスリリースは古いメディアであり、天

文台は Twitter や Facebook を使っている。

拡散する方法が重要になってくると同様に、

俗に言う炎上も問題になってくると思う。こ

のことを、メディアではなく発信側はどのよ

うに考えているか？

ジェンズ・ウィルキンソンより回答
　大きな問題ではあるが、科学のジャーナ

リズムではあまり見ないと思う。

名取 薫より回答
　OIST の場合は、内部ルールで誹謗中傷

は禁止されているから炎上しにくい。

京都大学の参加者より質問
　SNS で公式のアカウントを持っている機
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関が多いが、Facebook と Twitter をどのよ

うに使い分けているのか？

平松 正顕より回答
　軽い話題は Twitter で、それ以外は両方

を使用している。

ジェンズ・ウィルキンソンより回答
　使い分けはしていない。

名取 薫より回答
　OIST も同じで、区別はない。英語での

返事はネイティブのインターンに任せている

が。

理研の参加者より質問
　プレスリリースの内容の長さはどのように

決めているのか？

デニス・ノーマイルより回答
　難しいが、スペースの制約がある場合は

それに従う。多くの人にアピールできれば、

短くても問題ない。

参加者より質問
　公的資金の問題でもあるが、自分たちの

研究を認めさせるためには？

ヴァレリー・ジェイミーソンより回答
　まず、自問してみて下さい。なぜこれが

面白いのか、誰がこれを読みたいのかとい

うことを。研究者にとっては面白くても、一

般に受け入れられなければ駄目だと思う。

ロブ・イリオンより回答
　ヴァレリーと同じく、一般に興味を持た

れるものであること。

参加者より質問
　情報の入手はソースが重要であるが、そ

のソースの信用度は？

デニス・ノーマイルより回答
　Twitter をフォローしたりする。ある場合

は現地の科学者が情報を送ってくれた。情

報源をいくつか持つことも大切である。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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直接的な広報 : イベントを通して
高エネルギー加速器研究機構広報室  室長  岡田 小枝子

国 内 事 情

 講演内容：
１）ここでは、直接的な国際広報、イベ

ントを通して話をしたい。これまでは日

本にいて発信するにはどうしたらよいの

か話してきて、殆どの方がそれすらもで

きてないということであり、そこが最初

のステップとして大事ということだ。し

かし日本のプレスリリースも作ってそれ

でオーケーを出すだけでなく、直接的

に個人的に出すのが凄く大事だと思う。

ここでは、私の経験について紹介した

い。

２）昨日お伝えしたように、頭脳循環の

ために国際広報は大事である。トップ

が熱い言葉を語っていたら、それを言

葉にしてあげるのも広報の役目かと思

う。戦術としては、間接的なコミュニケー

ションには Web サイトコンテンツの拡

充、出版物の発行があり、間接的で直

接的なコミュニケーションとしてはプレ

スリリースの作成と配信があり、直接的

なコミュニケーションとしては、人の心

を直接動かすことによって，モノゴトを

動かせるということで、配信先へのメディ

ア対応、科学イベント等の利用がある。

３）科学イベントについては、AAAS の年

会についてはたくさんの人が参加された

ことがあるかと思うが、これは 120 以

上の基調講演、一般講演、セミナーワー

クショップが並行して開催され、50 以

上の国から 8000 人を超える参加登録

があり、世界中のマスメディアから多数

のジャーナリストや大学生、ポスドクが

参加する。

４）理研の出展については、国内初で

2008 年に AAAS（研究者による NPO）

にブース出展したが、私は 2011 年まで

その出展に係った。2008 年と 2010 年

にブース展示、サイエンスセッション、

キャリアプログラムに出展した（出展の

様子をスライトで紹介）。またヨーロッ

パの ESOF が年会を隔年で行っており、

参加研究者の半数以上が 35 歳以下の

若手研究者で 82ヶ国から 4300 人の参

加登録者がおり、ジャーナリストは 400

人以上である。内容は基調講演、セミ

ナー、ワークショップ、産学連携プログ

ラム、ポスドク向けのキャリアプログラ

ム等である。世界科学ジャーナリス会

議は、2 ～ 3 年おきに世界各地で開催

され、世界 50 ヶ国以上から 600 名の

ジャーナリストが参加しているため、そ

こへ行けばかなり訴求力がある。2007

年から理研は出展し始めた。

５）イベントの企画と運営のポイントは、

開催地の研究者やモデレーターを入れ

るということと、デザイン性の高いチ

ラシや団扇を作ってブースやプレスルー

ム、当日までの他の会場、当日の会場

前での配布である。

６）ブース展示やセッションの効果として

は、研究者への広報、ジャーナリストと
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のコネクション形成、企業家との接触、

研究団地への誘致。同業者のネットワー

ク、現地メディアへの露出がある。科学

イベントに出展することで、たとえば理

研が発生学ばかりやっているわけでは

なく、他の研究やいろいろ面白いこと

をしていることを世界的にも権威のある

研究者にアピールすることもできた。

７）但し、イベント出展の費用は安くは

ないため元を取るにはどうしたら良いか

については、最大限に外交することであ

り、いろいろな人と話をして顔を売って

いくこと、それが大事だ。

　最後に、海外の広報担当者とのネット

ワークの活用事例をスライドを使って紹

介するが、個人的な関係を作るのは大

変有益である。

 ディスカッション
司会：OIST  名取

小泉 周よりコメント
　AAAS への参加について、旅費やスポン

サーの費用で 100 万や 200 万円かかると

思うが、費用対効果というのは難しいこと

だと思う。

岡田 小枝子より回答
　EurekAlert! も記事になると、1 本いくら

と見積もるのかということもあるかと思う

が、どんな広報活動も費用対効果の算出

は等しく難しいとは思う。私も効果をどのよ

うに測ったらいいか考えながら進めてきた。

ただ、知り合った一人を押すと凄い波及効

果があるということで、ある程度の効果が

あったとは思う。とにかく漫然と出展してい

てはだめであり、外交のできる PR パーソン

を雇うのも手だと思う。

大須賀 壮よりコメント
　理研は、予算が削られた為に去年から止

めた。

ニール・コルダ―よりコメント
　小泉さんが参加費を百万と言われたが、

例えばサンフランシスコへの航空運賃は

150ドルくらいで、そんなに高くないと思う。

国際プレスとのコンタクトがとれるのだか

ら、やはり行くべきだと思う。

科学技術振興機構（JST）小長井 敬介より
コメント
　ESOF に参加したが、ESOF も AAAS も

コアとなるのはやはりサイエンスセッション

であると思う。JST も毎回出展しているが、

やはりエキシビジョンはエキシビジョンとし

か見られない。

岡田 小枝子よりコメント
　勿論サイエンスセッションが効果的なら

記事にもつながるため効果は高い。しかし

そのプロポーザルが通れば良いが、通ると

は限らない。日本人はシャイで話しかける

ことがなかなかできないので、ブースをベー

スとして持っておくのが良いと思う。

森田 洋平よりコメント
　OIST は一昨年のボストンの時に AAAS

に参加して、JSTとは別に出展した。目的は、

優秀な学生のリクルートとワークショップを

一緒にやるよう呼びかけることだった。しか

しブースに来る人が予想と異なっていたため

次の年から出展を止めた。しかしプレスルー

ムへどんどん出かけて行ってコネクションを

作るようにしており、名取さんが呼びかけ

た人が実際インターンに応募してきた。ま
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た今年サンノゼでの AAAS での JST のブー

スで黒木先生に会い、このワークショップ

の事をお知らせしたところ WPI の各機関に

周知して頂き今回の顔ぶれになっている。

そのため AAAS は、私にとってはかけがえ

のない機会になっている。サイエンスセッ

ションに出すのも大事だし、ブースに人を引

き込むのも大事である。

岡田 小枝子よりコメント
　ジャーナリストが来るように工夫できる

と、良いと思う。

今羽右左 デイヴィッド 甫よりコメント
　私も今年初めて URA として AAAS に参

加して、非常に勉強になった。来年のサイ

エンスセッションに向けて主催できないか

なと思い AAAS の本部に相談したところセ

クションミーティングに参加しロビー活動を

するようにとのことだった。実際参加したと

ころ、来年のテーマが国際共同研究という

こともあり、私がプレゼンとしたときに是非

出すように言われ、仮オーケーが出た。し

かしシンポジウムの締め切りが 4 月末であ

り、研修者を集めてプロポーザルを書き、

海外も巻き込むのには結構時間がかかるた

め、今から1 か月後というとちょっときつい

と思っている。

岡田 小枝子よりコメント
　私たちは英語のハンディーもあるため、

同じ共同研究をしている広報担当者の力も

借りた方が良い。

海洋研究開発機構（JAMSTEC）長谷部
喜八よりコメント
　サンフランシスコでのアメリカ地球物理

学連合（AGU）の学会に何回か参加してい

るが、広報を目的にブースを出すのはなか

なか理解を得られない。研究者には広報マ

インドを持っている人がなかなかいないの

で、共同でやったりアゴラへ行くのもありだ

と思う。

ResearchSEA 角林 元子よりコメントと質
問
　ESOF や AAAS に参加した時、現地の人

にアドバイスを頂き、ジャーナリストを呼び

込むためにプレスルームを使ったらと勧め

られそこでチラシを配ったらどうかと言われ

た。また ESOF は進化しておりセッションも

ジョイントでやったりするようだ。ところで

岡田さんに質問だが、これまでいろいろな

イベントに参加してきて、準備にどれくらい

時間をかけたのか、また一番注意すべき大

事な点は何か。

岡田 小枝子よりコメント
　国際広報体制については、私と派遣職員

のひとり、事務職員 0.5 人で、合計 2.5 人

体制でやっているが、四隅をおさえればで

きないことはないと思う。ブース出展につい

ては、例えばアメリカの場合出展業者との

役割分担がはっきりしているため、勝手に

（セットを）動かしたりしてはいけないとか

あって、文化の差はあると思う。また人事

戦略と国際広報は直結してくるため人事とか

と一緒にやったら良いと思う。

森田 洋平よりコメント
　サイエンスアゴラも、ジャーナリストが集

まる場に拡張していったら良いと思う。

岡田 小枝子よりコメント
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　サイエンスアゴラは、最初はサイエンス

コミュニケーターがサイエンスコミュニケー

ションについて話し合う場だった。しかし

場所が未来館だったため、私たちが理研

の展示を始めたりしたこともあり、研究所

広報の場にもなっていったと思う。アゴラ

については、AAAS などのように、ノーベ

ル賞受賞者クラスの研究者も呼ぶなどして、

研究者も集まる場にしたら良いと思う。

大須賀 壮よりコメント
　いろいろ調べた結果、アジア圏の ESOF 

や AAAS というものは無いことが分かった。

幅広い分野をカバーするものはシンガポー

ルを含めて無いと思う。ただ中国が若干考

えているようだ。しかし、是非日本でやっ

て欲しいと思う。

岡田 小枝子よりコメント
　多分 OIST でやったら良いと思う。

森田 洋平よりコメント
　それでは、OIST を中心に考えていくとい

うことで、このセッションを終了したい。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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　今回の最大の成果は、国際科学広報に

関心を持っている皆様に集まっていただい

たことです。昨日話した成果物も A4 用紙

にまとめていきますが、まずその前に２日

間を振り返った感想からお願いします。

岡田 小枝子よりコメント
　いろいろな事例が国内でも積み重なって

いることを感じたし、問題点もまだ沢山あ

ることがわかった。私たち JACST も、こ

れから中心的な役割ができたらと考えてい

ます。

倉田 智子よりコメント
　９年前に国内の広報をどうしていくかと

考え、チームができた。そして今回、国際

広報のことを考えている時にこのような集

まりが開催できたことは嬉しい。

小泉 周よりコメント
　国際科学広報をやるということは、いろ

いろな大学がプレッシャーを受けている証

拠でもある。

　漠然とはじまった会議ではあるが、目的

が整理できて、具体的な目標が見えてきそ

うである。皆さんができることから始めら

れれば良いと思う。

岡田 小枝子よりコメント
　物事を動かすのは、人間力、コミュニケー

ション力である。枠組を作ればいいという

ものではなく、アグレッシブな国際的交渉

力も大事だと思う。

名取 薫よりコメント
　控え目な方でも、先輩方のネットワークや、

このようなワークショップを利用することで

成果は出せると思う。インターンシップはい

い制度だと思う。

森田 洋平よりコメント
　昨日のキーワードがここにあります。そし

て、議論をして、まとめに入りたいと思います。

まだ発言をしていない方、ぜひどうぞ。

 ディスカッション　

東京工業大学 岡村 典よりコメント
　広報はトップの意向によって位置付けが

違ってくるので、その重要性を理解してもら

うことを何らかの形で合意書に入れてほし

い。広報はトップの意向を支援することであ

るから。

総合研究大学院大学 眞山 聡よりコメント
　大学のトップと同様に学内の教員の意識

改革も最重要である。

　たとえ数十年かかってもやっていくべきで

ある。それに対して広報が寄与できること

があればと考えている。

岡田 小枝子よりコメント
　トップに頼るだけでなく、上から戦略が

示されなければ、下から戦略を作ってトップ

に持ちかけていくなどのボトムアップの行動

 総 括 ・ 提 言

モデレーター：OIST 森田 洋平
記録係：OIST 名取　 薫
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も必要だと思う。

ジェンズ・ウィルキンソンより回答
　全体的に、日本には専門部署がなく、総

務部が引き受けている。それではキャリア

が開発されない。OIST のように、コミュニ

ケーション部を作りPR していく。

ニール・コルダーよりコメント
　学長と強い絆がないと広報は難しい。賢

い広報は大学の成功に直結している。体制

を変えるのは大変だが、構造改革は必要で

ある。

今羽右左 デイヴィッド 甫より回答
　京大では、広報は情報発信部としてしか

考えられていない。企業はモノづくりの段

階から広報がかかわっている。広報部は、

執行部に何も言えない状態である。

岡田 小枝子よりコメント
　国際科学広報にフォーカスして議論をし

たほうがよい。国内・国外は分けて問題点

を考える。ノウハウの共有は広報の中でや

り、リクルートは人事で行うなど。

森田 洋平よりコメント
　提案ですが、文章は、私たちオーガナイ

ザーで仕上げて、全員で合意したのち、E

メールや Web その他の方法で参加者の皆

さんと共有するのはどうでしょうか？ 日本

語の翻訳も付けて公式な合意書とさせてい

ただきたい。

発表資料（PDF）をダウンロード　https://groups.oist.jp/ja/cpr/iscw2015
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「国際科学広報の目的  なぜ国際科学広報をするのか？」 

パネリスト ユアン・マッカイ　特任研究員（東京大学）
三代川　典　史　シニアURA（広島大学） 
倉　田　智　子　特任助教（自然科学研究機構基礎生物学研究所）
岡　田　小枝子　広報室長（高エネルギー加速器研究機構）

  

 

座　　　長 小　泉　　　周　特任教授（自然科学研究機構） 

（セッションにおける議論のまとめ）

　「日本の大学や研究機関における国際科学広報の目的とは？」 
　日本の大学や研究機関にとって、国際化は喫緊の課題となっているが、日
本の大学や研究機関の国際的な知名度は、実際の研究力等に比して、決して高
くない。 
　正当な評価を受けるためにも、まず、大学や研究機関の国際的なブランド
イメージの確立、それに伴う知名度及びReputationの向上は重要である。それ
によって、国際的な研究者や大学生・大学院生などの人材確保、国際共同研
究の推進など様々な面での進展が期待できる。また、海外の現地での認知度
の向上は、フィールド調査などを伴う国際共同研究や大型プロジェクト推進
にとって、大きな後押しとなる。 
　さらに、研究者の研究活動の評価にとっても、いまや既存のメディアをし
のぐ視聴者数のあるソーシャルメディア等を用いた国際的な情報発信は、
Altmetricsを用いた研究評価などに寄与する可能性も無視できない。 このよう
に、大学や研究機関における国際科学広報は、組織にとっても研究者個人に
とっても、その活動を国際的に広め、研究力を高め、正当な評価を受ける重
要な手段であるといえる。 
　そのためにも、大学や研究機関においては、それぞれの経営指針に照らし
た広報目標、対象、手法の設定について、今後のさらなる検討が必要である。 
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と
社

会
の

関
係

を
つ

く
る

日
本

最
大

級
の

科
学

イ
ベ

ン
ト

で
す

。
科

学
技

術
の

楽
し

さ
を

伝
え

、
興

味
関

心
を

喚
起

す
る

だ
け

に
と

ど
ま

ら
ず

、
科

学
技

術
を

め
ぐ

る
あ

ら
ゆ

る
課

題
、

私
た

ち
社

会
の

未
来

像
に

つ
い

て
、

政
治

家
、

行
政

、
マ

ス
コ

ミ
、

産
業

界
、

研
究

者
、

そ
の

他
科

学
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

わ
る

方
々

、
一

般
の

方
々

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

の
方

々
が

参
加

し
、

情
報

共
有

、
対

話
を

行
う

場
を

つ
く

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

S
c
i
e
n
c
e
 
A
g
o
r
a
 
i
s
 
a
n
 
a
n
n
u
a
l
 
e
v
e
n
t
 
a
i
m
e
d
 
a
t
 
l
i
n
k
i
n
g

s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
s
o
c
i
e
t
y
 
t
h
r
o
u
g
h
 
s
c
i
e
n
c
e
 
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
.

I
n
 
2
0
1
4
,
 
t
h
e
 
t
h
e
m
e
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
 
A
g
o
r
a
 
i
s
 
"
B
u
i
l
d
i
n
g

r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
b
e
t
w
e
e
n
 
f
u
t
u
r
e
 
s
o
c
i
e
t
y
 
a
n
d
 
s
c
i
e
n
c
e
"
.

T
h
e
 
w
o
r
d
 
"
A
g
o
r
a
"
 
i
s
 
G
r
e
e
k
 
f
o
r
 
"
g
a
t
h
e
r
i
n
g
 
p
l
a
c
e
"
,
 
a
n
d

s
o
 
w
e
 
i
n
v
i
t
e
 
t
h
e
 
p
u
b
l
i
c
,
 
r
e
s
e
a
r
c
h
e
r
s
,
 
m
e
d
i
a
,

i
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
p
o
l
i
c
y
m
a
k
e
r
s
,
 
a
n
d
 
a
n
y
 
o
t
h
e
r
 
s
t
a
k
e
h
o
l
d
e
r
s

t
o
 
"
g
a
t
h
e
r
 
i
n
 
o
n
e
 
p
l
a
c
e
 
t
o
 
h
a
v
e
 
a
 
c
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
 
a
b
o
u
t

s
c
i
e
n
c
e
 
a
s
 
i
t
 
i
s

c
u
r
r
e
n
t
l
y
,
 
a
n
d
 
w
h
a
t
 
w
e
 
h
o
p
e
 
f
o
r
 
i
n
 
t
h
e
 
f
u
t
u
r
e
"
.

開
始

年
Y
e
a
r
 
o
f

f
i
r
s
t
 
c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
s

1
8
4
8
 
（
1
８
１
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

2
0
0
4
 
（
6
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

2
0
0
6
 
（
9
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

開
催

頻
度

・
時

期
（

近
年

の
状

況
）

H
e
l
d
 
f
r
e
q
u
e
n
c
y
,

t
i
m
e

O
n
c
e
 
a
 
y
e
a
r
,
 
2
n
d
 
w
e
e
k
 
o
f
 
F
e
b
r
u
a
r
y

（
米
国
大
統
領
　
予
算
教
書
演
説
の
直
後
）

B
i
a
n
n
u
a
l
l
y
,
 
l
a
t
e
 
J
u
n
e
-
J
u
l
y

O
n
c
e
 
a
 
y
e
a
r
,
 
N
o
v
e
m
b
e
r

開
催

場
所

a
r
e
a

C
i
t
i
e
s
 
i
n
 
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s

（
基
本
的
に
は
東
西
海
岸
を
往
復
。
A
A
A
S
が
決
定
）

C
i
t
i
e
s
 
i
n
 
E
U

（
候
補
地
か
ら
の
提
案
を
も
と
に
E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e
が
決

定
。
）

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

東
京
・
お
台
場
地
区

（
最

近
の

開
催

都
市

H
o
s
t
 
C
i
t
i
e
s
 
i
n

r
e
c
e
n
t
 
y
e
a
r
s
）

1
8
1
t
h
 
S
a
n
 
J
o
s
e
,
 
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
5

1
8
0
t
h
 
C
h
i
c
a
g
o
,
 
I
l
l
i
n
o
i
s
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
4

1
7
9
t
h
 
B
o
s
t
o
n
,
 
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
3

1
7
8
t
h
 
V
a
n
c
o
u
v
e
r
,
 
C
a
n
a
d
a
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
2

6
t
h
 
C
o
p
e
n
h
a
g
e
n
,
 
D
e
n
m
a
r
k
,
 
J
u
n
e
 
2
0
1
4

5
t
h
 
D
u
b
l
i
n
,
 
I
r
e
l
a
n
d
,
 
 
J
u
l
y
 
2
0
1
2

4
t
h
 
T
o
r
i
n
o
,
 
 
I
t
a
l
y
,
 
J
u
l
y
 
2
0
1
0

3
r
d
 
B
a
r
c
e
l
o
n
a
,
 
S
p
a
i
n
,
 
J
u
l
y
 
2
0
0
8

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

N
o
v
e
m
b
e
r
,
 
2
0
0
6
-
2
0
1
4

主
要

な
参

加
者

層
M
a
i
n
 
t
a
r
g
e
t
 
o
f

p
a
r
t
i
c
i
p
a
n
t
s

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,
 
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,
 
P
o
l
i
t
i
c
i
a
n
,

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
G
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
S
t
a
k
e
h
o
l
d
e
r
s
 
(
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,

P
o
l
i
t
i
c
i
a
n
,
 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
M
e
d
i
a
,
 
G
e
n
e
r
a
l

p
u
b
l
i
c
,
 
S
c
i
e
n
c
e
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
o
r
s
)

出
典

h
t
t
p
:
/
/
m
e
e
t
i
n
g
s
.
a
a
a
s
.
o
r
g
/
p
r
o
g
r
a
m
/
a
b
o
u
t
-
t
h
e
-
m
e
e
t
i
n
g
/

h
t
t
p
:
/
/
a
r
c
h
i
v
e
s
.
a
a
a
s
.
o
r
g
/
e
x
h
i
b
i
t
/
o
r
i
g
i
n
s
2
.
p
h
p

h
t
t
p
:
/
/
e
s
o
f
2
0
1
4
.
o
r
g
/
p
r
o
g
r
a
m
m
e
-
1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
s
o
f
.
e
u
/
d
b
i
m
a
g
e
s
/
d
o
c
u
m
e
n
t
/
f
i
c
h
i
e
r
/
1
4
5
/
p
r
o
g

r
a
m
m
e
_
p
r
i
n
t
_
1
1
6
s
i
d
.
p
d
f

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
s
t
.
g
o
.
j
p
/
c
s
c
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r
a
/
p
d
f
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r

a
_
2
0
1
4
_
s
c
o
p
e
.
p
d
f

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
s
t
.
g
o
.
j
p
/
c
s
c
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r
a
/
r
e
p
o
r
t
s
/
s
c
i
e
n
c
e

a
g
o
r
a
2
0
1
2
j
p
.
p
d
f

直
近

の
開

催
デ

ー
タ

等
 
D
a
t
a
 
o
f
 
t
h
e
 
L
a
t
e
s
t
 
E
v
e
n
t
s
 

開
催

場
所

V
e
n
u
e

S
a
n
 
J
o
s
e
,
 
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
,
 
U
S

C
o
p
e
n
h
a
g
e
n
,
 
D
e
n
m
a
r
k

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

開
催

日
D
a
t
e
s

1
2
-
1
6
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
,
 
2
0
1
5

2
1
-
2
6
,
 
J
u
n
e
,
 
2
0
1
4

7
-
9
,
 
N
o
v
e
m
b
e
r
,
 
2
0
1
4

開
催

テ
ー

マ
T
h
e
m
e

I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
s
,
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
,
 
a
n
d
 
I
m
a
g
i
n
g

S
c
i
e
n
c
e
 
B
u
i
l
d
i
n
g
 
B
r
i
d
g
e
s

あ
な

た
と

創
る

こ
れ

か
ら

の
科

学
と

社
会

B
u
i
l
d
i
n
g
 
r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
b
e
t
w
e
e
n
 
f
u
t
u
r
e

s
o
c
i
e
t
y
 
a
n
d
 
s
c
i
e
n
c
e

参
加

者
数

P
a
r
t
i
c
i
p
a
n
t
s

T
o
t
a
l
 
9
,
0
0
0
 
p
e
o
p
l
e
 
(
2
0
1
4
 
D
a
t
a
)

◆
S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
e
n
g
i
n
e
e
r
s
,
 
e
d
u
c
a
t
o
r
s
,
 
a
n
d

p
o
l
i
c
y
m
a
k
e
r
s
 
5
0
0
0
,

•
 
A
b
o
u
t
 
4
0
%
 
a
r
e
 
u
n
d
e
r
 
4
5
 
y
e
a
r
s
 
o
f
 
a
g
e

•
 
2
0
%
 
a
r
e
 
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
s
 
a
n
d
 
m
a
n
a
g
e
r
s
;
 
1
5
%
 
a
r
e
 
f
r
o
m

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t

◆
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s
(
a
n
d
 
P
I
O
s
)
 
1
0
0
0
,

◆
F
a
m
i
l
y
 
S
c
i
e
n
c
e
 
D
a
y
s
 
3
0
0
0
 
g
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

T
o
t
a
l
 
4
4
,
5
0
0
 
p
e
o
p
l
e

◆
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
s
　
（
g
e
n
e
r
a
l
4
0
0
0
,
 
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s

5
0
0
）

S
e
n
i
o
r
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
 
2
0
0
0
,
 
Y
o
u
n
g
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s

1
0
0
0
,
 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
/
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
1
0
0
0
,

J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s
 
5
0
0

◆
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y

4
0
,
0
0
0
 
g
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

T
o
t
a
l
 
1
0
,
1
4
2
 
p
e
o
p
l
e
 
(
i
n
c
l
u
d
i
n
g
 
E
x
h
i
b
i
t
o
r
)

E
x
h
i
b
i
t
o
r
 
2
7
1
0
,
 
P
r
e
s
s
 
2
7
,
 
I
n
v
i
t
a
t
i
o
n
 
2
7
,

G
e
n
e
r
a
l
 
7
3
7
8
 
(
R
e
s
e
a
r
c
h
 
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 
7
%
,

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
 
1
5
%
,
 
M
e
d
i
a
1
%
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
3
%
,

S
t
u
d
e
n
t
s
3
3
%
,
 
E
d
u
c
a
t
o
r
 
7
%
,
 
O
t
h
e
r
(
P
u
b
l
i
c
)
3
4
%
 
)

 
*
*
g
e
n
e
r
a
l
 
1
8
4
5
,
 
P
r
e
s
s
 
1
0
1
,
 
p
u
b
l
i
c
5
4
6
0

出
展

件
数

A
 
N
u
m
b
e
r
 
o
f

S
e
s
s
i
o
n
s
 
a
n
d

E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

T
o
t
a
l
 
4
4
5
 
p
r
o
g
r
a
m
s

3
5
6
 
S
e
s
s
i
o
n
s
 
(
I
n
c
l
u
d
i
n
g
 
S
o
c
i
a
l
 
s
e
s
s
i
o
n
)

6
1
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

5
1
 
F
S
D
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

3
8
 
N
e
w
s
r
o
o
m
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

T
o
t
a
l
 
4
1
8
 
a
n
d
 
o
v
e
r
 
p
r
o
g
r
a
m
s

～
1
5
0
 
S
e
s
s
i
o
n
s

6
8
 
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

～
2
0
0
　
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n

N
o
 
d
a
t
a
:
 
P
r
e
s
s
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

T
o
t
a
l
 
1
9
0
 
p
r
o
g
r
a
m
s

6
9
 
S
e
s
s
i
o
n
s
 
(
I
n
c
l
u
d
i
n
g
 
S
o
c
i
a
l
 
s
e
s
s
i
o
n
)

1
3
1
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

1
 
P
r
e
s
s
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

訳
P
r
o
g
r
a
m
s

1
)
 
P
r
e
s
i
d
e
n
t
’
s
 
A
d
d
r
e
s
s
,
 
P
l
e
n
a
r
y

L
e
c
t
u
r
e
s
,
T
o
p
i
c
a
l
 
L
e
c
t
u
r
e
s
 
1
3

2
)
 
S
e
m
i
n
a
r
s
 
 
1
1

3
)
 
S
y
m
p
o
s
i
a
 
 
1
5
9

4
)
 
C
a
r
e
e
r
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
W
o
r
k
s
h
o
p
s
 
2
1

5
)
 
P
o
s
t
e
r
 
S
e
s
s
i
o
n
s
,
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
,
 
E
x
h
i
b
i
t
o
r
-

S
p
o
n
s
o
r
e
d
 
W
o
r
k
s
h
o
p
s
 
 
6
8

6
)
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 
M
e
e
t
i
n
g
 
 
3
9

7
)
 
S
p
e
c
i
a
l
 
E
v
e
n
t
s
,
 
S
p
e
c
i
a
l
 
S
e
s
s
i
o
n
s
 
 
4
5

8
)
 
N
e
w
s
r
o
o
m
 
 
3
8

9
)
 
F
a
m
i
l
y
 
S
c
i
e
n
c
e
 
D
a
y
s
 
 
5
1

1
)
 
O
p
e
n
i
n
g
 
C
e
r
e
m
o
n
y
 
a
n
d
 
P
a
n
e
l
 
D
e
b
a
t
e
,

K
e
y
n
o
t
e
 
a
n
d
 
P
l
e
n
a
r
y
 
L
e
c
t
u
r
e
s
 
1
6

2
)
 
S
c
i
e
n
c
e
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
8
5

3
)
 
S
c
i
e
n
c
e
 
P
o
l
i
c
y
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
1
2

4
)
 
S
c
i
e
n
c
e
 
t
o
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
1
4

5
)
 
C
a
r
e
e
r
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
1
3

6
)
 
E
x
h
b
i
t
i
o
n
 
6
8

7
)
 
S
o
c
i
a
l
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
 
～

1
0
（

N
o
 
D
a
t
a
）

8
)
 
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
～

2
0
0
(
N
o

D
a
t
a
)

1
)
 
　
O
p
e
n
i
n
g
 
S
y
m
p
o
s
i
u
m
,
 
K
e
y
n
o
t
e
 
L
e
c
t
u
r
e
s
　

8
２
）
　
S
e
s
s
i
o
n
s
　

6
8

３
）
　
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s
　

1
3
1

4
）
　
P
r
e
s
s
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s
　

１

参
加

登
録

料
R
e
g
i
s
t
r
a
t
i
o
n
 
f
e
e

P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 
3
9
9
U
S
D

（
A
A
A
S
 
M
e
m
b
e
r
:
 
2
9
5
U
S
D
）

J
o
u
n
a
l
i
s
t
s
,
 
P
u
b
l
i
c
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
O
f
f
i
c
e
r
 
:
 
F
r
e
e

F
a
m
i
l
y
 
S
c
i
e
n
c
e
 
D
a
y
s
 
P
a
s
t
i
c
i
p
a
n
t
s
:
 
F
r
e
e

R
e
g
u
l
a
r
 
d
e
l
e
g
a
t
e
s
 
3
9
0
€

E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e
 
m
e
m
b
e
r
s
 
2
5
0
€

J
o
u
n
a
l
i
s
t
s
,
 
P
u
b
l
i
c
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
O
f
f
i
c
e
r
 
:
 
F
r
e
e

S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y
 
P
a
s
t
i
c
i
p
a
n
t
s
:
 
F
r
e
e

F
r
e
e
 
(
A
c
t
u
a
l
 
e
x
p
e
n
s
e
 
n
e
e
d
e
d
 
p
a
r
t
i
a
l
l
y
 
 
)

無
料
（
一
部
、
実
験
教
室
の
企
画
に
よ
っ
て
は
実
費
負
担

あ
り
）

出
展

料
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
 
F
e
e

１
b
o
o
t
h
：
 
3
m
×
3
m

・
C
o
r
n
e
r
 
B
o
o
t
h
：
 
2
,
6
0
0
U
S
D

・
N
o
n
-
C
o
r
n
e
r
 
B
o
o
t
h
：
 
2
,
3
5
0
U
S
D

N
o
 
D
a
t
a

F
r
e
e

イ
ベ

ン
ト

名
称

N
a
m
e
 
o
f
 
E
v
e
n
t
s

T
a
b
l
e
1
.
 
F
e
a
t
u
r
e
s
 
o
f
 
 
S
c
i
e
n
c
e
 
E
v
e
n
t
s
(
 
F
u
l
l
 
v
e
r
.
)

E
d
i
t
e
d
 
b
y
 
J
a
p
a
n
 
S
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
A
g
e
n
c
y

f
o
r
 
"
I
n
c
r
e
a
s
i
n
g
 
t
h
e
 
V
i
s
i
b
i
l
i
t
y
 
o
f
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
M
e
d
i
a
"
 
@
O
I
S
T
2
0
1
5
0
3
1
9
-
2
0

出
典

：
科

学
技

術
振

興
機

構（
JS

T）

主
な

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ベ
ン

ト
比

較
表

58

資　
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２



A
A
A
S
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g

E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e
 
O
p
e
n
 
F
o
r
u
m

 
(
E
S
O
F
)

サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

 
S
c
i
e
n
c
e
 
A
g
o
r
a

基
礎

的
な

デ
ー

タ
　

B
a
s
i
c
 
D
a
t
a

主
催

者
O
r
g
a
n
i
z
e
r

T
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
f
o
r
 
t
h
e

A
d
v
a
n
c
e
m
e
n
t
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
（

A
A
A
S
）

E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e

※
た

だ
し

、
E
S
O
F
開

催
に

あ
た

っ
て

は
開

催
地

の
行

政
機

関
等

が
全

面
的

に
事

務
局

と
務

め
る

。
2
0
1
4
は

、
デ

ン
マ

ー
ク

科
学

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
高

等
教

育
省

独
立

行
政

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

J
a
p
a
n
 
s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
A
g
e
n
c
y

開
催

趣
旨

科
学

分
野

の
包

括
的

な
会

議
で

、
分

野
横

断
的

。
多
数

の
先
導
的
科
学
者
、
技
術
者
、
教
育
者
、
政
策
立
案
者
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、
最
近
の
科
学

技
術
の
発
展
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
。
ま
た
、
科
学
技
術

分
野
で
の
キ
ャ
リ
ア
発
展
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

参
加
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
学
生
や
研
究
者
の
研

究
発
展
の
た
め
の
大
局
観
を
得
る
機
会
も
提
供
さ
れ
る
。

T
h
e
 
A
A
A
S
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
 
i
s
 
a
 
w
i
d
e
l
y
 
r
e
c
o
g
n
i
z
e
d

g
l
o
b
a
l
 
s
c
i
e
n
c
e
 
g
a
t
h
e
r
i
n
g
,
 
b
r
i
n
g
i
n
g
 
t
h
o
u
s
a
n
d
s
 
o
f

s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
e
n
g
i
n
e
e
r
s
,
 
p
o
l
i
c
y
m
a
k
e
r
s
,
 
e
d
u
c
a
t
o
r
s
,

a
n
d
 
j
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s
 
t
o
g
e
t
h
e
r
 
t
o
 
d
i
s
c
u
s
s
 
t
h
e
 
m
o
s
t

r
e
c
e
n
t
 
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
s
 
i
n
 
s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
.

T
h
e
 
A
A
A
S
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
 
o
f
f
e
r
s
 
a
 
u
n
i
q
u
e
,

e
x
c
i
t
i
n
g
,
 
i
n
t
e
r
d
i
s
c
i
p
l
i
n
a
r
y
 
b
l
e
n
d
 
o
f
 
m
o
r
e
 
t
h
a
n

1
5
0
 
s
y
m
p
o
s
i
a
,
 
p
l
e
n
a
r
y
 
a
n
d
 
t
o
p
i
c
a
l
 
l
e
c
t
u
r
e
s
,

s
p
e
c
i
a
l
i
z
e
d
 
s
e
m
i
n
a
r
s
,
 
p
o
s
t
e
r
 
s
e
s
s
i
o
n
s
,
 
a
n
d

i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
E
x
h
i
b
i
t
 
H
a
l
l
.

の
科

学
技

術
上

の
発

展
の

展
示

提
供

す
る

こ
と

に
よ

る
科

学
技

術
、

社
会

、
お

よ
び

製
作

に
関

す
る

対
話

の
発

展

提
供

A
N
 
I
N
T
E
R
D
I
S
C
I
P
L
I
N
A
R
Y
 
S
C
I
E
N
C
E
 
A
N
D
 
I
N
N
O
V
A
T
I
O
N

M
E
E
T
I
N
G
 
O
P
E
N
 
T
O
 
A
L
L
 
P
U
B
L
I
C
S

s
h
o
w
c
a
s
e
 
t
h
e
 
c
u
t
t
i
n
g
-
e
d
g
e
 
s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y

d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
s
 
i
n
 
a
l
l
 
d
i
s
c
i
p
l
i
n
e
s
,
 
f
r
o
m
 
n
a
t
u
r
a
l

s
c
i
e
n
c
e
s
 
t
o
 
s
o
c
i
a
l
 
s
c
i
e
n
c
e
s
 
a
n
d
 
h
u
m
a
n
i
t
i
e
s
,

s
t
i
m
u
l
a
t
e
 
a
n
d
 
p
r
o
v
o
k
e
 
p
u
b
l
i
c
 
i
n
t
e
r
e
s
t
,
 
e
x
c
i
t
e
m
e
n
t

a
n
d
 
d
e
b
a
t
e
 
a
b
o
u
t
 
s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
,

p
r
o
m
o
t
e
 
a
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
d
i
a
l
o
g
u
e
 
o
n
 
t
h
e
 
r
o
l
e
 
o
f
 
s
c
i
e
n
c
e

a
n
d
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
i
n
 
s
o
c
i
e
t
y
 
a
n
d
 
p
u
b
l
i
c
 
p
o
l
i
c
y
,
 
b
y

o
f
f
e
r
i
n
g
 
a
 
m
e
e
t
i
n
g
 
p
l
a
t
f
o
r
m
 
f
o
r
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
i
n
d
u
s
t
r
y
,

p
o
l
i
c
y
-
m
a
k
e
r
s
,
 
m
e
d
i
a
,
 
a
n
d
 
t
h
e
 
g
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c
,

p
r
o
v
i
d
e
 
a
 
v
a
l
u
a
b
l
e
 
r
e
s
o
u
r
c
e
,
 
i
n
c
l
u
d
i
n
g
 
c
a
r
e
e
r

a
d
v
i
c
e
,
 
f
o
r
 
y
o
u
n
g
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
.

今
年

で
９

回
目

の
開

催
と

な
る

サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

は
、

子
ど

も
向

け
の

理
科

実
験

、
ト

ッ
プ

科
学

者
と

の
対

話
、

市
民

参
加

の
科

学
議

論
な

ど
、

誰
も

が
参

加
で

き
、

科
学

と
社

会
の

関
係

を
つ

く
る

日
本

最
大

級
の

科
学

イ
ベ

ン
ト

で
す

。
科

学
技

術
の

楽
し

さ
を

伝
え

、
興

味
関

心
を

喚
起

す
る

だ
け

に
と

ど
ま

ら
ず

、
科

学
技

術
を

め
ぐ

る
あ

ら
ゆ

る
課

題
、

私
た

ち
社

会
の

未
来

像
に

つ
い

て
、

政
治

家
、

行
政

、
マ

ス
コ

ミ
、

産
業

界
、

研
究

者
、

そ
の

他
科

学
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

わ
る

方
々

、
一

般
の

方
々

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

の
方

々
が

参
加

し
、

情
報

共
有

、
対

話
を

行
う

場
を

つ
く

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

S
c
i
e
n
c
e
 
A
g
o
r
a
 
i
s
 
a
n
 
a
n
n
u
a
l
 
e
v
e
n
t
 
a
i
m
e
d
 
a
t
 
l
i
n
k
i
n
g

s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
s
o
c
i
e
t
y
 
t
h
r
o
u
g
h
 
s
c
i
e
n
c
e
 
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
.

I
n
 
2
0
1
4
,
 
t
h
e
 
t
h
e
m
e
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
 
A
g
o
r
a
 
i
s
 
"
B
u
i
l
d
i
n
g

r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
b
e
t
w
e
e
n
 
f
u
t
u
r
e
 
s
o
c
i
e
t
y
 
a
n
d
 
s
c
i
e
n
c
e
"
.

T
h
e
 
w
o
r
d
 
"
A
g
o
r
a
"
 
i
s
 
G
r
e
e
k
 
f
o
r
 
"
g
a
t
h
e
r
i
n
g
 
p
l
a
c
e
"
,
 
a
n
d

s
o
 
w
e
 
i
n
v
i
t
e
 
t
h
e
 
p
u
b
l
i
c
,
 
r
e
s
e
a
r
c
h
e
r
s
,
 
m
e
d
i
a
,

i
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
p
o
l
i
c
y
m
a
k
e
r
s
,
 
a
n
d
 
a
n
y
 
o
t
h
e
r
 
s
t
a
k
e
h
o
l
d
e
r
s

t
o
 
"
g
a
t
h
e
r
 
i
n
 
o
n
e
 
p
l
a
c
e
 
t
o
 
h
a
v
e
 
a
 
c
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
 
a
b
o
u
t

s
c
i
e
n
c
e
 
a
s
 
i
t
 
i
s

c
u
r
r
e
n
t
l
y
,
 
a
n
d
 
w
h
a
t
 
w
e
 
h
o
p
e
 
f
o
r
 
i
n
 
t
h
e
 
f
u
t
u
r
e
"
.

開
始

年
Y
e
a
r
 
o
f

f
i
r
s
t
 
c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
s

1
8
4
8
 
（
1
８
１
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

2
0
0
4
 
（
6
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

2
0
0
6
 
（
9
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

開
催

頻
度

・
時

期
（

近
年

の
状

況
）

H
e
l
d
 
f
r
e
q
u
e
n
c
y
,

t
i
m
e

O
n
c
e
 
a
 
y
e
a
r
,
 
2
n
d
 
w
e
e
k
 
o
f
 
F
e
b
r
u
a
r
y

（
米
国
大
統
領
　
予
算
教
書
演
説
の
直
後
）

B
i
a
n
n
u
a
l
l
y
,
 
l
a
t
e
 
J
u
n
e
-
J
u
l
y

O
n
c
e
 
a
 
y
e
a
r
,
 
N
o
v
e
m
b
e
r

開
催

場
所

a
r
e
a

C
i
t
i
e
s
 
i
n
 
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s

（
基
本
的
に
は
東
西
海
岸
を
往
復
。
A
A
A
S
が
決
定
）

C
i
t
i
e
s
 
i
n
 
E
U

（
候
補
地
か
ら
の
提
案
を
も
と
に
E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e
が
決

定
。
）

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

東
京
・
お
台
場
地
区

（
最

近
の

開
催

都
市

H
o
s
t
 
C
i
t
i
e
s
 
i
n

r
e
c
e
n
t
 
y
e
a
r
s
）

1
8
1
t
h
 
S
a
n
 
J
o
s
e
,
 
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
5

1
8
0
t
h
 
C
h
i
c
a
g
o
,
 
I
l
l
i
n
o
i
s
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
4

1
7
9
t
h
 
B
o
s
t
o
n
,
 
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
3

1
7
8
t
h
 
V
a
n
c
o
u
v
e
r
,
 
C
a
n
a
d
a
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
2

6
t
h
 
C
o
p
e
n
h
a
g
e
n
,
 
D
e
n
m
a
r
k
,
 
J
u
n
e
 
2
0
1
4

5
t
h
 
D
u
b
l
i
n
,
 
I
r
e
l
a
n
d
,
 
 
J
u
l
y
 
2
0
1
2

4
t
h
 
T
o
r
i
n
o
,
 
 
I
t
a
l
y
,
 
J
u
l
y
 
2
0
1
0

3
r
d
 
B
a
r
c
e
l
o
n
a
,
 
S
p
a
i
n
,
 
J
u
l
y
 
2
0
0
8

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

N
o
v
e
m
b
e
r
,
 
2
0
0
6
-
2
0
1
4

主
要

な
参

加
者

層
M
a
i
n
 
t
a
r
g
e
t
 
o
f

p
a
r
t
i
c
i
p
a
n
t
s

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,
 
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,
 
P
o
l
i
t
i
c
i
a
n
,

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
G
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
S
t
a
k
e
h
o
l
d
e
r
s
 
(
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,

P
o
l
i
t
i
c
i
a
n
,
 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
M
e
d
i
a
,
 
G
e
n
e
r
a
l

p
u
b
l
i
c
,
 
S
c
i
e
n
c
e
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
o
r
s
)

出
典

h
t
t
p
:
/
/
m
e
e
t
i
n
g
s
.
a
a
a
s
.
o
r
g
/
p
r
o
g
r
a
m
/
a
b
o
u
t
-
t
h
e
-
m
e
e
t
i
n
g
/

h
t
t
p
:
/
/
a
r
c
h
i
v
e
s
.
a
a
a
s
.
o
r
g
/
e
x
h
i
b
i
t
/
o
r
i
g
i
n
s
2
.
p
h
p

h
t
t
p
:
/
/
e
s
o
f
2
0
1
4
.
o
r
g
/
p
r
o
g
r
a
m
m
e
-
1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
s
o
f
.
e
u
/
d
b
i
m
a
g
e
s
/
d
o
c
u
m
e
n
t
/
f
i
c
h
i
e
r
/
1
4
5
/
p
r
o
g

r
a
m
m
e
_
p
r
i
n
t
_
1
1
6
s
i
d
.
p
d
f

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
s
t
.
g
o
.
j
p
/
c
s
c
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r
a
/
p
d
f
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r

a
_
2
0
1
4
_
s
c
o
p
e
.
p
d
f

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
s
t
.
g
o
.
j
p
/
c
s
c
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r
a
/
r
e
p
o
r
t
s
/
s
c
i
e
n
c
e

a
g
o
r
a
2
0
1
2
j
p
.
p
d
f

直
近

の
開

催
デ

ー
タ

等
 
D
a
t
a
 
o
f
 
t
h
e
 
L
a
t
e
s
t
 
E
v
e
n
t
s
 

開
催

場
所

V
e
n
u
e

S
a
n
 
J
o
s
e
,
 
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
,
 
U
S

C
o
p
e
n
h
a
g
e
n
,
 
D
e
n
m
a
r
k

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

開
催

日
D
a
t
e
s

1
2
-
1
6
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
,
 
2
0
1
5

2
1
-
2
6
,
 
J
u
n
e
,
 
2
0
1
4

7
-
9
,
 
N
o
v
e
m
b
e
r
,
 
2
0
1
4

開
催

テ
ー

マ
T
h
e
m
e

I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
s
,
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
,
 
a
n
d
 
I
m
a
g
i
n
g

S
c
i
e
n
c
e
 
B
u
i
l
d
i
n
g
 
B
r
i
d
g
e
s

あ
な

た
と

創
る

こ
れ

か
ら

の
科

学
と

社
会

B
u
i
l
d
i
n
g
 
r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
b
e
t
w
e
e
n
 
f
u
t
u
r
e

s
o
c
i
e
t
y
 
a
n
d
 
s
c
i
e
n
c
e

参
加

者
数

P
a
r
t
i
c
i
p
a
n
t
s

T
o
t
a
l
 
9
,
0
0
0
 
p
e
o
p
l
e
 
(
2
0
1
4
 
D
a
t
a
)

◆
S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
e
n
g
i
n
e
e
r
s
,
 
e
d
u
c
a
t
o
r
s
,
 
a
n
d

p
o
l
i
c
y
m
a
k
e
r
s
 
5
0
0
0
,

•
 
A
b
o
u
t
 
4
0
%
 
a
r
e
 
u
n
d
e
r
 
4
5
 
y
e
a
r
s
 
o
f
 
a
g
e

•
 
2
0
%
 
a
r
e
 
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
s
 
a
n
d
 
m
a
n
a
g
e
r
s
;
 
1
5
%
 
a
r
e
 
f
r
o
m

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t

◆
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s
(
a
n
d
 
P
I
O
s
)
 
1
0
0
0
,

◆
F
a
m
i
l
y
 
S
c
i
e
n
c
e
 
D
a
y
s
 
3
0
0
0
 
g
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

T
o
t
a
l
 
4
4
,
5
0
0
 
p
e
o
p
l
e

◆
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
s
　
（
g
e
n
e
r
a
l
4
0
0
0
,
 
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s

5
0
0
）

S
e
n
i
o
r
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
 
2
0
0
0
,
 
Y
o
u
n
g
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s

1
0
0
0
,
 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
/
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
1
0
0
0
,

J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s
 
5
0
0

◆
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y

4
0
,
0
0
0
 
g
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

T
o
t
a
l
 
1
0
,
1
4
2
 
p
e
o
p
l
e
 
(
i
n
c
l
u
d
i
n
g
 
E
x
h
i
b
i
t
o
r
)

E
x
h
i
b
i
t
o
r
 
2
7
1
0
,
 
P
r
e
s
s
 
2
7
,
 
I
n
v
i
t
a
t
i
o
n
 
2
7
,

G
e
n
e
r
a
l
 
7
3
7
8
 
(
R
e
s
e
a
r
c
h
 
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 
7
%
,

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
 
1
5
%
,
 
M
e
d
i
a
1
%
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
3
%
,

S
t
u
d
e
n
t
s
3
3
%
,
 
E
d
u
c
a
t
o
r
 
7
%
,
 
O
t
h
e
r
(
P
u
b
l
i
c
)
3
4
%
 
)

 
*
*
g
e
n
e
r
a
l
 
1
8
4
5
,
 
P
r
e
s
s
 
1
0
1
,
 
p
u
b
l
i
c
5
4
6
0

出
展

件
数

A
 
N
u
m
b
e
r
 
o
f

S
e
s
s
i
o
n
s
 
a
n
d

E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

T
o
t
a
l
 
4
4
5
 
p
r
o
g
r
a
m
s

3
5
6
 
S
e
s
s
i
o
n
s
 
(
I
n
c
l
u
d
i
n
g
 
S
o
c
i
a
l
 
s
e
s
s
i
o
n
)

6
1
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

5
1
 
F
S
D
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

3
8
 
N
e
w
s
r
o
o
m
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

T
o
t
a
l
 
4
1
8
 
a
n
d
 
o
v
e
r
 
p
r
o
g
r
a
m
s

～
1
5
0
 
S
e
s
s
i
o
n
s

6
8
 
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

～
2
0
0
　
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n

N
o
 
d
a
t
a
:
 
P
r
e
s
s
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

T
o
t
a
l
 
1
9
0
 
p
r
o
g
r
a
m
s

6
9
 
S
e
s
s
i
o
n
s
 
(
I
n
c
l
u
d
i
n
g
 
S
o
c
i
a
l
 
s
e
s
s
i
o
n
)

1
3
1
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

1
 
P
r
e
s
s
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

訳
P
r
o
g
r
a
m
s

1
)
 
P
r
e
s
i
d
e
n
t
’
s
 
A
d
d
r
e
s
s
,
 
P
l
e
n
a
r
y

L
e
c
t
u
r
e
s
,
T
o
p
i
c
a
l
 
L
e
c
t
u
r
e
s
 
1
3

2
)
 
S
e
m
i
n
a
r
s
 
 
1
1

3
)
 
S
y
m
p
o
s
i
a
 
 
1
5
9

4
)
 
C
a
r
e
e
r
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
W
o
r
k
s
h
o
p
s
 
2
1

5
)
 
P
o
s
t
e
r
 
S
e
s
s
i
o
n
s
,
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
,
 
E
x
h
i
b
i
t
o
r
-

S
p
o
n
s
o
r
e
d
 
W
o
r
k
s
h
o
p
s
 
 
6
8

6
)
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 
M
e
e
t
i
n
g
 
 
3
9

7
)
 
S
p
e
c
i
a
l
 
E
v
e
n
t
s
,
 
S
p
e
c
i
a
l
 
S
e
s
s
i
o
n
s
 
 
4
5

8
)
 
N
e
w
s
r
o
o
m
 
 
3
8

9
)
 
F
a
m
i
l
y
 
S
c
i
e
n
c
e
 
D
a
y
s
 
 
5
1

1
)
 
O
p
e
n
i
n
g
 
C
e
r
e
m
o
n
y
 
a
n
d
 
P
a
n
e
l
 
D
e
b
a
t
e
,

K
e
y
n
o
t
e
 
a
n
d
 
P
l
e
n
a
r
y
 
L
e
c
t
u
r
e
s
 
1
6

2
)
 
S
c
i
e
n
c
e
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
8
5

3
)
 
S
c
i
e
n
c
e
 
P
o
l
i
c
y
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
1
2

4
)
 
S
c
i
e
n
c
e
 
t
o
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
1
4

5
)
 
C
a
r
e
e
r
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
1
3

6
)
 
E
x
h
b
i
t
i
o
n
 
6
8

7
)
 
S
o
c
i
a
l
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
 
～

1
0
（

N
o
 
D
a
t
a
）

8
)
 
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
～

2
0
0
(
N
o

D
a
t
a
)

1
)
 
　
O
p
e
n
i
n
g
 
S
y
m
p
o
s
i
u
m
,
 
K
e
y
n
o
t
e
 
L
e
c
t
u
r
e
s
　

8
２
）
　
S
e
s
s
i
o
n
s
　

6
8

３
）
　
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s
　

1
3
1

4
）
　
P
r
e
s
s
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s
　

１

参
加

登
録

料
R
e
g
i
s
t
r
a
t
i
o
n
 
f
e
e

P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 
3
9
9
U
S
D

（
A
A
A
S
 
M
e
m
b
e
r
:
 
2
9
5
U
S
D
）

J
o
u
n
a
l
i
s
t
s
,
 
P
u
b
l
i
c
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
O
f
f
i
c
e
r
 
:
 
F
r
e
e

F
a
m
i
l
y
 
S
c
i
e
n
c
e
 
D
a
y
s
 
P
a
s
t
i
c
i
p
a
n
t
s
:
 
F
r
e
e

R
e
g
u
l
a
r
 
d
e
l
e
g
a
t
e
s
 
3
9
0
€

E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e
 
m
e
m
b
e
r
s
 
2
5
0
€

J
o
u
n
a
l
i
s
t
s
,
 
P
u
b
l
i
c
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
O
f
f
i
c
e
r
 
:
 
F
r
e
e

S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y
 
P
a
s
t
i
c
i
p
a
n
t
s
:
 
F
r
e
e

F
r
e
e
 
(
A
c
t
u
a
l
 
e
x
p
e
n
s
e
 
n
e
e
d
e
d
 
p
a
r
t
i
a
l
l
y
 
 
)

無
料
（
一
部
、
実
験
教
室
の
企
画
に
よ
っ
て
は
実
費
負
担

あ
り
）

出
展

料
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
 
F
e
e

１
b
o
o
t
h
：
 
3
m
×
3
m

・
C
o
r
n
e
r
 
B
o
o
t
h
：
 
2
,
6
0
0
U
S
D

・
N
o
n
-
C
o
r
n
e
r
 
B
o
o
t
h
：
 
2
,
3
5
0
U
S
D

N
o
 
D
a
t
a

F
r
e
e

イ
ベ

ン
ト

名
称

N
a
m
e
 
o
f
 
E
v
e
n
t
s

T
a
b
l
e
1
.
 
F
e
a
t
u
r
e
s
 
o
f
 
 
S
c
i
e
n
c
e
 
E
v
e
n
t
s
(
 
F
u
l
l
 
v
e
r
.
)

E
d
i
t
e
d
 
b
y
 
J
a
p
a
n
 
S
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
A
g
e
n
c
y

f
o
r
 
"
I
n
c
r
e
a
s
i
n
g
 
t
h
e
 
V
i
s
i
b
i
l
i
t
y
 
o
f
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
M
e
d
i
a
"
 
@
O
I
S
T
2
0
1
5
0
3
1
9
-
2
0

59
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２



A
A
A
S
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g

E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e
 
O
p
e
n
 
F
o
r
u
m

 
(
E
S
O
F
)

サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

 
S
c
i
e
n
c
e
 
A
g
o
r
a

基
礎

的
な

デ
ー

タ
　

B
a
s
i
c
 
D
a
t
a

主
催

者
O
r
g
a
n
i
z
e
r

T
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
f
o
r
 
t
h
e

A
d
v
a
n
c
e
m
e
n
t
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
（

A
A
A
S
）

E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e

※
た

だ
し

、
E
S
O
F
開

催
に

あ
た

っ
て

は
開

催
地

の
行

政
機

関
等

が
全

面
的

に
事

務
局

と
務

め
る

。
2
0
1
4
は

、
デ

ン
マ

ー
ク

科
学

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
高

等
教

育
省

独
立

行
政

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

J
a
p
a
n
 
s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
A
g
e
n
c
y

開
催

趣
旨

科
学

分
野

の
包

括
的

な
会

議
で

、
分

野
横

断
的

。
多
数

の
先
導
的
科
学
者
、
技
術
者
、
教
育
者
、
政
策
立
案
者
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、
最
近
の
科
学

技
術
の
発
展
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
。
ま
た
、
科
学
技
術

分
野
で
の
キ
ャ
リ
ア
発
展
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

参
加
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
学
生
や
研
究
者
の
研

究
発
展
の
た
め
の
大
局
観
を
得
る
機
会
も
提
供
さ
れ
る
。

T
h
e
 
A
A
A
S
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
 
i
s
 
a
 
w
i
d
e
l
y
 
r
e
c
o
g
n
i
z
e
d

g
l
o
b
a
l
 
s
c
i
e
n
c
e
 
g
a
t
h
e
r
i
n
g
,
 
b
r
i
n
g
i
n
g
 
t
h
o
u
s
a
n
d
s
 
o
f

s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
e
n
g
i
n
e
e
r
s
,
 
p
o
l
i
c
y
m
a
k
e
r
s
,
 
e
d
u
c
a
t
o
r
s
,

a
n
d
 
j
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s
 
t
o
g
e
t
h
e
r
 
t
o
 
d
i
s
c
u
s
s
 
t
h
e
 
m
o
s
t

r
e
c
e
n
t
 
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
s
 
i
n
 
s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
.

T
h
e
 
A
A
A
S
 
A
n
n
u
a
l
 
M
e
e
t
i
n
g
 
o
f
f
e
r
s
 
a
 
u
n
i
q
u
e
,

e
x
c
i
t
i
n
g
,
 
i
n
t
e
r
d
i
s
c
i
p
l
i
n
a
r
y
 
b
l
e
n
d
 
o
f
 
m
o
r
e
 
t
h
a
n

1
5
0
 
s
y
m
p
o
s
i
a
,
 
p
l
e
n
a
r
y
 
a
n
d
 
t
o
p
i
c
a
l
 
l
e
c
t
u
r
e
s
,

s
p
e
c
i
a
l
i
z
e
d
 
s
e
m
i
n
a
r
s
,
 
p
o
s
t
e
r
 
s
e
s
s
i
o
n
s
,
 
a
n
d

i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
E
x
h
i
b
i
t
 
H
a
l
l
.

の
科

学
技

術
上

の
発

展
の

展
示

提
供

す
る

こ
と

に
よ

る
科

学
技

術
、

社
会

、
お

よ
び

製
作

に
関

す
る

対
話

の
発

展

提
供

A
N
 
I
N
T
E
R
D
I
S
C
I
P
L
I
N
A
R
Y
 
S
C
I
E
N
C
E
 
A
N
D
 
I
N
N
O
V
A
T
I
O
N

M
E
E
T
I
N
G
 
O
P
E
N
 
T
O
 
A
L
L
 
P
U
B
L
I
C
S

s
h
o
w
c
a
s
e
 
t
h
e
 
c
u
t
t
i
n
g
-
e
d
g
e
 
s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y

d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
s
 
i
n
 
a
l
l
 
d
i
s
c
i
p
l
i
n
e
s
,
 
f
r
o
m
 
n
a
t
u
r
a
l

s
c
i
e
n
c
e
s
 
t
o
 
s
o
c
i
a
l
 
s
c
i
e
n
c
e
s
 
a
n
d
 
h
u
m
a
n
i
t
i
e
s
,

s
t
i
m
u
l
a
t
e
 
a
n
d
 
p
r
o
v
o
k
e
 
p
u
b
l
i
c
 
i
n
t
e
r
e
s
t
,
 
e
x
c
i
t
e
m
e
n
t

a
n
d
 
d
e
b
a
t
e
 
a
b
o
u
t
 
s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
,

p
r
o
m
o
t
e
 
a
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
d
i
a
l
o
g
u
e
 
o
n
 
t
h
e
 
r
o
l
e
 
o
f
 
s
c
i
e
n
c
e

a
n
d
 
t
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
i
n
 
s
o
c
i
e
t
y
 
a
n
d
 
p
u
b
l
i
c
 
p
o
l
i
c
y
,
 
b
y

o
f
f
e
r
i
n
g
 
a
 
m
e
e
t
i
n
g
 
p
l
a
t
f
o
r
m
 
f
o
r
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
i
n
d
u
s
t
r
y
,

p
o
l
i
c
y
-
m
a
k
e
r
s
,
 
m
e
d
i
a
,
 
a
n
d
 
t
h
e
 
g
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c
,

p
r
o
v
i
d
e
 
a
 
v
a
l
u
a
b
l
e
 
r
e
s
o
u
r
c
e
,
 
i
n
c
l
u
d
i
n
g
 
c
a
r
e
e
r

a
d
v
i
c
e
,
 
f
o
r
 
y
o
u
n
g
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
.

今
年

で
９

回
目

の
開

催
と

な
る

サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

は
、

子
ど

も
向

け
の

理
科

実
験

、
ト

ッ
プ

科
学

者
と

の
対

話
、

市
民

参
加

の
科

学
議

論
な

ど
、

誰
も

が
参

加
で

き
、

科
学

と
社

会
の

関
係

を
つ

く
る

日
本

最
大

級
の

科
学

イ
ベ

ン
ト

で
す

。
科

学
技

術
の

楽
し

さ
を

伝
え

、
興

味
関

心
を

喚
起

す
る

だ
け

に
と

ど
ま

ら
ず

、
科

学
技

術
を

め
ぐ

る
あ

ら
ゆ

る
課

題
、

私
た

ち
社

会
の

未
来

像
に

つ
い

て
、

政
治

家
、

行
政

、
マ

ス
コ

ミ
、

産
業

界
、

研
究

者
、

そ
の

他
科

学
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

わ
る

方
々

、
一

般
の

方
々

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

の
方

々
が

参
加

し
、

情
報

共
有

、
対

話
を

行
う

場
を

つ
く

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

S
c
i
e
n
c
e
 
A
g
o
r
a
 
i
s
 
a
n
 
a
n
n
u
a
l
 
e
v
e
n
t
 
a
i
m
e
d
 
a
t
 
l
i
n
k
i
n
g

s
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
s
o
c
i
e
t
y
 
t
h
r
o
u
g
h
 
s
c
i
e
n
c
e
 
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
.

I
n
 
2
0
1
4
,
 
t
h
e
 
t
h
e
m
e
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
 
A
g
o
r
a
 
i
s
 
"
B
u
i
l
d
i
n
g

r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
b
e
t
w
e
e
n
 
f
u
t
u
r
e
 
s
o
c
i
e
t
y
 
a
n
d
 
s
c
i
e
n
c
e
"
.

T
h
e
 
w
o
r
d
 
"
A
g
o
r
a
"
 
i
s
 
G
r
e
e
k
 
f
o
r
 
"
g
a
t
h
e
r
i
n
g
 
p
l
a
c
e
"
,
 
a
n
d

s
o
 
w
e
 
i
n
v
i
t
e
 
t
h
e
 
p
u
b
l
i
c
,
 
r
e
s
e
a
r
c
h
e
r
s
,
 
m
e
d
i
a
,

i
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
p
o
l
i
c
y
m
a
k
e
r
s
,
 
a
n
d
 
a
n
y
 
o
t
h
e
r
 
s
t
a
k
e
h
o
l
d
e
r
s

t
o
 
"
g
a
t
h
e
r
 
i
n
 
o
n
e
 
p
l
a
c
e
 
t
o
 
h
a
v
e
 
a
 
c
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
 
a
b
o
u
t

s
c
i
e
n
c
e
 
a
s
 
i
t
 
i
s

c
u
r
r
e
n
t
l
y
,
 
a
n
d
 
w
h
a
t
 
w
e
 
h
o
p
e
 
f
o
r
 
i
n
 
t
h
e
 
f
u
t
u
r
e
"
.

開
始

年
Y
e
a
r
 
o
f

f
i
r
s
t
 
c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
s

1
8
4
8
 
（
1
８
１
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

2
0
0
4
 
（
6
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

2
0
0
6
 
（
9
 
t
i
m
e
s
 
i
n
 
t
h
e
 
p
a
s
t
）

開
催

頻
度

・
時

期
（

近
年

の
状

況
）

H
e
l
d
 
f
r
e
q
u
e
n
c
y
,

t
i
m
e

O
n
c
e
 
a
 
y
e
a
r
,
 
2
n
d
 
w
e
e
k
 
o
f
 
F
e
b
r
u
a
r
y

（
米
国
大
統
領
　
予
算
教
書
演
説
の
直
後
）

B
i
a
n
n
u
a
l
l
y
,
 
l
a
t
e
 
J
u
n
e
-
J
u
l
y

O
n
c
e
 
a
 
y
e
a
r
,
 
N
o
v
e
m
b
e
r

開
催

場
所

a
r
e
a

C
i
t
i
e
s
 
i
n
 
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s

（
基
本
的
に
は
東
西
海
岸
を
往
復
。
A
A
A
S
が
決
定
）

C
i
t
i
e
s
 
i
n
 
E
U

（
候
補
地
か
ら
の
提
案
を
も
と
に
E
u
r
o
s
c
i
e
n
c
e
が
決

定
。
）

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

東
京
・
お
台
場
地
区

（
最

近
の

開
催

都
市

H
o
s
t
 
C
i
t
i
e
s
 
i
n

r
e
c
e
n
t
 
y
e
a
r
s
）

1
8
1
t
h
 
S
a
n
 
J
o
s
e
,
 
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
5

1
8
0
t
h
 
C
h
i
c
a
g
o
,
 
I
l
l
i
n
o
i
s
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
4

1
7
9
t
h
 
B
o
s
t
o
n
,
 
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
3

1
7
8
t
h
 
V
a
n
c
o
u
v
e
r
,
 
C
a
n
a
d
a
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
 
2
0
1
2

6
t
h
 
C
o
p
e
n
h
a
g
e
n
,
 
D
e
n
m
a
r
k
,
 
J
u
n
e
 
2
0
1
4

5
t
h
 
D
u
b
l
i
n
,
 
I
r
e
l
a
n
d
,
 
 
J
u
l
y
 
2
0
1
2

4
t
h
 
T
o
r
i
n
o
,
 
 
I
t
a
l
y
,
 
J
u
l
y
 
2
0
1
0

3
r
d
 
B
a
r
c
e
l
o
n
a
,
 
S
p
a
i
n
,
 
J
u
l
y
 
2
0
0
8

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

N
o
v
e
m
b
e
r
,
 
2
0
0
6
-
2
0
1
4

主
要

な
参

加
者

層
M
a
i
n
 
t
a
r
g
e
t
 
o
f

p
a
r
t
i
c
i
p
a
n
t
s

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,
 
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,
 
P
o
l
i
t
i
c
i
a
n
,

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
G
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
S
t
a
k
e
h
o
l
d
e
r
s
 
(
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
,

P
o
l
i
t
i
c
i
a
n
,
 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
,
 
M
e
d
i
a
,
 
G
e
n
e
r
a
l

p
u
b
l
i
c
,
 
S
c
i
e
n
c
e
 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
o
r
s
)

出
典

h
t
t
p
:
/
/
m
e
e
t
i
n
g
s
.
a
a
a
s
.
o
r
g
/
p
r
o
g
r
a
m
/
a
b
o
u
t
-
t
h
e
-
m
e
e
t
i
n
g
/

h
t
t
p
:
/
/
a
r
c
h
i
v
e
s
.
a
a
a
s
.
o
r
g
/
e
x
h
i
b
i
t
/
o
r
i
g
i
n
s
2
.
p
h
p

h
t
t
p
:
/
/
e
s
o
f
2
0
1
4
.
o
r
g
/
p
r
o
g
r
a
m
m
e
-
1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
s
o
f
.
e
u
/
d
b
i
m
a
g
e
s
/
d
o
c
u
m
e
n
t
/
f
i
c
h
i
e
r
/
1
4
5
/
p
r
o
g

r
a
m
m
e
_
p
r
i
n
t
_
1
1
6
s
i
d
.
p
d
f

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
s
t
.
g
o
.
j
p
/
c
s
c
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r
a
/
p
d
f
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r

a
_
2
0
1
4
_
s
c
o
p
e
.
p
d
f

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
s
t
.
g
o
.
j
p
/
c
s
c
/
s
c
i
e
n
c
e
a
g
o
r
a
/
r
e
p
o
r
t
s
/
s
c
i
e
n
c
e

a
g
o
r
a
2
0
1
2
j
p
.
p
d
f

直
近

の
開

催
デ

ー
タ

等
 
D
a
t
a
 
o
f
 
t
h
e
 
L
a
t
e
s
t
 
E
v
e
n
t
s
 

開
催

場
所

V
e
n
u
e

S
a
n
 
J
o
s
e
,
 
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
,
 
U
S

C
o
p
e
n
h
a
g
e
n
,
 
D
e
n
m
a
r
k

O
d
a
i
b
a
 
d
i
s
t
r
i
c
t
,
 
T
o
k
y
o
,
 
J
a
p
a
n

開
催

日
D
a
t
e
s

1
2
-
1
6
,
 
F
e
b
r
u
a
r
y
,
 
2
0
1
5

2
1
-
2
6
,
 
J
u
n
e
,
 
2
0
1
4

7
-
9
,
 
N
o
v
e
m
b
e
r
,
 
2
0
1
4

開
催

テ
ー

マ
T
h
e
m
e

I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
s
,
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
,
 
a
n
d
 
I
m
a
g
i
n
g

S
c
i
e
n
c
e
 
B
u
i
l
d
i
n
g
 
B
r
i
d
g
e
s

あ
な

た
と

創
る

こ
れ

か
ら

の
科

学
と

社
会

B
u
i
l
d
i
n
g
 
r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
b
e
t
w
e
e
n
 
f
u
t
u
r
e

s
o
c
i
e
t
y
 
a
n
d
 
s
c
i
e
n
c
e

参
加

者
数

P
a
r
t
i
c
i
p
a
n
t
s

T
o
t
a
l
 
9
,
0
0
0
 
p
e
o
p
l
e
 
(
2
0
1
4
 
D
a
t
a
)

◆
S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
 
e
n
g
i
n
e
e
r
s
,
 
e
d
u
c
a
t
o
r
s
,
 
a
n
d

p
o
l
i
c
y
m
a
k
e
r
s
 
5
0
0
0
,

•
 
A
b
o
u
t
 
4
0
%
 
a
r
e
 
u
n
d
e
r
 
4
5
 
y
e
a
r
s
 
o
f
 
a
g
e

•
 
2
0
%
 
a
r
e
 
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
s
 
a
n
d
 
m
a
n
a
g
e
r
s
;
 
1
5
%
 
a
r
e
 
f
r
o
m

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t

◆
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s
(
a
n
d
 
P
I
O
s
)
 
1
0
0
0
,

◆
F
a
m
i
l
y
 
S
c
i
e
n
c
e
 
D
a
y
s
 
3
0
0
0
 
g
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

T
o
t
a
l
 
4
4
,
5
0
0
 
p
e
o
p
l
e

◆
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
s
　
（
g
e
n
e
r
a
l
4
0
0
0
,
 
J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s

5
0
0
）

S
e
n
i
o
r
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s
 
2
0
0
0
,
 
Y
o
u
n
g
 
s
c
i
e
n
t
i
s
t
s

1
0
0
0
,
 
I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
/
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
1
0
0
0
,

J
o
u
r
n
a
l
i
s
t
s
 
5
0
0

◆
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y

4
0
,
0
0
0
 
g
e
n
e
r
a
l
 
p
u
b
l
i
c

T
o
t
a
l
 
1
0
,
1
4
2
 
p
e
o
p
l
e
 
(
i
n
c
l
u
d
i
n
g
 
E
x
h
i
b
i
t
o
r
)

E
x
h
i
b
i
t
o
r
 
2
7
1
0
,
 
P
r
e
s
s
 
2
7
,
 
I
n
v
i
t
a
t
i
o
n
 
2
7
,

G
e
n
e
r
a
l
 
7
3
7
8
 
(
R
e
s
e
a
r
c
h
 
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 
7
%
,

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
 
1
5
%
,
 
M
e
d
i
a
1
%
,
 
P
o
l
i
c
y
 
M
a
k
e
r
3
%
,

S
t
u
d
e
n
t
s
3
3
%
,
 
E
d
u
c
a
t
o
r
 
7
%
,
 
O
t
h
e
r
(
P
u
b
l
i
c
)
3
4
%
 
)

 
*
*
g
e
n
e
r
a
l
 
1
8
4
5
,
 
P
r
e
s
s
 
1
0
1
,
 
p
u
b
l
i
c
5
4
6
0

出
展

件
数

A
 
N
u
m
b
e
r
 
o
f

S
e
s
s
i
o
n
s
 
a
n
d

E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

T
o
t
a
l
 
4
4
5
 
p
r
o
g
r
a
m
s

3
5
6
 
S
e
s
s
i
o
n
s
 
(
I
n
c
l
u
d
i
n
g
 
S
o
c
i
a
l
 
s
e
s
s
i
o
n
)

6
1
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

5
1
 
F
S
D
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

3
8
 
N
e
w
s
r
o
o
m
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

T
o
t
a
l
 
4
1
8
 
a
n
d
 
o
v
e
r
 
p
r
o
g
r
a
m
s

～
1
5
0
 
S
e
s
s
i
o
n
s

6
8
 
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

～
2
0
0
　
S
c
i
e
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
C
i
t
y
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n

N
o
 
d
a
t
a
:
 
P
r
e
s
s
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

T
o
t
a
l
 
1
9
0
 
p
r
o
g
r
a
m
s

6
9
 
S
e
s
s
i
o
n
s
 
(
I
n
c
l
u
d
i
n
g
 
S
o
c
i
a
l
 
s
e
s
s
i
o
n
)

1
3
1
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
s

1
 
P
r
e
s
s
 
A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

訳
P
r
o
g
r
a
m
s

1
)
 
P
r
e
s
i
d
e
n
t
’
s
 
A
d
d
r
e
s
s
,
 
P
l
e
n
a
r
y

L
e
c
t
u
r
e
s
,
T
o
p
i
c
a
l
 
L
e
c
t
u
r
e
s
 
1
3

2
)
 
S
e
m
i
n
a
r
s
 
 
1
1

3
)
 
S
y
m
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国際科学広報に関するワークショップ2015
提  言

 

序 文
本ワークショップの参加者は国際科学広報の重要性を認識し、下記の目標、戦略、提言
に合意する。

目 的
日本がその真価にふさわしい国際的な認知を受けることによって優秀な人材を獲得し、
卓越した研究環境を維持できるよう、研究成果の発信力を強化させる。

戦 略
上記目的を達成するため、日本の大学・研究機関の広報担当者は戦略的に恊働する。

提 言
１．実行計画

● 進捗を確認するための会合を年２回開催するともに、上記目的を達成するため
の計画を立案する。

● 実績のある国内外の有識者をこれらの会合に招聘する。
● 効果的なプレスリリースの書き方を含め、実践的なサイエンスコミュニケーシ
ョンに関するサマースクールを開催する。

● 国内のその他の科学コミュニケーションの団体などと情報を共有し、恊働する。
２．長期目標

● 各大学・研究機関の執行部が国際科学広報の重要性を認識し、専門的技能の訓
練を受けた科学広報担当者を配置することを奨励する。

● 大学が国際科学広報について学ぶ教育プログラムを開催することを奨励する。
● 英語で科学記事を書くサイエンスライターを養成する専門的なトレーニングに
ついて精査する。

● 全ての大学がクオリティの高い科学記事を英語で公開するための最適手法につ
いて精査する。
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（ポスターセッション：３月 19日 13：30～14：15 ／ Poster Session on March 19th）

研究者
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The National Institute for Basic Biology
Public Relations Activities 

Office of Public Relations, NIBB
Tomoko Kurata

Colin Kawaguchi
Kyoko Ota

Misato Ban

Recent Press Releases

The National Institute for Basic Biology (NIBB) was founded in 
1977 to promote and stimulate studies in the field of biology. 
As a center of excellence (COE), NIBB promotes biological 
sciences by conducting first-rate research on its own as well 
as in cooperation with other universities and research 
organizations. Research at NIBB covers a wide variety of 
biological fields, such as cell biology, developmental biology, 
neurobiology, evolutionary biology, environmental biology, 
and theoretical biology, and is conducted to elucidate general 
and fundamental mechanisms underlying various biological 
phenomena. 　

Development of a carnivorous pitcher leaf

How Fallopian Tubes
Carry Eggs Unidirectionally

The Yellow "Phantom Morning Glory"

Long-distance communication
from leaves to roots

 Carnivorous plants have strange-shaped leaves, and they can grow on nutrient-poor environments by 

trapping and eating small animals. Charles Darwin, often called "the father of evolution", was also 

interested in carnivorous plants, and he wrote a book titled "Insectivorous Plants" published in 1875. 

Since then a lot of researches have been done, but how such strange-shaped leaves were altered 

during evolution remained unknown.

 A research team in Japan has revealed how carnivorous pitcher leaves are formed in Sarracenia 

purpurea, a carnivorous plant native to North America. They thoroughly examined the process of 

pitcher leaf development by scanning electron microscopy, gene expression analyses, cell division 

pattern analyses, and a mathematical reconstruction of pitcher morphogenesis. They showed that a 

tissue-specific regulation of oriented cell division is the key factor for pitcher development. A 

computational modeling of leaf morphogenesis also supports these results. Their findings were 

published in Nature Communications on the 16th of March 2015.

The research group of Assistant Professor 

Hoshino Atsushi of the National Institute for Basic 

Biology, a member institute of the National 

Institutes of Natural Sciences, in collaboration 

with Kagoshima University, and Suntory Global 

Innovation Center Ltd., was able to take the genes 

of the Snapdragon and induce their function 

Morning Glories, thus creating what has been 

called “The Phantom Morning Glory” in Japan.

 Leguminous plants are able to grow well in infertile land, and bear 

many beans that are important to humans. The reason for this is 

because most legumes have a symbiotic relationship with bacteria, 

called rhizobia, that can fix nitrogen in the air and then supply the 

host plant with ammonia as a nutrient.

  The plants create symbiotic organs called nodules in their roots. 

However, if too many root nodules are made it will adversely affect 

the growth of the plants, because the energy cost of maintaining 

excessive nodules is too large. Therefore legumes must have a 

mechanism to maintain the proper number of root nodules, but this 

system has been poorly understood.

  Graduate Student Takema Sasaki and Professor Masayoshi 

Kawaguchi of the National Institute for Basic Biology, a member 

institute of the National Institutes of Natural Sciences, in 

collaboration with RIKEN, have shown that cytokinins, a kind of 

plant hormone, play an important role in preserving proper root 

nodule numbers   using the model plant Lotus japonicus. The results 

of this work were published in the journal 'Nature Communications' 

titled "Shoot-derived cytokinins systemically regulate root 

nodulation".
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Strengthening	
  our	
  Global	
  Footprint	
  
Tomoko	
  Ikawa,	
  Adam	
  Phillips,	
  and	
  Jens	
  Wilkinson	
  

Our	
  Mission	
  

•  Increase	
  general	
  awareness	
  and	
  
support	
  of	
  RIKEN	
  and	
  our	
  scienDfic	
  
endeavors	
  outside	
  Japan	
  

•  A2ract	
  talented	
  students	
  and	
  
researchers	
  

•  Increase	
  collabora5ons	
  with	
  other	
  
insDtuDons	
  outside	
  of	
  Japan	
  

	
  
•  Make	
  sure	
  that	
  the	
  internaDonal	
  

community	
  trusts	
  the	
  integrity	
  of	
  our	
  
research	
  

Our	
  Tools	
  

•  RIKEN	
  websites	
  
•  The	
  English	
  website	
  
•  Social	
  media	
  websites	
  

(Facebook,	
  TwiJer)	
  
•  Staff	
  Blog	
  (coming	
  soon)	
  

•  Press	
  releases	
  to	
  news	
  outlets	
  (also	
  
available	
  on	
  the	
  website)	
  

•  Eureka	
  Alerts	
  
•  Alpha	
  Galileo	
  
•  Our	
  personal	
  list	
  of	
  journalists	
  

and	
  reporters	
  
•  Publica5ons	
  (also	
  available	
  on	
  the	
  

website)	
  
•  RIKEN	
  research	
  (quarterly)	
  
•  Annual	
  Report	
  
•  RIKEN	
  at	
  a	
  Glance	
  

Press	
  Releases	
  

Japanese	
  and	
  English	
  press	
  releases	
  
are	
  handled	
  differently	
  at	
  RIKEN	
  

•  Japanese	
  press	
  releases	
  are	
  handled	
  by	
  
the	
  Japanese	
  PR	
  office.	
  

•  Researchers	
  fill	
  out	
  an	
  online	
  
applica5on	
  for	
  a	
  press	
  release.	
  If	
  they	
  
also	
  want	
  an	
  English	
  press	
  release,	
  they	
  
can	
  indicate	
  it	
  there.	
  

•  The	
  researchers	
  write	
  a	
  draC	
  of	
  the	
  
press	
  release	
  themselves,	
  and	
  submit	
  it	
  
to	
  the	
  Japanese	
  PR	
  office	
  

•  Japanese	
  press	
  releases	
  are	
  distributed	
  
through	
  the	
  Japanese	
  press	
  club.	
  

•  English	
  press	
  releases	
  are	
  handled	
  by	
  
the	
  Global	
  Communica5ons	
  team	
  (us).	
  

•  Many	
  Japanese	
  researchers	
  do	
  not	
  
consider	
  English	
  press	
  releases.	
  
Therefore,	
  we	
  ac#vely	
  seek	
  out	
  exciDng	
  
and	
  newsworthy	
  research,	
  and	
  contact	
  
the	
  researchers.	
  

•  We	
  read	
  the	
  papers	
  and	
  decide	
  if	
  a	
  
study	
  is	
  interesDng	
  enough	
  for	
  a	
  press	
  
release	
  if	
  so,	
  we	
  go	
  ahead	
  and	
  write	
  it.	
  	
  

•  We	
  go	
  back	
  and	
  forth	
  with	
  the	
  authors	
  
a	
  few	
  Dmes	
  and	
  get	
  a	
  few	
  quotes	
  to	
  
make	
  the	
  release	
  more	
  interesDng.	
  

•  We	
  distribute	
  English	
  press	
  releases	
  
ourselves	
  through	
  internaDonal	
  media	
  
outlets	
  and	
  private	
  communicaDons.	
  	
  

Contact:	
  Global	
  Communica5ons	
  Team	
  
Email:	
  pr@riken.jp	
   Like	
  us	
  on	
  Facebook	
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n  広報戦略WG　H26年度活動計画 

Ø  広報本部との連携 
　　⇒ 定期的な打合せにより広報戦略及び方針の共有 
　　⇒ 九州大学広報誌『九大広報』 
　　　　 ：研究ページの企画、執筆全般の担当 
　　⇒ 発掘した研究(者)情報の共有、記者懇談会への 
　　　 取り上げ等連携体制の強化に取り組んでいく予定 

n 今後の取り組み予定 

◆大学の研究力強化に取り組む 
l  トップレベルの研究の更なる加速 
l  先端・融合研究の加速 
l  将来のスター研究者育成による持続的な研究力向上 
l  国際人材の獲得・連携によるグローバルな研究力強化 
l  研究・教育ポートフォリオの戦略的組み換え 
l  教育・研究の国際的レピュテーション強化 

n 　研Q者のニーズ＆大学のミッション 

＜URA News Letter の発行＞ 
Ø 毎月発行 
Ø 部局掲示板へ掲載 
Ø 部局を通じたメールでの配信 
⇒ 教職員・学生へ一斉メール 

Ø 　ホームページコンテンツの強化 
　　⇒ 英語ページの充実化 
　　　　：従来の日本語ページの英訳によらない、 
　　　　　英語サイトのコンテンツ作成 

＜ホームページコンテンツの強化＞ 
Ø 更新頻度アップ 
Ø 人文社会系研究に注目 
Ø 戦略的情報発信 
　⇒ 特集企画による部局連携 

＜部局との戦略的連携＞ 
Ø URA機構として注目する部局の特集企画を掲載 
　⇒ URA機構広報戦略WGから広報枠を提案 
　⇒ 人文社会系、芸術工学研究院 
Ø 戦略的情報発信：芸術工学研究院 
　⇒ 部局PRしたい内容を取り上げ、執行部会議 

にて決定 

Who’s My Neighbor? 
　～研Q者をつなぐInternal Communicationを目指して～ 

 

九州大学　学術研究推進支援機構　広報グループ　 
○瀧URA、房URA、三和SURA、橋本助教(以上、研究戦略企画室)、松園URA(産学官連携本部)、長谷川(学術研究推進課） 

創刊号 

第2号 

第3号 

※本活動は文部科学省「研究大学強化促進」事業の一部として、戦略的情報発信を目的に作成しております。 
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国際科学広報に関するワークショップ 2015 

International Science Communication Workshop 2015 
Increasing the Visibility of Japanese Science in the International Media 

 
参加者リスト（アルファベット順） 
List of Participants (in alphabetical order) 

as of 2015/03/23 

 
Family Name Given Name Affiliation 

 1 ABE Kiriko Tokyo Metropolitan University 
 2 AKITOMO Toyoka Tokyo Institute of Technology 
 3 AOKI Tazu RIKEN 
 4 BAN Masumi Kyoto University  

5 BANG Hyunjung Kyushu University 
 6 CALDER Neil OIST 
 7 CHENEVIER Bernard Okayama University  

8 CHIBANA Chiaki OIST 
 9 CLEMENTE Hiroyo  OIST 
 10 COOPER Micheal OIST 
 11 EBATA Shingo Hokkaido University 
 12 FUJIMATSU Yoshiteru OIST 
 13 FUJIYOSHI Takao Hokkaido University 
 14 FURUKORI Etsuko Sci-Tech Communications Inc. 
 15 HARUKI Atsushi  Kyoto University 
 16 HASEBE Kihachi JAMSTEC 
 17 HAYAMA Miyabi National Institute for Materials Science (NIMS) 
 18 HIRAGA Hazuki Sherry RIKEN 
 19 HIRAMATSU Masaaki National Astronomical Observatory of Japan 
 20 HIRASHIMA Ruri  Kyushu University 
 21 HIROKAWA Mayumi  Okayama University 
 22 IRION Robert University of California, Santa Cruz 
 23 ITO Yuko Toyohashi University of Technology 
 24 ITOH Yuichi  Osaka University 
 25 IWASAKI Takuya Osaka University 
 26 IWASAKI Yukiwo Kobe University 
 27 JAMIESON Valerie New Scientist 
 28 KAKUBAYASHI Motoko Science Media Centre of Japan 
 

 

 
 

 
国際科学広報に関するワークショップ 2015 

International Science Communication Workshop 2015 
Increasing the Visibility of Japanese Science in the International Media 

 
参加者リスト（アルファベット順） 
List of Participants (in alphabetical order) 

as of 2015/03/23 

 
Family Name Given Name Affiliation 

 1 ABE Kiriko Tokyo Metropolitan University 
 2 AKITOMO Toyoka Tokyo Institute of Technology 
 3 AOKI Tazu RIKEN 
 4 BAN Masumi Kyoto University  

5 BANG Hyunjung Kyushu University 
 6 CALDER Neil OIST 
 7 CHENEVIER Bernard Okayama University  

8 CHIBANA Chiaki OIST 
 9 CLEMENTE Hiroyo  OIST 
 10 COOPER Micheal OIST 
 11 EBATA Shingo Hokkaido University 
 12 FUJIMATSU Yoshiteru OIST 
 13 FUJIYOSHI Takao Hokkaido University 
 14 FURUKORI Etsuko Sci-Tech Communications Inc. 
 15 HARUKI Atsushi  Kyoto University 
 16 HASEBE Kihachi JAMSTEC 
 17 HAYAMA Miyabi National Institute for Materials Science (NIMS) 
 18 HIRAGA Hazuki Sherry RIKEN 
 19 HIRAMATSU Masaaki National Astronomical Observatory of Japan 
 20 HIRASHIMA Ruri  Kyushu University 
 21 HIROKAWA Mayumi  Okayama University 
 22 IRION Robert University of California, Santa Cruz 
 23 ITO Yuko Toyohashi University of Technology 
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